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あ

さ

つ

本
年
は
、
富
山
県
の
置
県
百
年
の
年
で
あ
り
ま
す
。
県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
こ
の
大
き
な

歴
史
の
節
目
に
巡
り
会
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
、
心
か
ら
喜
び
合
い
た
い
と
存
じ
ま
す
。

明
治
十
六
年
五
月
九
日
、
石
川
県
か
ら
分
県
し
て
以
来
こ
の
百
年
は
、
「
水
と
の
た
た
か
い
L

か
ら
「
水
の
利
用
」
へ
と
大
き
な
転
換
が
図
ら
れ
る
な
ど
、
富
山
県
の
近
代
化
へ
の
基
礎
づ

く
り
の
世
紀
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
の
間
、
県
の
発
展
の
た
め
に
尽
く
さ
れ
た
多
く
の

先
人
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
い
ま
、
本
県
の
良
き
歴
史
と
伝
統
を
生
か
し
、
新
し
い
時
代
へ
の
限
り
な
い
発

展
を
期
し
て
、
富
山
県
の
第
二
世
紀
へ
力
強
い
第

一
歩
を
踏
み
出
さ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
私
は
「
活
力
に
あ
ふ
れ
、
発
展
す
る
富
山
、
温
か
い
心
に
満
ち
た
美
し
い
ふ
る

県
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
「
日
本

の
実
現
を
め
ざ
し
、

ま
た

二
十

一
世
紀
に
向
っ
て
、

弐
C
I
C
」

「
日
本

一
の
花
と
緑
の
県
」
、

三
つ
の
目
標
に
挑
戦
し
て
い
く
決
意
で
あ
り
ま
す
。

一
の
健
康

・
ス
ポ

ー
ツ
県
」
、

「
日
本

一
の
科
学

・
文
化
県
」
の

激
動
と
混
迷
を
続
け
る
厳
し
い
内
外
情
勢
の
な
か
で
、

県
づ
く
り
の
前
途
は
決
し
て
平
坦

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
県
民
の
皆
様
す
べ
て
の
参
加
と
連
帯
の
も
と
に
、

輝
か
し
い
明
日
の
富

山
県
を
築
く
た
め
、
勇
気
と
情
熱
を
も

っ
て
努
力
し
て
い
き
た
ひ
と
思
い
ま
す
。

記
念
誌

『
置
県
百
年

富
山
県
』
は
、
現
在
の
富
山
県
を
築
き
育
て
て
き
た
先
人
の
遺
業
を

し
の
び
、
現
在
を
み
つ
め
、
さ
ら
に
未
来
に
向
か

っ
て
飛
躍
す
る
県
民
の
皆
様
の
心
の
糧
と

な
る
よ
う
、
懐
か

し
い

思
い
出
の
写
真
を
中
心
に
編
集
制
作
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
の
座
右
に
あ

っ
て
、
末
永
く
ご
愛
読
、
ご
参
照
い
た
だ
け
れ
ば
幸
甚
で
あ
り
ま
す
。

昭
和
五
十
八
年
五
月
九
日

由
ー

中

合It
SL 

富
山
県
知
事

l 

またここに新たな気流百年たちました
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維
新
の
成
立
と
版
籍
奉
還

慶
応
三
年

(
一
八
六
七
)
十
月
、
徳
川
幕
府
は
大
政
を
奉
還
。
十
一

月
、
王
政
復
古
の
大
サ
令
が
発
せ
ら
れ
た
。

明
治
二
年
六
月
、
各
藩
が
版
籍
を
奉
還
し
た
の
で
、
幕
藩
体
制
が
崩

れ
去

っ
た
。
富
山

・
金
沢
両
藩
に
お
い
て
は
、
旧
藩
主
が
知
藩
事
に
任

命
さ
れ
た
。
ま
た
、
職
制
な
ど
諸
制
度
が
改
革
さ
れ
た
。

三
年
十
月
、

富
山
藩
参
事
の
林
太
仲
が
突
然
、
藩
内
の
寺
院
を
各
宗

派
別
に

一
ヵ
寺
に
合
併
す
る

「合
寺
令
」
を
出
し
た
の
で
、

宗
教
界
に

大
混
乱
を
起
こ
し
た
。
翌
年
、
政
府
が
そ
の
行
過
ぎ
を
た
し
な
め
た
た

め
、
そ
の
令
を
撤
廃
し
た
の
で
お
さ
ま
っ
た
。

北越戦争へ富山藩士出陣

明治元年7月、北越征討の官軍に加わっ

富山減二階御門

藩政時代の面影を留めている。 金沢着兵ガ進発、富山藩兵

で使われだ。

8 

富山藩加増祝賀の町民行列

元年7月29日、富山藩は北越戦争の戦功により、 5干石加増。
呂町競って、山車をつくり、 華やかな祝賀行列をしだ。

藩印

版籍奉還から、 廃藩置県

富山藩へ預けられだキリシタンの人びと

3年、政府は初め、キリシタン禁制万針により、信徒

を数藩に預けだ。長崎、浦上信徒を受けいれだ富山藩

では、笹魯村(現婦中町)の妙111買寺などに収容しだ。

合寺騒ぎの総

合寺令の指揮をとる 南山，



思議県R
岸国
新川県印

4年につくられだ。

新川県庁舎

4年竹月魚津郡代役所あとにでき疋新川県庁舎

ν 

むしろ旗をだてて押し進む一段軍

廃
藩
置
県
か
ら
新
川
県
設
置

明

治

四

年

七

月

、

廃

藩

置

県

に

よ

り

富

山

藩

が

富

山

県

に

な

り

、

四

ヵ
月
後
、
新
川
県
と
な
り
、
色
小
津
町
に
県
庁
を
移
し
た
。

六

年

八
月
、

県

庁

は

富

山

町

に

復

帰

し

た

。

つ

い

で

九

年

、

石
川
県

に

統

合

。

十

三

頁

の

図

の

ご

と

く

め

ま
ぐ
る
し
い
変
遷
を
重
ね
た
。

維
新
以
来
の
国
策
に
し
た
が
っ
て
、
市
民
平
等
・
戸
籍
法
・
学
制
・

徴

兵

制

な

ど

の

新

制

度

、

暦

制

・

税

制

の

改

革

、

殖

産

興

業

・

文

明

開

化

の

奨

励

な

ど

を

実
施

し

て

、

近

代

化

へ

の

歩

み

を

進

め

た
。

と

く

に

教

育

・
産

業

・
生

活

が

洋

式
化

さ

れ

た
。

八

年

ご

ろ

か

ら

、

ま

ず

福

光

・

八

尾

の

製

糸

工

場

の

数

カ

所

が

機

械

化
さ
れ
、

生

糸

は

海
外

貿

易

の

花

形

と

な

っ
た
。
ま
た
、

高

岡

の

銅

器

・

漆

器

、

井

波

の

彫

刻

は

、

万

国

博

・

内

国

勧

業

博

な

ど

に

出

品

し

て

賞

を

受

け

、

海

外

に

名

声

を

あ

げ

た

。

な

お

、

富

山

売

薬

も

広

貫

堂

な

ど

の
会
社
が
設
立
さ
れ
た
。

高岡銅器・髪儀花瓶

名工横山弥左衛門の作といわれ、おそらく

幕末ガ明治初期の制作であろう。彫金の技

術、仕上げの加工は、まことに見事である。

勇朋塗・山水花鳥図茶棚

2代田石井勇聞の作。高岡漆器の代
表的作目。父の技法をうけて出藍の

誉れがあり、結註崇を開発しだ?

ばんどり騒動
2年の夏は、長雨続きで、とくに新川地万は大凶
作。塚越村(現立山町〉の忠次郎らガー撲を起こし

だが、金沢藩兵ガ出動して鎮圧。塚越にある忠次
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治

明
治

一
O

明
治

明
治

二
一

明
治

二
ニ

明
治

一
四

明
治
十
五 口す
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富
山
・
加
賀
両
藩
、
北
越
戦
争
に
出
兵

・
版
籍
奉
還

加
賀
藩
主
前
田
慶
寧
、
富
山
藩
主
前
田
利
岡
、
知
藩
事
に
任

命
O
加
賀
藩
関
所
を
廃
止
O
新
川
地
方
で
ば
ん
ど
り
騒
動

発
生

O
水
橋
町
有
志
、
常
願
寺
川
河
口
に
は
じ
め
て
架
橋

富
山
藩

一
宗

一
寺
の
合
寺
令
強
行
O
浦
上
切
支
丹
四
二
名

を
富
山
藩
領
二
九
ヵ
寺
に
預
け
こ
れ
に
改
宗
を
強
制
O
十

村
制
度
廃
止
、

里
正
と
な
る
O
加
賀
藩
、
黒
部
奥
山
立
入

禁
止
を
解
除

-
廃
藩
置
県

七
月
富
山
藩
領
(
婦
負
郡
、
新
川
郡
の

一
部
)
を
富
山
県

に
、
金
沢
藩
領

(新
川
郡
の

一
部
、
射
水
郡
、
砺
波
郡
)

を
金
沢
県
と
す
る
。
十

一
月
、
富
山
県
を
廃
し
新
川
県
(
新

川
、
婦
負
、
砺
波
三
郡
)
を
置
く
。
県
庁
は
魚
津
町
に
設

置
、
射
水
郡
は
七
尾
県
に
編
入

加
賀
の
有
志
、
開
通
社
を
結
成
、
信
越
連
帯
針
ノ
木
新
道

開
削
に
着
手
。
(
一一

年
、
明
治
天
皇
こ
れ
を
御
嘉
賞
。

一
三
年
ご
ろ
維
持
困
難
と
な
り
廃
道
)

-
学
制
発
布

越
中
全
域
を
新
川
県
と
し
、
大
区
小
区
制
実
施

里
正
な
ど
を
廃
し
、
戸
長
、
副
戸
長
な
ど
を
お
く
O
初
め

て
泊
町
に
郵
便
局
を
お
く
O
立
山
の
女
人
禁
制
解
除
(
た

だ
し
、
婦
人
の
本
格
的
立
山
登
山
は
大
正
八
年
ご
ろ
か
ら
)

O
飛
越
国
境
神
通
川
龍
の
渡
を
木
橋
に
改
架

県
庁
を
魚
津
か
ら
富
山
城
跡
へ
移
転
O
各
地
で
小
学
校
創

立
O
新
川
県
小
学
校
教
員
講
習
所
創
設
(
富
山
県
師
範
学

校
の
基
)

-
地
租
改
正
実
施

伏
木
港
に
汽
船
入
港
O
種
痘
院
設
置
O
福
光
に
製
糸
工
場

創
設
新
川
県
を
廃
し
、
石
川
県
に
統
合
O
広
貫
堂
創
設
O
富
山

町
大
法
寺
で
展
覧
会
開
催

(廃
藩
後
初
の
展
覧
会
)

-
西
南
戦
争

海
内
果
ら
相
益
社
を
結
成
、
県
下
最
初
の
雑
誌
相
益
社
談

を
小
杉
町
で
発
刊
O
西
南
戦
争
に
越
中
人
も
出
兵
O
薩
軍

捕
虜
長
谷
場
純
孝
ら
富
山
で
服
役
O
地
租
改
正
に
か
ら
み

砺
波
農
民
騒
動
O
電
信
線
の
架
設
着
工

天
阜
品
、
北
陸
巡
幸
O
第
百
二
十
三
国
立
銀
行
設
立
、
翌
年

開
業
O
五
郡
に
郡
役
所
設
置
O
砺
波
郡
天
田
越
・
婦
負
郡

安
養
坊
に
新
道
建
設
O
越
中
越
後
境
に
境
川
橋
架
橋
O
初

め
て
魚
津
町
に
電
信
開
始
。
英
人
サ
ト
ウ
、
針
ノ
木
新
道

よ
り
立
山
登
山
を
試
む

石
川
県
会
開
く
(
県
会
の
は
じ
め
)

O
県
下
に

コ
レ
ラ
大

流
行
O
富
山
総
曲
輪
の
濠
埋
立
地
に
西
本
願
寺
説
教
場
、

翌
年
東
本
願
寺
説
教
場
開
設
(
富
山
東
西
別
院
の
基
。
総

曲
輪
商
店
街
の
端
緒
)

富
山
商
法
会
議
所
創
設
O
稲
垣
示
、
北
立
社
結
成
O
富
山

病
院
内
に
医
学
所
を
お
く
O
稲
垣
示
ら
越
中
の
有
志
四

O

七
九
名
、
国
会
開
設
の
請
願
書
の
執
奏
を
願
う

-
国
会
開
設
の
詔

島
田
孝
之
、
北
辰
杜
結
成
O
米
人
宣
教
師
ウ
イ
ン
富
山
で

説
教
(
本
県
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
布
教
の
始
)

O
公
美
社
、

本
県
最
初
の
新
聞
、
越
中
新
誌
発
行

北
立
自
由
党
、
越
中
改
進
党
結
成
O
飛
騨
道
路
竣
工

四五
-L.. 

ノ、人九



9月に発令しだ戸長辞令
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戸長任命書 5
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川
泉
市
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砺波農民騒動のきずあと

地租改正に不満の砺波地方農民万、 10年に戸出
町三R安寺で催されだ説明会で、部長うに暴行
加えだ時の、本堂の柱のきずあと

J 

村

.~ .....・
偽

唱F

明
治
主
年
主

R
9
司

』

p

-

万
ヒ
択
は
う

10 

笹川村 (現朝日町〉

戸長役場の看板

i也券2種
8年に本県のi也祖改正を実施。よi也所伺占に

l巴売を~1寸してョ正明書としだ。石 lよ 12年、
川県発行。 下は分県狙立後に畠山県β発行

五箇山最初の鉄鎖つり橋

8年に当時の下梨村長、水上善三郎ガ私財を寄惜し、
村民の協力のもとに対岸の大島村へかけだ。これが

箇山地方ガ開けるきっかけとなっ疋。

郡
・
町
村
行
政
組
織
の
改
正

明
治
年
月
、
藩
政
時
代
の
郡
奉
行
を
廃
し
て
郡
宰
を
任
命
し
た
。

翌
三
年
九
月
、

ふい
柑
制
を
廃
し
て
郷
長
を
置
き、

翌
月
、
里
正
と
改
称
。

つ
い
で
五
年
六
月
、
従
来
の
行
政
区
域
の
単
位
を
改
め
て
、
大
区
小

区
制
を
設
け
た
。
大
区
に
は
戸
長
を
、
小
区
に
は
、
副
戸
長
を
置
い
た
。

十

一
年
に
は
、
「
郡
区
町
村
編
成
法
」
に
よ
り
、
町
村
に
戸
長
を
置
き、

戸
長
役
場
を
設
け
た
。

ま
た
、
八
年
に
地
租
を
改
正
し
た
が
、
小
作
人
側
に
は
、
税
率
に
対

す
る
不
満
が
あ

っ
た
。
こ
の
た
め
、
十
年
月
、
砺
波
地
方
の
農
民
が

撲
を
起
、
」
し
た
。



石
川
県
と
な
っ
て

座繰り製糸

機械製糸以前は¥座繰りで¥釜の煮

え湯の中に繭を漬けて、糸口を取り

出し¥糸枠に巷きとつだ。

明
治
九
年
四
月
、
新
川
県
(
越
中
全
域
)
が
石
川
県
管
下
に
入
り
、

十
二
年
に
第

一
回
の
県
会
が
発
足
。
そ
の
後
、
県
会
で
は
土
木
費
の
予

算
計
上
に
つ
い
て
、
越
中
・
側
が
治
水
に
、
加
賀

・
能
登
側
が
道
路
に
、
そ

れ
ぞ
れ
優
先
を
主
張
し
合
っ
た
が
、
越
中
側
の
要
求
は
通
ら
な
か
っ
た
。

か
く
て
、
次
第
に
越
中
の
分
県
独
立
へ
の
要
望
が
高
ま

っ
た
。

十

一
年
の
秋
、
明
治
天
皇
の
北
陸
巡
幸
が
あ
っ
て
、
本
県
を
通
過
さ

れ
た
。
そ
の
際
、
交
通
通
信
な
ど
の
発
達
が
促
進
さ
れ
た
。

十
年
前
後
か
ら
、
地
主

・
商
人
な
ど
の
資
本
蓄
積
の
増
大
、
士
族
救

済
に
交
付
さ
れ
た
多
額
の
金
禄
公
債
の
運
用
な
ど
の
た
め
に
、
銀
行
や

貸
預
金
会
社
が
各
地
に
創
設
さ
れ
た
。
十
二
年
に
本
県
最
初
の
、
第
一h

二
十
三
国
立
銀
行
が
開
業
し
た
。

11 

西南戦争の戦死証明書

10年、赤曾村(現小矢部市〉出島の
堀田機五郎ガ白阜、最の澱戦で戦没。

清国神社から発行されだ文書

明治天皇巡幸の錦総

明治天皇は什年9月28日に新潟県からお入り
になり、当時の県民の感澱は大きかった。

いJ'
首面高邑

金沢博覧会の錦給 せいそんく

7年、兼六公園内の成巽閣で、
北陸最初の博覧会ガ開催され

呂町村からも出目して¥受賞

ガ多かった。

第百二十三国立銀行本居

12年、富山町に開業。 17:C1=に第
十二国立銀行と合併し¥後に今

日の北陸銀行の田体となっ定。

(富山市50年史給巻から〉



自
由
民
権
運
動
の
先
駆

国
内
に
、
自
由
民
権
運
動
や
、
文
明
開
化
の
思
想
が
高
ま
り
つ
つ
あ

っ
た
折
、
県
内
で
は
、
明
治
七
年
ご
ろ
、
小
杉
で
開
智
社
書
庖
主
増
田
伝

う
み
う
ち
は
た
し

七
、
海
内
果
ら
が
、
雑
誌

「相
益
」
(
の
ち
の
「
相
益
社
談
」
)
を
刊
行
。

ま
た
、
高
岡
の
大
橋
十
右
衛
門
(
二
水
)
が
越
中
義
塾
を
創
設
し
た
。

十
三
年、

二
口
村
(
現
大
門
町
)
の
稲
垣
示
は
、
高
岡
に
北
立
社
を
結

成
。
国
会
期
成
同
盟
に
入
り
、
石
川
県
側
代
表
の

一
人
と
し
て
太
政
大

臣
に
国
会
開
設
請
願
書
を
提
出
し
て
活
躍
。
十
五
年
に
北
立
自
由
党
を

結
成
し
て
自
由
民
権
運
動
に
尽
し
た
。

同
じ
く
十
五
年
、
般
若
野
村
(
現
高
岡
市
)
の
島
田
孝
之
ら
が
越
中
改

進
党
を
結
成
。
さ
ら
に
北
辰
社
を
創
立
し
て
政
治
活
動
に
奔
走
し
た
。

十
六
年
三
月
、
高
岡
の
瑞
龍
寺
に
お
い
て
、
新
潟
(
越
後

・
佐
渡
)
・

石
川
(
越
中

・
加
賀

・
能
登
)
・
福
井
(
越
前

・
若
狭
)
三
県
の
民
権
家
の

大
集
会
「
北
陸
七
州
有
志
大
懇
親
会
」
が
聞
か
れ
た
。
「
自
由
万
歳
」
の
旗

が
山
門
に
た
て
ら
れ
、
集
ま
る
も
の
四
百
余
名
。
自
由
民
権
を
求
め
る

北
陸
の
活
力
が
、
盛
り
あ
が
っ
た
。

海内果の生家

;宮内果 (1850~1881 )

老田村 (現 富山市〉出身。明治

初年の言論界の先賞者。穏健で

実践的啓蒙思想、家

相益社談

10年11月創刊の、週内果
王宰の啓蒙雑誌。越中の

新聞雑誌の先駆であっ定。

稲垣示 。 853~1902 )

二口村(現大門町〉出身。

自由党の民権運動の先賞者。

とくに国会開設運動に活躍

自由新誌

15年に金沢で発行。 編集は稲垣
示ガ中山となり、板垣退問らの自

由民権思想の普及につとめ疋。

一丈♂d
岨宇都t

川町51定委 t
ユでて34マZS
~I{骨三占悲惨ヨ
ーも¥¥ ~f1 ‘ :K. 戸

沿い 23み十
項4全土合有三
耳目].. ..... 古~.. ，.. 

北色 ペ;柑'¥wユ却

で為 区制キJ14首
級たも 依ぺ三忌訴
訪日サiR123
~別 a ， i ‘け 慌 V'

博二が ¥去二1ゅ1・イ三議会
不〆孝次吹込\~致、!と
VFJ1話通品場依守
:--~ ":::再三~~~
-zzi73よ_-
~ 

北陸7州育志大懇親会会場
16年、高岡の端龍寺法堂で、自由党の北陸連合を
めざして開催。昭和58年3月、同所でこれの百周
年記念大会ガ開かれだ。

懇親会開催案内状

(16年3月10日〉

ヲ、

片

ーー唱噛
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分
県
運
動
の
展
開

十
五
年
夏
、
分
県
運
動
推
進
の
会
合
が
富
山
で
聞
か
れ
、
投
票
で
入

善
の
米
沢
紋
三
郎
を
委
員
長
、
富
山
の
入
江
直
友
を
副
委
員
長
に
選
ん

だ
。
生
地
(
現
黒
部
市
)
の
田
村
惟
昌
、
高
岡
の
大
橋
十
右
衛
門
、
伏
木

の
藤
井
能
三
、
般
若
野
(
現
高
岡
市
)
の
島
田
孝
之
ら
も
、
心
を
あ
わ
せ

て
奔
走
し
た
。

同
年
九
月
、
米
沢
ら
は
分
県
の
建
白
書
を
た
ず
さ
え
て
上
京
。
内
務

卿
山
田
顕
義
ら
政
府
高
官
に
陳
情
。
参
事
院
に
い
た
磯
部
四
郎
、
司
法

省
に
い
た
河
尻
尚
泰
ら
越
中
出
身
者
が
こ
れ
に
協
力
し
た
。
ま
た
、
司

法
省
の
石
埼
謙
も
、
別
途
、
分
県
の
建
白
書
を
元
老
院
に
提
出
し
た
。

そ
の
熱
意
は
政
府
を
動
か
し
、
ま
た
、
十
二
月
、
参
事
院
総
会
に
お

い
て
、
分
県
が
適
当
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
た
。
か
く
し
て
、
翌
十
六
年

五
月
、
待
望
の
富
山
県
の
独
立
が
実
現
す
る
の
で
あ
る
。

米沢紋三郎 (1857~ 1 929)

入膳村(現入善町〉の出島。

本県の分県狙立運動の中山人

物。越中自治党や越中改進党

の結成に努力。のちに衆議院

議員に2回当選

島田孝之 (1850~1908)

般若野村(現高岡市〉の出島。越中

改進党創始者の?人。県会議員、衆

議院議員に当選して政界に活躍。分

県運動に尽力しだ。

参事院の上申書

富山県の分県を適当と認めだ書類( 部省略〉

-

'

i
J
 

明

治

寸

イミ
大

降

三

株

安

美

，

J

富山県への

うつりかわり

② ③ 

越中(4郡〉と加賀・能登

うた聖
寺藩

明・2・6・17C版籍奉還〉 富山藩(婦負郡の全部
と新川郡の?部)ガそのまま富山藩仁、加賀藩

ガそのまま金沢藩になる

藩ガ県になる明.4・7・14C廃藩置県〉

⑤ 

明.4・竹・20 射水郡を七尾県に、新川・婦負・砺
波郡で新川県設置

七尾県ガ廃され、射水郡ガ新川県に明.5・9・29
入る

13 

明.9・4.18 石川県となる(同年8月穀賀県の廃
ltにより、越前ア郡も石川県に入ったガ、何年

2月福井県設置により分離〉

富山県設置明.16・5・9



文
明

街灯

10年前後から、県
辻に設置され芝、

つりランプ

5~6年ころから、行灯(あんど
に代って出現しだ石油ランプ

明治44年の暦
5年、木陰暦を廃正して、点陽暦を採
新湊の商巴ガ配布しだもの

明治初期の洋装

福光町のハイカラ家庭の父

ちょんまげの洋風姿

頭はちょんぎげ、和装、手に洋傘、履物

は靴。明治初期の福光の男l

新
し
い
文
化
の
導
入

明
治
維
新
を
迎
え
て
、
政
府
が
凶
作
文
明
を
と

り
入
れ
る
方
針
を
と

っ
た
の
で
、
新
し
い
社
会
風

潮
を
も
た
〉
り
し
た
。
制
度

・
経
済

・
風
俗
な
ど
に

わ
た
っ
て
、
文
明
開
化
の
必
蒙
が
推
進
さ
れ
た
。
特

に
ぷ
食
住
の
作
風
化
が
著
し
か

っ
た
。

明
治
四
年
に
散
髪

・
脱
刀
令
が
山
て
、
川
刀
チ
の

ち
ょ
ん
ま
げ
が
散
髪
に
変
っ
て
い

っ
た
。
「
ザ
ン
ギ

リ
煩
を
た
た
い
て
み
れ
ば
、
文
明
開
化
の
音
が
す

る
」
と
い
う
流
行
歌
が
山
た
。

ま
た
、
「
牛
肉
を

食
べ
る
と
灼
が
生
え
る
」
「
石
鹸
を
使
、
っ
と
魔
法
の

た
め
に
姿
が
消
え
る
」
な
ど
の
、
迷
信
さ
え
伝
え

ら
れ
た
。

そ
の
後
、
本
県
で
も
新
生
活
の
奨
励
が
進
め
ら

れ
た
の
で
、
ま
ず
、

学
校

・
役
所
の
洋
館
建
、
官

吏

・
教
員
の
詰
襟
服
着
用
、
知
識
人
家
庭
の
洋
風

化
が
ひ
ろ
ま

っ
た
。
洋
食
の
普
及
は
や
や
遅
れ
た

が
、
物
好
き

・
新
し
が
り
や
が
「す
き
焼
」
を
試
み

て
、
肉
の
匂
い
を
た
だ
よ
わ
せ
、
大
衆
の
眉
を
ひ

そ
め
さ
せ
た
。

か
く
て
、

当
初
は
奇
災
と
矛
盾
を
感
じ
た
が
、

徐
々
に
洋
式
文
化
の
合
理
性
が
受
け
い
れ
ら
れ
て
、

京
京

・
大
阪
な
ど
の
文
明
開
化
が
、
年
を
お

っ
て

地
方
の
生
前
の
な
か
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

の
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明治前期の木輔自転車

初めて移入されだこうの

郵便制度初期のはさみ箱

この箱2個を天秤棒の前後
につるして、郵便を運んだ。

明治初期のT銭とT銭
5厘の郵便はガき

人力車

4年に大阪で発明されだガ、ア~
8年ごうから、県内の主な町に登
場。官豆、医者などガ利用
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国

富山県設置の裁可書

富山県と同時に、佐賀・宮崎の両県も、新疋に置かれるこ

とになっ疋。太政大臣 'd:大臣 ・参議などガ、ずらりと

連署、押印している。

ED 県

県令臼

(明治19年、県令を知事と日史料Ji)

せること

を受ける

太政大臣三条実美の通達書

富山県を置き、越中一国を管曜

になっだので、石川県からヨ|継

ょう通達されだ文書

かる

対
的少へ

ι出
保
管
、

e
z
b
F
八

球

新
し
い
県
政
の
ス
タ
ー
ト

明
治
十
六
年
月
九
日
、
太
政
官
布
告
第

一

方
を
以
て
「
富
山
県

を
置
き
、
越
中
国

一
円
を
管
轄
し
、
県
庁
の
位
置
を
越
中
国
上
新
川
郡

富
山
」
と
定
め
ら
れ
た
。
七
月

一
日
に
は
盛
大
な
開
庁
式
が
あ
げ
ら
れ

初
代
県
令
国
重
正
文
を
は
じ
め
、
県
内
各
層
の
代
表
者
が
集
ま
っ
て
、

新
生
富
山
県
の
発
展
を
誓
い
あ
っ
た
。

「
あ
る
菓
子
屋
が
分
県
ま
ん
じ
ゅ
う
と
名
付
け
て
売
り
出
し
た
と
こ

ろ
、
売
れ
に
売
れ
た
」
と
「
朝
野
新
聞
」
が
報
じ
て
い
る
が
、
県
民
の

喜
ぴ
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。

県
庁
機
構
は
、
庶
務
課
な
ど
八
課

一
掛
に
、

警
察
本
署
、
監
獄
本
署
、

郡
役
所
な
ど
が
あ
っ
た
。
明
治
政
府
の
、
旧
習

一
洗
と
中
央
集
権
の
方

針
か
ら
、
幹
部
職
員
は
ほ
と
ん
ど
中
央
官
僚
で
占
め
ら
れ
、
県
人
の
多

く
は
史
生
、
出
仕
な
ど
の
地
位
に
と
ど
ま
っ
た
。
当
時
の
予
算
は
三
七

万
円
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
県
の
戸
数
は
、

一
四
万

一
、
八
九
四
戸
・人
口

は
六
八
万

一
、
五
四
九
人
で
あ
っ
た
。

置県当時の県庁吉

富山公園地(現富山賊kt公園)の旧藩邸を充てだ。
32年の大火で焼失し、翌年津風2階建の新庁舎
ガ完成しだ。
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初
代
県
令国
重
正
文

〈
一
八
四
0
1
一九

O
一)

長
州
藩
閥
の
出
身
。
同
郷

の
先
輩
山
田
内
務
卿
か
ら
激

励
さ
れ
て
、
京
都
府
大
書
記

官
か
ら
着
任
。
四
十
四
歳
の

働
き
ざ
か
り
。

二
百
十
石
ど

り
国
重
三
郎
右
衛
門
の
長
男
で
、
藩
校
の
明
倫
館
で
勉
学
し
た
が
、

吉
田
松
陰
の
松
下
村
塾
の
影
響
も
受
け
る
。
漢
籍
に
通
じ
詩
文
を
よ

く
し
、
半
山
と
号
し
た
。
分
県
運
動
に
奔
走
し
た
米
沢
紋
三
郎
、
入

江
直
友
ら
と
も
親
し
く
交
わ
り
、
新
組
織
の
県
会
と
も
よ
く
協
力
し

県
政
の
基
礎
づ
く
り
に
当
っ

た
。

最
も
重
点
を
置
い
た
の
は
教
育
で、

当
時
学
制
は
発
布
さ
れ
た
と

は
い
え
、
就
学
率
は
極
め
て
低
か
っ
た
。
学
校
を
熱
心
に
巡
回
し
、

請
わ
れ
て
校
名
を
揮
毒
し
た
書
額
は
今
も
残
っ
て
い
る
。
明
治
十
八

年
に
は
最
初
の
中
学
校
(
現
富
山
高
校
)
を
つ
く
っ
た
。
そ
の
他
、

常
願
寺
川
・

庄
川
の
改
修
、
十
九
年
の

コ
レ
ラ
対
策
、

富
山
大
火
の
あ

と、

二
十
年
の
瓦
葺
の
奨
励
、
防
火
用
水
の
整
備
な
ど
、
数
々
の
業

績
を
あ
げ
た
。
在
任
五
年
六
ヵ
月
、
官
選
知
事
で
最
も
長
い
。
内
務

省
社
寺
局
長
に
転
じ
、
国
学
院
院
長
か
ら
晩
年
は
京
都
伏
見
稲
荷
宮

司
を
つ
と
め
た
。

川‘~

iilm申噂 a・

i
E儲
韓
関
邑
h

場慣駄目

国重正文ガ書いだ書額 「育成」は、富山市堀川小学校の日名

初代議長と副議長

議長は¥砺波郡選出。三清村(現井波

町〉の武部尚志。 ~U議長は、射水郡
選出。中JII村(現高岡市〉の南兵吉

県会議事堂

20年、県庁と掘を隔てだ現富山保健所のあだりに建てられ、豆関は
南面していだ。 32年の大火で県庁告と共に焼失

初
期
県
会
の
す
が
た

県
会
議
員
の
記
会
撮
影

十
八
年
四
月
¥
通
常
県
会
の
時
の
も
の

向
か

っ
て
右
か
ら

後

ヲIJ

」 ー

円リ

予IJ

山
崎
善
之
丞

坂
井
敬
義

議
長

米
津
紋
三
郎

水
野
忠
嗣

島
崎
良
太
郎

大
橋
十
右
衛
門

官民
回
安
平

廃
岡
万
九
郎

重
松
寅
平

県
令

国
重
正
文

大
書
記
官

前
回
利
充

兵
士
口

課庶
長務

武尾 南
部越
'1弟
堅輔

警
部
長

大
渡
直
清

冨'1
2睡

井
城
興
八
郎

五
十
嵐
政
雄

田
村
惟
昌

菅
野
新
作

菅
原
滋
治

安
念
次
左
衛
門

島
田
孝
之

大
矢
四
郎
兵
衛

武部尚志

置
県
と
共
に
明
治
十
六
年
七
月
、
直
ち
に
県
会
議
員
の

選
挙
が
行
わ
れ
、

二
十
二
名
の
議
員
が
選
ば
れ
た
。
八
月

十
七
日
、
男
子
師
範
学
校
内
で
臨
時
県
会
、
十
月

一
日、

真

宗
本
願
寺
派
説
教
場
で
第
一
回
通
常
県
会
が
開
会
さ
れ
た
。

国
重
県
令
は

「
本
県
開
庁
以
来
既
ニ
九
句
ヲ
へ
テ
、
地

方
税
イ
マ
タ
定
マ
ラ
ス
。
事
業
イ
マ
タ
緒
ニ
ツ
カ
サ
レ
ハ
、

日
夜
焦
慮
ス
ル
ト
コ
ロ
ナ
リ
(
中
略
)
諸
子
反
覆
玩
味
、

思
ヒ
ヲ
実
地
ニ
メ
ク
ラ
シ
、
議
ヲ
懇
切
ニ
帰
シ
、
地
方
経

済
ノ

ヨ
ロ
シ
キ
ヲ
得
、
管
下
人
民
ノ
望

ニ
副
ハ
ン
コ
ト
ヲ
」

と
告
辞
を
述
べ
た
。
し
か
し
、

議
事
不
馴
れ
の
た
め
問
題

外
の
議
論
が
百
出
し
て
、
審
議
は
必
ず
し
も
円
滑
に
は
か

ど
ら
な
か
っ
た
。

主
口兵南

一
八
八
三

一
八
八
四

一
八
八
五

一
八
八
六

一
八
八
七

一
八
八
八

一
八
八
九

一
八
九

O

一
八
九

一
八
九
二

一
八
九
三

一
八
九
四

明
治

一
六

明
治

一
七

明
治

一
八

明
治

一
九

明
治
二
O

明
治
二

一

明
治
二
二

明
治
二
三

明
治
二
四

明
治
二
五

明
治
二
六

明
治
二
七

富
山
県

・
石
川
県
か
ら
分
離
独
立
O
置
県
初
の
県
会
議

選
挙
実
施
O
神
通
舟
橋
を
木
橋
に
改
架
O
井
波
に
北
越
書

籍
館
、
つ
づ
い
て
翌
年
砂
子
坂
村

(富
山
市
水
橋
地
区
)
に

真
理
館
開
設

(本
県
図
書
館
の
始
)
O
私
立
伏
木
測
候
所

開
設

中
越
新
開
発
行
O
高
岡
に
米
商
会
所
設
立
O
砺
波
郡
高
窪

越
新
道
竣
工

富
山
県
中
学
校
設
立
O
稲
垣
示
ら
大
阪
事
件
に
関
与
O
富

山
大
火
O
福
光
・
金
沢
聞
の
道
路
開
通
O
米
繭
糸
共
進
会

開
催

コ
レ
ラ
大
流
行
、
死
者

O
、
七
六
四
人

県
立
伏
木
測
候
所
設
置
O
県
会
議
事
堂
竣
工
O
射
水
郡
薮

田
村
等
に
セ
メ
ン
ト
工
場
創
設
O
富
山
商
工
会
議
所
落
成

下
関
村
に
中
越
汽
船
会
社
創
設
O
私
立
富
山
県
教
育
会
発

会
、
富
山
県
教
育
会
雑
誌
(後
富
山
教
育
と
改
題
)
を
創
刊

-
大
日
本
帝
国
憲
法
発
布

市
制
町
村
制
施
行、

二
市
コ
二

町
二
三
八
村
と
な
る
O
富

山
県
報
発
行
O
高
岡
銀
行
設
立
O
農
事
試
験
場
設
置
O
米

人
口

l
エ
ル
、
越
中

・
能
登
に
旅
行

(
の
ち
ノ
ト
著
述
)

O
北
陸
公
論
発
行

-
第
一
回
帝
国
議
会

・
第
一
回
衆
議
院
議
員
選
挙

上
市
川
河
原
で
日
本
第
二

の
白
萩
損
鉄
発
見

(の
ち
榎
本

武
揚
の
所
有
に
帰
し
、
日
本
最
初
の
損
鉄
分
析
及
ぴ
陳
鉄

万
鍛
造
)

17 

大
洪
水
。
デ

・
レ
l
ケ
の
建
策
に
よ
り
常
願
寺
川
大
改
修

お
よ
び
常
西
合
口
用
水
工
事
着
手

選
挙
干
渉
。
北
陸
自
由
党
壮
士
ら
、
改
進
党
支
持
者
に
暴

行
O
農
会
の
設
置
あ
い
つ
ぐ
O
河
川
改
修
工
事
に
よ
り
常

願
寺
川
と
白
岩
川
分
離
O
仏
人
ク
レ
マ
ン
、

富
山
で
仮
教

会
設
立
(本
県
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
始
)

高
岡
電
灯
紡
績
会
社
設
立
O
常
東
合
口
用
水
の
通
水
式
O

ウ
エ
ス
ト
ン
針
ノ
木
越
え
し
て
立
山
登
山

(そ
の
紀
行
は

二
九
年
ロ
ン
ド
ン
で
刊
行
、
世
界
に
立
山
を
紹
介
)

-
日
清
戦
争

県
立
工
芸
学
校
、
県
立
農
学
校
、
共
立
富
山
薬
学
校
設
立

O
北
海
道
移
民
本
格
化
O
日
清
戦
争
に
歩
兵
第
七
連
隊
出

動
O
富
山
県
農
会
設
立
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農事試験場(堀川村〉

17年、奥田村(現富山市)Iこ勧業育種場ガ設けられ疋ガ、 22年に県農事試験場
に発展。 31年には福野の農学校へ。 41年には堀川村(現富山市)へ移っている。

常西合口用水取入口

25年、大山町上滝で完成。常願寺川|からの取水口を
一つにして、農業用水の効率的な配分を行つだ。

高岡米殻取引所

18年、高岡の通町に高岡米会所ガ創立され、北陸の米相場をリードしだ。のち
高岡米殻取引所と改め御馬出町の角に移つだが、六角堂と呼ばれて親しまれ定。

高岡紡績合名会社

26年、横田村(現高岡市〉に赤レンガづく
りの高岡紡績会社ガ出現。日本海沿岸での、

近代工場の先ガけだ、つ定。 37年に、紡績合
名会社となっ定。

十二銀行

富山市中町(現中央通り)032年の大火で焼失
後、防火を重視してしつくい造りの重厚な建

物に改築されだ。

産
業
の
発
展

産
業
の
主
役
で
あ
る
農
業
は
、
米
作
中
心
の
た
め
、
県
の
政
策
も
米

作
改
良
に
重
点
が
置
か
れ
た
。
明
治
十
七
年
に
は
勧
業
育
種
場
を
創
設

し、

二
十
二
年
、
農
事
試
験
場
に
発
展
。
新
し
い
農
業
技
術
の
研
究
と

開
発
が
進
め
ら
れ
た
。

二
十
七
年
に
は
単
位
農
会
の
連
合
体
と
し
て
県

農
会
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
各
郡
に
支
部
農
事
試
験
場
が
置
か
れ
た
。

ま
た
、
耕
地
整
理
法

(三
十
二
年
)
に
先
が
け
て
、

二
十
六
年
頃
か

ら
耕
地
整
理
や
用
排
水
事
業
が
行
わ
れ
た
。

商
業
資
本
の
集
積
層
と
し
て
目
立
つ
の
は
、
売
薬
業
者
と
地
主
層
で

あ

っ
た
。
富
山
の
第
百
二
十
三
国
立
銀
行
は
、
十
七
年
に
金
沢
の
第
十

二
国
立
銀
行
と
合
併
し
、
第
十
二
国
立
銀
行
の
名
を
踏
襲
し
、

富
山
に

本
応
、
金
沢
に
支
庖
を
置
い
た
。

工
業
の
成
長
は
ま
だ
緩
慢
で
、
機
械
製
糸
は
福
光
な
ど
で
行
わ
れ
た

も
の
の
、

一
部
に
す
ぎ
な
か

っ
た
。
新
川
木
綿

・
戸
出
縞

・
福
野
縞
な

ど
も
、
家
内
工
業
の
域
を
出
な
か
っ
た
。

二
十
六
年
、

高
岡
紡
績
合
名

会
社
が
ぷ
立
さ
れ
、
近
代
工
場
の
先
駆
的
な
も
の
だ

っ
た
。
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伏木測候所

何年、藤井能三らのつくつだ私立

伏木測候所は、 20年に県立に昇格
して機能を充実しだ。

明治中期の伏木港

22年に特別輔出港に指定され、米
麦などを摘出。汽船の出入りが頻

繁になっ疋。



/ 

高岡市役所

正2年、片原横町に強工の庁告

市
町
村
の
誕
生

明

治

十

年

月

、

市

制

町

村

制

が

施

行

さ

れ

、

の
基
礎
が
俗
V
一さ
れ
た
。
県
内
で
は
、
新
し
く
二
七

生
。
全
国
で
市
は
俺
か
=
二

。
そ
の
中
で
富
山
県
が
、

つ
の
市
を
持

っ
た
こ
と
は
誇

っ
て
い
い
。
崎

富 の地
山市方
PlT自
高村治
問が制
と誕!交

市町村数の変せん

年月日 市 町 村 計 f商 要

明治22・ 3. 31 190 2，454 2.644 市制町村制施行直前

明治22.4・| 2 31 238 271 市街IJ町村制施行

日百手口10. 4 l' 2 33 228 263 市域の鉱張による合併等
? 

昭和|5 |2 |i 2 31 2051 238 紀元2，600年記念合併等 l

日E手口22・5 3 2 29 183 214 地方自治法施行

日百平日28. 10. 1 5 28 1181 151 
町村合併促一進進一法一施一一行一一一一→| 

日百平日34. 4 8 24 10 i 42 町村合併推

目白手口57・4 9 18 35 

ア

-レ
i
ケ
と
治
水
策

大
河
川
を
擁
す
る
本
県
で
は
、
治
水
対
策
こ
そ
県
政
の
最
重
点
事
項

だ
っ
た
。
特
に
常
願
寺
川
は
名
う
て
の
暴
れ
川
で
、
県
は
明
治
二
十
四

年
七
月
の
大
出
水
の
あ
と
、
内
務
省
お
雇
い
外
人
技
師
、
ヨ
ハ
ネ
ス

・

デ

・
レ
l
ケ
を
招
き
、
そ
の
計
画
を
も
と
に
、
第

一
次
の
改
修
工
事
に

着
手
。
こ
の
時
デ
・レ
l
ケ
は
「
こ
れ
は
川
で
は
な
い
。
ま
る
で
滝
だ
!」

と
驚
い
た
と
い
う
。
工
事
は
、
上
滝
か
ら
下
流
を
改
修
し
、
河
口
は
白

岩
川
と
分
離
し
て
土
砂
の
停
滞
を
防
ぐ
も
の
で
、
費
は

一
O
五
万
円
。

カ
年
計
画
で
、

一十
六
年
に
完
了
し
た
。

常願寺川の河川改修工事(25年〉
綱とモッコ、さなガら人通戦術である。
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デ-レーケ

土木工学の権威。 オ

ランタ人技師。淀川、

曽川の改修や、大阪

可港にもかかわっ疋。

知事の工事現場視察 25年、森山茂



架
橋
と
賃
取
橋

治
水
工
事
に
あ
わ
せ
て
、
崎
梁
の
新
ぷ
も
進
め
ら
れ
た
。
十
六
年

一

月
、
神
通
川
の
舟
崎
が
木
橋
の
神
通
橋
に
か
け
か
え
ら
れ
た
の
を
は
じ

め
、
同
じ

一
月
に
は
庄
川
の
伏
木
橋
、
十
九
年
十
月
に
は
同
じ
庄
川
の

中
川
橋、

二
十
年

一
日
汁
に
は
黒
部
川
の
桜
井
橋
、

二
十
四
年
九
月
に
は

黒
部
川
愛
本
橋
の
か
け
か
え
、

二
十
五
年
六
月
に
は
神
通
川
の
有
沢
崎
、

二
十
六
年
二
月
に
は
常
願
寺
川
の
常
願
寺
橋
、
同
年
十
二
月
に
は
片
貝

川
の
片
貝
橋
な
ど
が
竣
工
し
た
。
架
橋
に
つ
い
て
は
、
県
予
算
を

一
挙

に
獲
符
す
る
こ
と
が
肉
難
な
た
め
、
民
間
資
金
に
よ
る
賃
取
橋
が
多
か

っ
た
。
当
然
、
橋
銭
を
取

っ
て
一州
了
り
せ
た
の
で
あ
る
。

名。ハネ橋ガガけかえられ¥装いを新疋にした。二奇橋のひとつとして日愛本橋のかけかえ

中田橋強工式

砺波平野から、庄東地区、射水南部ヘ、さらに富山へ

通す、る動脈となる重要な橋だつだ。

舟橋ガ木橋になっだ神通橋

越の舟橋として、諸国名所図総にも描かれだ舟橋は、16年1向、
橋になっだ。これで舟橋向いといわれだ地区と富山町の連絡は、

極便利になっ疋。 27年にはふだ疋びかけかえられだ。 28年かけ
かえ直後の風景。ガス灯がともり、人や車の往来も頻繁である。

早月橋

22年¥早月加積村(現潤)11市〉と、下中島村(現魚津市〉の閏の
早月川に、新しくかけられだ。 37年にかけられだ時のもの

日清戦争・黄海大海戦の12周年記念給はがき
27年8月、清国と戦漏ガ開かれだ。郷土の兵士だち
参戦。)ffiに陸に尊い凹を流し、164名の戦死者を出しだ。

北海道移住手引草

移住の奨励と手続きを

説明しだパンフレツト
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活
発
な
北
海
道
移
住

北
海
道
と
の
交
流
は
昔
も
今
も
極
め
て
頻
繁
で
あ
る
。
明
治
初
年
か

ら
は
本
願
寺
の
奨
励
運
動
も
あ

っ
て
、
新
天
地
を
求
め
て
移
住
す
る
者

が
多
か

っ
た
。
二
十
年
代
後
半
か
ら
は
特
に
増
加
し
、

三
十
五
年
か
ら

四
十
四
年
に
か
け
て
は
、
送
出
県
と
し
て
は
全
国
第

一
位
を
占
め
た
。

主
な
入
植
地
は
、
石
狩

・
十
勝

・
旭
川
な
ど
。
集
団
移
民
で
は
、
砺
波

団
体

・
五
位
団
体

・
江
波
団
体

・
氷
見
団
体

・
越
中
団
体
な
ど
が
あ
っ

た
。
新
天
地
に
活
躍
す
る
越
中
衆
の
開
拓
精
神
は
、
北
海
道
の
発
展
に

大
き
く
貢
献
し
た
。



新地誌」ある「越

明治中期の郷土の教科書

常願寺川の氾濫と工事のことが書い

創立。

伏木小学枝

明治6年、大成小学校1
8年、 伏木の宮に新安

教
育
こ
そ
繁
栄
の
道

明治18年創立。置県後、中学校設置の要望に応え、総曲輔に第1号として開校。のちの富山中学、現富山高校

明
治
十
六
年
、
義
務
教
育
の
就
学
率
は
男
子
七

O
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
三
六
パ

ー
セ
ン
ト
と
い
う

状
態
で
あ

っ
た
。
特
別
教
授
の
実
施
や
、
町
村
長

・

教
員

・
警
察
官
の
就
学
督
促、

学
用
品
の
給
与
な

ど
の
、
積
極
的
な
督
励
に
よ
り
、

三
十
五
年
に
は

男
チ
九
八
パ
ー
セ
ン
ト
、
女
子
九
四
パ
ー
セ
ン
ト

と
飛
躍
し
た
。
十
八
年
に
富
山
県
中
学
校
が
設
立

さ
れ
、
そ
の
後
、
高
岡

・
魚
津

・
砺
波
に
中
学
校

を
開
校
し
た
。

三
十
四
年
に
県
立
富
山
高
等
女
学
校
、
続
い
て

高
岡

・
魚
津
高
等
女
学
校
が
ぷ
立
さ
れ
た
。

谷
地
域
の
伝
統
産
業
を
背
景
と
し
て
、

二
十
七

年
に
共
立
富
山
薬
学
校
、
高
岡
に
工
芸
学
校
、
福

野
に
簡
易
民
学
校
。
大
正
十
三
年
に
高
岡
高
等
商

業
学
校
が
設
立
さ
れ
た
。

大
正
初
期
か
ら
新
し
い
教
育
を
推
進
す
る
た
め
、

米
国
の
新
教
育
ダ
ル
ト
ン
フ
ラ
ン
の
創
始
者
、
へ

レ
ン

・
パ
l
カ
ス
ト
女
史
を
招
い
て
、
個
人
別
学

習
計
画
を
研
究
実
践
し
て
、
教
授
法
に
新
風
を
吹

き
こ
ん
だ
。

富山県中学枝
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運動会の戸レイ体操

腕力と平行感賞を養うリズム体操

(高岡市川原小学枝明治40年〉



県立富山高等女学校

明治34年に設立されだ県立富山高等女学校は、本県
最初の女学校。 40年には、高岡にも設立されだ。

県立福野農学校

農業の経営を学び、農業技術を患につける目的から、

明治27年、簡易農学校として発足。42年の本校告

。
て

-H一
膏
円

設

を
に

家

呈
京
芸
品

背

工

授

を

術

学

業

美

芸

産

な

工

統

秀

悶

伝

優

高

の

の

芝

立

岡

多

げ

県

高

幾

あ

師範学校

明治6年¥新川県小学枝教員講習
所に始まる。 38年、富山市西田地
方に移つ疋時の校告

米沢図書館

明治43年、入善町の米沢元健
ガ私財約7万円を投じて図書
館を設立

県立薬業学校

製薬の伝統を基礎にして、明治27年、私立
共立薬学枝ガ設置されだ。 30年、市立富山
薬学校，40年、県立富山薬業学枝となっ疋。
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報
徳
教
育
か
ら
生
涯
学
習
へ

昭
和
初
期
の
不
況
を
打
開
す
る
た
め
に
、

は
報
徳
教
育
を
奨
め
、
成
果
を
あ
げ
た
。

十
四
年
、
勤
労
青
少
年
を
育
成
す
る
青
年
学
校

は
義
務
制
と
な
り
、

軍
事
教
練
を
重
視
し
た
。
十

六
年
、
小
学
校
は
国
民
学
校
と
な
る
。

戦
後
い
ち
は
や
く
「
六

・
三
制
教
育
」
が
制
定

さ
れ
、
個
性
と
創
造
力
の
伸
長
を
め
ざ
す
民
主
主

義
教
育
が
発
足
し
た
。

二
十
三
年
、
旧
制
中
学

・
女
学
校
が
新
制
高
校

と
な
る
。
二
十
四
年

富
山
大
学
が
開
学
し
た
。

そ
の
後
、
国
立
工
業
高
専

・
国
立
商
船
高
専

・
県

立
技
術
短
大
や
富
山
女
子
短
大
、
洗
足
学
閥
魚
津

短
大
な
ど
が
開
校
。
五
十
年
、
富
山
医
科
薬
科
大

学
が
例
ぷ
さ
れ
た
。
な
お
、

高
岡
市
に
国
立
短
大

の
開
学
準
備
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。

県
で

県
民
の
寺
習
意
欲
に
応
え
、
四
十
九
年
、
山
民

大
学
校
を
開
校
し
、
さ
ら
に
市
町
村
で
も
、
多
く

の
市
民
大
学
、
町
民
講
査
な
ど
が
行
わ
れ
て
い
る
。

大正の新教授法

へレン -パー力スト女史を講師

として、児童の自由 ・自治 ・創

造を重視し、児童中山の新教育

講習会を聞いだ。

二宮金次郎像

昭和初期、枝庭に銅像を建て、 報徳

教育の手本としだc

旧制富山高椋

大正12年、篤志家馬場はるの
私財寄付によって設立

院

初

盲

志

訓

篤

体育施設

第1次世界 文石衛疋。、施設の充実ガ図ら戦後、1本育4

日、乳幼児の詰孟にあ疋つ疋。ガ唱達し、肌直ガム一品女

所

婦

児

年

託

行

f
t
q

木

正

γ
・
伏

大
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尚校岩瀬国められだ。富山

国民学校

時胃の要請で、小学校は国民学校に



県民大学校

昭和49年、第?回の県民大学校を開板してから、年を追って学習意欲ガ
もりあがっている。

富山医料薬科大学

富山大学

昭和24年、文理学部・教育学部・薬学部・工学部からなる総合大学として発足

昭和50年、医学・薬学、特に、和漢薬研究をとり入れ疋ユ二 フな大学として発足。呉羽匠陵に建つ白亜の殿堂

富山女子短期大学

昭和38年創立。新時代の知識と技術を島につける学生疋ち

県立図書館

市町村立図書館への貸出しゃ、資料提供など、図書館活動の中核である。

洗足学園魚津短期大学

昭利55年創立。充実しだ音楽施設
を持ち、社会人にも講座を開放

県立大省技術短期大学 昭和37年、産業と学術の育機的結合を理意として創立

呉羽少年自然の家の野外活動

集団活動の規律のもとに、大自然のなかで

はねまわる子どもだち

25 

各種学校

職業や実生活に直結する。



農家庭先のもみすり作業

明治末期の保内村(現八尾町〉

製茶作業にはげむ人びと

殖産興業の一環として、生糸と

並んで茶の生産ガ奨励されだ。

古沢村(現富山市〉の製茶場

水

み

堀

汲
の
で
園

車
公
水

域

に
百
め

岡

だ

吉

岡

の
、
水

周

期

間

疋

利

末
組
制
い

の
の机
濯
て

水

治

、

げ

堀

明

を

上

農
業
の
改
良

日
清
戦
争
後
、
富
山
県
の
近
代
化
が
進
ん
だ
。

な
か
ご
ろ
か
ら
、
耕
地
整
理
事
業
の
実
施
、
用
水
路
の
改
修
、
湿
田
の
乾

田
化
な
ど
、
農
地
の
改
良
が
図
ら
れ
た
。
ま
た
、
稲
の
品
種
の
改
良
の

た
め
、
農
業
試
験
場
の
研
究
や
、
篤
農
家
に
よ
る
適
応
品
種
の
育
成
が

行
わ
れ
た
。

さ
ら
に
、
肥
料
も
北
海
道
か
ら
の
魚
肥
が
使
用
さ
れ
、

生
産
は
向
上

し
た
。
北
海
道
へ
は
、
米
を
始
め
、
わ
ら

・
む
し
ろ

・
た
わ
ら

・
縄
な
ど
の

わ
ら
製
品
の
取
引
き
も
多
か

っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
明
治
年
間
に
は
、
在
来
産
業
の
醸
造
も
栄
え
た
。
工
業

生
産
額
も
伸
び
て
、
繊
維
製
品
、
売
薬
に
次
い
で
、
清
酒

・
し
よ
う
ゆ

な
ど
の
醸
造
業
は
、
第
三
位
を
占
め
た
。
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明治の農耕着姿

吉元弟司会

千 三宝‘ 一一四--~
醸造業の賑わい 富山市鍛冶町



郡育祢の植樹

明治後期。黒瀬首相須原(現

大沢野町〉で植称する周黒

牛の政収場

明治後期。卯花村(現八尾町)

の山間の原野に牛を服って、

畜@ガ痛んだっ疋。

養蚕作業

明治後期。卯花村(現八尾町〉で、蚕

に桑を与えて、繭作りにはげむ人びと

蚕種製造

明治後期。技術員の指導を受ける

八尾町の、農家の人疋

魚津の鯛網

明治後期の風景。魚津一帯の粗浜は、古来、鯛の漁獲ガ

多いので名高い。包年、 5~6月ごろ、漁師の家肢の
女総出で、 網を曳い疋。

一
八
九
六

一
八
九
七

一
八
九
九

一
九
0
0

一
九
O

一
九
O
二

一
九
O
三

一
九
O
四

一
九
O
五

一
九
O
六

一
九
O
七

一
九
O
八

一
九
O
九

一
九

一
O

九

明
治

明
治
三
O

明
治
三
二

明
治
一一一三

明
治
三
四

明
治
三
五

明
治
三
六

明
治
三
七

明
治
一ニ
八

明
治
三
九

明
治
四

O

明
治
四

明
治
四
二

明
治
四
三

明
治
四
四 九

郡
制
実
施
。
下
新
川

・
中
新
川
・

上
新
川
・婦
負
・射
水

・

氷
見

・
東
砺
波

・
西
砺
波
の
八
郡
と
な
る
O
神
通
川

・
庄

川
大
洪
水
、

浸
水
家
屋

一
万
余
戸
O
大
日
本
武
徳
会
富
山

支
部
創
設
O
日
本
派
俳
句

・
越
友
会
結
成

中
越
鉄
道
、
黒
田

(高
岡
)
城
端
間
開
通
O
富
山
電
灯
会

社
設
立

敦
賀

・
金
沢
間
の
北
陸
鉄
道

(北
陸
線
)
富
山
ま
で
開
通

O
伏
木
港
開
港
場
に
指
定
O
最
初
の
水
力
発
電
所

(大
久

保
発
電
所
)
操
業
開
始
。
富
山
大
火

庄
川

・
小
矢
部
川
分
離
改
修
工
事
着
工
O
高
岡
大
火
O
関

西
二
府
十
五
県
連
合
共
進
会
開
催

神
通
川
流
路
変
更
工
事
着
工
O
富
山
県
高
等
女
学
校
設
立

北
海
道
移
住
民
規
程
制
定
O
富
山
県
織
物
模
範
工
場
設
立

O
山
崎
直
方
、

立
山
の
カ

l
ル
地
形
を
指
摘

(わ
が
国
氷

何
研
究
の
端
緒
)

梅
ヶ
谷

(二
代
)
横
綱
と
な
る
O
司
法
省
富
山
監
獄
設
置

-
日
露
戦
争

日
露
戦
争
に
第
九
師
団
出
動
、
旅
順
攻
撃
に
死
闘
O
新
湊

の
汽
船
奈
呉
浦
丸
、
ロ
シ
ア
軍
艦
の
砲
撃
を
受
け
て
沈
没

O
米
穀
検
査
取
締
規
則
制
定
O
高
岡
電
灯
会
社
、
電
灯
架

設
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O
臨
済
宗
国
泰
寺
派
独
立

県
内
初
の
電
話
、
富
山
市
で
開
通

富
山
に
歩
兵
第
一
三

旅
団
司
令
部
、
歩
兵
第
六
九
連
隊
新

設
O
柴
崎
測
量
官

一
行
剣
岳
初
登
頂
に
成
功
、
頂
上
で
古

代
の
錫
杖
発
見
O
私
立
富
山
訓
盲
院
開
設

上
野
八
郎
右
衛
門
発
明
の
大
敷
網
普
及
。
県
売
薬
同
業
組

合
設
立

皇
太
子
行
啓
O
本
県
最
初
の
市
立
図
書
館
富
山
市
立
図
書

館
開
設
O
富
山
県
、
越
中
史
料
全
五
冊
、
下
新
川
・

婦
負

・
射
水

・
氷
見

・
西
砺
波
各
郡
、
富
山

・
高
岡
各
市
も
郡

市
史
誌
刊
O
俳
人
河
東
碧
梧
桐
来
県
、
そ
の
紀
行
文
は
続

三
千
里
に
収
録
。
民
俗
学
者
柳
田
国
男
来
県
、
そ
の
紀
行

文
は
秋
風
帖

・
北
国
紀
行
に
収
録

-
大
逆
事
件

太
万
山
横
綱
と
な
る



乃木希典大将の直筆
戦没者の遺家族を弔問するだめ、来

県しだ乃木大将は、親交のあつだ¥

八尾町石戸長太郎宅を訪れ、その後、

この書を贈つだ。

数
人
以
行
為
ネ
ぎ
る

以
手
品
不
以
恕

進
るみ
y
k

奥

安
田
財
閥
を
築
い
芝

安
田
善
次
郎

(
一
八
三
八
1
一
九
二
一

〉

明
治
・大
正
期
の
代
表
的
財
界
人
。

安
田
銀
行
の
創
業
者
。
富
山
城
下
、

神
通
川
の
舟
橋
向
い
に
出
生
。

十
九
歳
の
と
き
、
江
戸
に
出
て
両

替
屋
な
ど
に
奉
公
。
元
治
元
年
、
両

替
屋

「
安
田
屋
」
を
開
業
。
幕
末
・
維

新
時
の
混
乱
に
乗
じ
て
、
金
や
太
政

官
札
を
買
い
占
め
て
巨
利
を
得
た
。

明
治
九
年
、
第
三
国
立
銀
行
を
創
立
し
て
銀
行
界
に
進
出
。
十
三

年
、
安
田
銀
行
(
現
富
士
銀
行
)
を
創
業。

以
来
、
地
方
の
国
立
銀

行
の
併
合
に
つ
と
め
た
。
同
年
、
日
本
最
初
の
保
険
会
社
を
創
立。

同
郷
人
浅
野
総

一
郎
ら
と
、
汽
船

・
セ
メ
ン
ト
な
ど
の
事
業
を
興
し
、

鶴
見
、
川
崎
の
海
岸
埋
立
て

・
大
阪
築
港

・
鉄
道
建
設
事
業
を
推
進

し
た
。
さ
ら
に
満
州

・
台
湾
に
進
出
し
て
、

製
鉄

・
製
糖
工
場
を
建

設
。
こ
の
ほ
か
、
横
浜
正
金
銀
行

・
日
本
銀
行

・
台
湾
銀
行
の
創
立

委
員
、
日
銀
理
事
な
ど
に
就
任
。
四
五
年
に
設
立
し
た
保
善
社
を
中

核
と
し
て
、
安
田
財
閥
を

一
代
で
築
き
あ
げ
た
。

晩
年
、
日
比
谷
公
会
堂

・
東
大
安
田
講
堂
を
寄
付
。
大
正
十
年
、

暴
漢
の
凶
刃
に
倒
れ
た
。

日
露
戦
争

明
治
三
十
七
年
二
月
、
日
本
と
ロ
シ
ア
が
戦
争
を
開
始
。
満
州
で
激

戦
を
展
開
し
て
大
勝
。
第
九
師
団
も
出
征
。
県
出
身
の
将
兵
は
、
第
三

軍
司
令
官
乃
木
将
軍
の
も
と
に
旅
順
攻
略
戦
な
ど
に
参
加
し
た
が
、
多

く
の
死
傷
者
を
出
し
た
。
翌
三
十
八
年
九
月
、
条
約
を
調
印
し
て
終
結
。

な
お
、
県
民
は
有
史
以
来
の
困
難
に
直
面
し
た
が
、
よ
く
銃
後
の
守

り
を
全
う
し
た
。

凱旋記念の朱塗の木盃

日露戦争に従軍しだ、兵士の

記会の盃

では、 春4司、桜花らんまんのころ¥

桜馬場

高岡駅前から百域公園へ通ずる道路。戦前

多数の花見書で賑わっ芝。
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魚津港の北前船

藩政のころ、北通道 ・江戸 ・大阪などへ、交易船として活躍しだが、

明治になっても運航ガ続いだ。木造帆船で¥通称、弁当飴とも呼ばれだ。



農工銀行

31年、富山市山王町に設立。 7県?力所に限って認
められだ特殊銀行。農村の殖産興業を目的としだ。

中越銀行本后

28年、出町(現砺波市〉に開業。 この
ころ県下に銀行ガ多く設置されだ。

伸
び
ゆ
く
産
業
経
済

殖
産
興
業
は
軌
道
に
乗
り
、
本
県
の
産
業
経
済
は
伸
長
し
た
。

明
治
中
期
以
後
、
在
来
産
業
の
製
糸

・
織
物
な
ど
の
繊
維
産
業
を
中

心
に
、
軽
工
業
が
発
達
し
た
。
城
端

・
井
波

・
上
市
な
ど
の
絹
織
物
工

場、

富
山
の
織
物
模
範
工
場
な
ど
、
あ
る
い
は
、
福
野
・

戸
出
の
木
綿

縞
、
新
川
木
綿
な
ど
の
工
場
に
お
い
て
は
、
力
織
機
を
用
い
て
近
代
化

が
進
ん
だ
。
城
端
・
井
波
で
は
、
輸
出
羽
二
重
の
製
織
に
努
め
た
。
ま

た、

富
山
売
薬
業
も
会
社

・
工
場
組
織
が
進
み
、
製
法
の
機
械
化
が
図

ら
れ
た
。

日
清

・
日
露
両
戦
争
後
、
わ
が
国
の
国
際
関
係
は
高
ま
り
、
本
県
か

ら
朝
鮮

・
満
州

・
中
国

・
ハ
ワ
イ
・

メ
キ
シ
コ
な
ど
へ
、
売
薬

・
繊
維

製
品

・
水
産
加
工
品
な
ど
の
海
外
輸
出
が
伸
び
た
。

さ
ら
に
、
諸
工
業
の
発
展
に
伴
っ
て
企
業
ブ

l
ム
が
起
こ
り
、
会
社
・

工
場
の
創
設
が
多
く
、
さ
ら
に
銀
行
な
ど
金
融
機
関
の
数
が
増
加
し
た
。

し
か
し
零
細
経
営
の
た
め
、
廃
業
し
た
も
の
も
あ

っ
た
。
ま
た
、

富
山

・

高
岡
な
ど
に
、
商
業
会
議
所
が
設
立
さ
れ
た
。

な
お
、
本
県
の
会
社
数
(
銀
行
を
除
く
)
は
、

四
十
年
に
は
二
三
五
社
を
数
え
る
に
至
っ
た
。

三
十
年
に
は
七
三
社

こ戸...--

婦負郡生糸同業組合共同揚げ返え場

明治末期八尾町 明治後期の製糸工場

繭から糸口をみつけて、糸巷に生糸を巷きとる。

枠は、水車力蒸気の動力によって回転。八尾町
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「日本之下層社会」を書いだ

横山源之助 ( 1871 ~1 915) 
魚津市出身。 29年の「白日新聞」紙上に¥本県の
下層社会の人びとの¥資本主義と近代化の日障

に生きる姿を、 20数回にわだり報道。32年出版

富山県織物模範工場

35年¥堀川|村(現富山市〉に設立。
力織機で輸出羽二重を製織しだ。

従来の平羽二重から¥ジョーゼツ

トの生産に重点ガ移り、機械化ガ

進んでいた。



高岡の鋳物工場

明治末期、鉄瓶 ・鍋 ・火鉢などを製造。

高岡市金屋町の喜多万石衛門の工場

高峰譲吉 ( 1852~1 922) 
界的化学者。高岡市の生まれ。戸メリ力で

人造肥料 ・醸造法を研究し、「タ力ジ戸スタ

ゼ」を発明。日米親善に思しだ。

新川織物株式会社

‘-

30年ごろ、三日市町(現黒部市〉に
創立。新川木綿を製織していだガ、

38年に「経木マット」の製作に転換

戸出物産株式会社

東宮殿下行啓記会総葉書
42年9月¥東宮殿下(皇太子時代の大正天皇〉
β本県に行啓。県下の教育 ・文化 ・産業など
の実i情をこ覧になっ疋。

29年創立。天井の?本のシャフトとベルトにより運翫される、新しい
織機を導入。綿織物「戸出縞」を生産。 42年当時の工場
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新
天
地
を
求
め
て
海
外
に
雄
飛

第?回ブラジル移住記会

富山県移民協会主催で¥第?回ブラジル

移住者の会合を開いだ時の記念撮影

海
外
移
住
と
し
て
、
ハ
ワ
イ
に
は
早
く
か
ら
出
か
け
た
。
三
十
二
年

に
七
三
人
。
ま
た
、

三
十
五
年
に
は
四
六
人
が
契
約
移
民
と
し
て
渡
航
。

ブ
ラ
ジ
ル
に
は
、
四
十
三
年
に
三
家
族
が
移
住
し
た
。
な
お
、
中
国
に

も
早
く
移
住
し
た
。
三
十
九
年
度
に
は
、
メ
キ
シ
コ
へ
初
め
て
、
男
子

一一

九
人
の
大
量
移
民
が
渡
り
、
石
炭
の
採
掘
に
従
事
し
た
。
そ
の
ご
、

ア
メ
リ
カ
の
カ
リ
フ

ォ
ル
ニ
ア
州
・

ペ
ル
l
・
ブ
ラ
ジ
ル
・
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
な
ど
へ
も
移
住。

昭
和
に
入

っ
て
か
ら
は
、
と
く
に
ブ
ラ
ジ
ル

へ
の
移
住
が
増
加
し
た
。

県
出
身
者
た
ち
は
、

県
民
性
の
特
徴
で
あ
る
、
勤
勉
と
粘
り
強
き
を

大
い
に
発
揮
。
開
拓
の
困
難
に
う
ち
か

っ
た
。
今
日
で
は
、
コ
ー
ヒ
ー
-

果
樹
・
花
井
の
栽
培
を
は
じ
め
、
多
方
面
に
活
躍
し
て
い
る
。

ブラジルなどの富山県人分布図

43年、 本県から3家族10名ガ、サンパウ口に渡
航。最初の入植だ、つだ。以来、昭和57年2月ま
でに， 2，820人ガ、図の各1)¥1¥1に入植し、開拓精神
を発揮した。
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藤井能三 ( 1846~1 913) 
伏木の回船問屋「能登屋」の長男。伏

海岸の波除御普請万などの御用を劃め

疋。明治4if，金沢為替会社の頭取。
6年に県下最初の小学板を伏木に設立0
8年に北陸第?の灯台を、何年に越中
風帆船会社ならびに北陸通船会社を創

立。何年に私設伏木測候所を設置しだ。

30年伏木築港期成同盟会を結成し¥完
成に貢献し疋。 33年には中越鉄道を伏
木まで開通させ疋。 12年に¥第?回石
川県会議員に最高点で当選。何年に越

中改進党の結成に回し疋。

北米移民から来だ総葉書

41年7月25日付、戸メリ力合衆国力リフォル二戸州の西部
サリナス町の農園で1動いていだ県人移住者からの通信

大
西
洋

区亙亙記

総言十 3，112人

500 

そ
の
他

ク
リ
チ

パ

マ
リ
ン
ガ

ロ
ン
ド
リ

l
ナ

モ
ジ
タ
ス
ク
ル
i
ゼス

ソ
ロ
カ

バ

サ
ン
ミ
ゲ
ル

サ
ノ
パ
ウ
ロ

ス
ザ
ノ

ト

y
バ
ン

ド
一フ
セ
l
ナ

ベ
レ
イ
ラ
パ
レ
ン
ト
ス

ア
ラ
サ

y
l
川

ミ
ラ
ン
ド
ポ
リ
ス

ア
リ
ア
ン
サ

リオ
デ
ジ
ャ
手
イ
ロ

ブ
一フジ
リ
ア

マ
ナ
ウ
ス

ヘ
レ
ン

川
ハ
到
削

昭和57年2月現在 ブラジル言十 2，820人
その他言十 292人

300 

岩倉石大臣からの感謝状

11年¥藤井能三は¥多年
にわだるl刀績により、表

彰を受け疋。
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北陸通船会社汽船「至徳丸」

14年¥藤井能三らによって県下初の汽船会社ガ誕生。
秋津丸 ・至徳丸の2隻の木造汽船を所有。越後 ・能
登方面との貨客定期汽船として運航しだ。



39年の庄川大洪水の惨状
7月中旬から連日降雨ガ続い疋だめ、圧川ガ大出水。21日

の午前、二塚村(現高岡市〉で堤防3力所同時に欠壊。

全河川の水ガ干保川に浸入して大被害をもだらし疋。
庄川改修工事駿工平面図

小矢部川に合流していだ庄川は、川幅ガ不規

則で水害ガ多かつだ。 33年に、大門町より下
流を取り拡げ、さらに河患を変重して、小矢

部川と分離し疋。 29年の神通川大出水
7月21日発生。浸水は
4.850戸に及び、県庁大
手前を船ガ往き来し疋。

園面李lJ]竣事工修 a川 庄

治
水
工
事
と
消
防
設
備
の
充
実

土
木
技
術
工
法
の
進
歩
に

置
県
以
来
の
懸
案
で
あ
る
治
水
対
策
も
、

よ
り
、
着
々
と
推
進
さ
れ
た
。

明
治
三
十
年
か
ら

三
十
六
年
ま
で
、

二
次
に
わ
た
り
神
通
川
の
川
幅

を
取
り
拡
げ
る
と
共
に
、
流
路
を
変
更
し
た
。
こ
れ
を
脳
魁
衡
と
い
い

旧
富
山
城
の
北
側
を
大
き
く
廻
り
込
ん
で
い
た
流
路
を
、
西
に
う
つ
し

直
線
に
し
た
。
こ
れ
で
富
山
市
内
の
洪
水
は
さ
け
ら
れ
た
。

三
十
三
年
に
は
、
政
府
事
業
と
し
て
庄
川
の
改
修
工
事
を
施
行
し
、

小
矢
部
川
と
庄
川
の
河
口
を
分
離
し
た
。
ま
た
、
常
願
寺
川
の
水
害
防

止
の
難
工
事
に
つ
い
て
は
、

三
十
八
年
以
来
、
毎
年
砂
防
工
事
を
中
心

に
主
力
を
注
い
だ
。
か
く
て
こ
れ
ら
の
県
土
保
全
対
策
は
、
県
の
近
代

化
推
進
の
基
盤
と
な
っ
た
。

ま
た
、
消
防
設
備
は
、
腕
力
ポ
ン
プ
に
代
わ
っ
て
、

ン
プ
が
備
え
つ
け
ら
れ
て
、
充
実
し
て
き
た
。

次
第
に
蒸
気
ポ

。よって

叡少r

消防設備の近代化

40年に、減端町に火災ガあって、10戸焼
蒸気ポンプ消防車を購入。当時、県内

い、新しい機械だっ疋。

腕力ポンプ
明治では、主に腕力ポンプを{

して、消火につとめ定。
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大久保発電所

大久保用水は塩(現大沢野町〉の地点で、落差ガ約20m;
になっていだ。密田孝吉青年(写真中央〉がそれを利用

して発電を着想。 32年完成。出力150KW

ニニ ー 砿ー~:穿てて-;:'ii: ;../ 
種目"! 
;;;;.‘'7" ・， ~ ....... 祖

自家用発電所の工事

43年、片貝川平沢において、魚津力一バイト
工場の自家発電所の工事ガ行われだ。当時は

ほとんど人力|こよって、山を崩し、トンネル

を掘り、排水路を作つだ。

明
治
三
十
二
年
に
、
富
山
電
灯
株
式
会
社
に
よ
っ
て
、
本
県
最
初
の

水
力
発
電
所
が
大
久
保
(
現
大
沢
野
町
)
に
建
設
さ
れ
て
、
電
源
開
発

が
始
ま
っ
た
。
四
十
四
年
に
庵
谷
(
現
細
入
村
)
に
発
電
所
を
建
設
、

そ
の
後
、
県
下
の
各
地
に
水
力
発
電
の
開
発
が
ひ
ろ
ま
っ
た
。

ま
た
、
四
十

一
年
に
火
力
発
電
所
が
奥
田
村
(
現
富
山
市
)

さ
れ
た
。

な
お
、
明
治
末
期
に
お
い
て
、

に
推
移
し
た
。

明
治
三
十
二
年

間

四

十

年

同

四

十

四

年

高岡電灯株式会社

36年創立。火力発電機を
設備して¥翌年、高岡市内

に点灯を開始。次第に事

を拡張していつだ。

電
力
県
の
め
ば
え

北陸人造肥料株式会社

41年12月に開業しだ工場。現在の日
産化学の前号で、小矢部川ガら望ん

だ全景

に
創
設

県
内
の
発
電
力
増
加
は
、

次
の
よ
う

一
五
0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

一
、
六
五

0
キ
ロ
ワ
ッ
ト

四
、
七

0
0キ
ロ
ワ
ッ
ト

奥田の火力発電所

41:EI=，富山電気株式会社ガ奥田村(現富
山市〉に建設。火プJによって発電。富山

市と近郊に、出力什OKWの電気を供給しだ。

庵省発電所

富山電気株式会社(のちの日酒電気〉ガ神通川上流の賢谷

(現細入村〉に新設。出力2，560KW。この建設により¥配
電事業を次第に拡張¥北陸電力業界の覇者となっ定。
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1 

県
内
鉄
道
の
創
始
者

大
矢
四
郎
兵
衛

(
一
八
五
七
i
一
九
三
O〉

砺
波
郡
鷹
栖
村
(
現
砺
波
市
)

を
経
て
衆
議
院
議
員
と
な
る
。

富
山
市
の
吉
田
茂
勝

・
般
若
野
村
(
現
高
岡
市
)
の

島
町
孝
之
ら
と
凶
り
、
有
志
の
賛
助
を
得
て
、
中
越
鉄

道
株
式
会
社
を
明
治
二
十
六
年
創
立
。
出
向
l
城
端
間

に
列
車
を
走
ら
せ
た
。

以
来
、
こ
の
鉄
道
(
城
端
線
)
に
よ
っ
て
、

の
産
業
経
済
は
大
き
く
発
展
し
た
。

の
出
身
。

県
会
議
員

砺
波
地
方

弁麗号

E件直(現思;輔線〉開通当時
の、 福光駅における蒸気機関車

(英国より繭入〉

31年高岡まで開通しだ北陸線
小矢部川鉄橋を初度りするヲ1J ~

IJI矢部市福町〉

人T人、 ア厘の橋賃を徴収
太田橋蹟工祝賀式 (現砺波市〉

33年に架設。当時は員取橋で、
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地
域
の
ひ
ろ
が
り

日
清
戦
争
後
、
本
県
の
交
通

・
通
信
が
整
備
さ
れ
た
。
陸
上
交
通
に

お
い
て
は
、
道
路
法
と
経
費
の
負
担
な
ど
の
法
規
の
制
定
、
国
道

・
県

道

・
市
町
村
道
の
改
修
に
よ
り
、
県
内
の
道
路
整
備
は
進
ん
だ
。
橋
梁

も
、
川
百
本
と
い
わ
れ
る
県
内
の
大
小
河
川
に
、
次
々
架
設
さ
れ
て
、

一
万
以
上
を
数
え
る
に
至
っ
た
。
な
か
に
は
、
橋
貨
を
徴
収
す
る
、
賃

取
橋
が
い
く
つ
か
あ

っ
た
。

三
十
年
に
、
本
県
最
初
の
鉄
道
、
中
越
鉄
道
(
現
城
端
線
)
が
砺
波

平
野
を
走
り
、
人
々
を
驚
か
せ
た
。
翌
三
十

一
年
に
は
北
陸
鉄
道
(
現

北
陸
線
)
が
金
沢
l
高
岡
問
、

三
十
二
年
に
は
富
山
ま
で
開
通
し
た
。

三
十
二
年
に
、
伏
木
港
は
開
港
場
に
指
定
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
庄
川

の
下
流
を
小
矢
部
川
か
ら
切
離
す
大
改
修
工
事
が
竣
工
し
て
、
港
湾
施

設
が
整
い
、
県
の
中
心
的
輸
出
港
と
な
っ
た
。

ま
た
、

三
十
九
年
に
、

富
山
郵
便
局
に
、
県
内
初
の
電
話
が
開
通
。

つ
い
で
高
岡

・
岩
瀬
両
郵
便
司
で
電
話
通
信
事
務
が
開
始
さ
れ
た
。



県花・チューリ、ソフ。昭和29年3周辺日、 NHKガ開聞30周年を記念して各都道府県の花を選定。その際、富山県の県花
としてチューリップガ選ばれ、以来一般に県花として認められている。チュー1)ッブ栽倍は富山県

の主要産業の一つであり、その球根輔出実績は全国一である。県や組合を中J~\に、昆種の改良、新

面橿の開発も活発に進められ、チューリップ栽庖は今後も大きな発震ガ期待されている。 CJe、自
年行われるチユ リップフ工戸は育名で、多くの観光客を集めている。
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田刈屋の富山駅

北陸鉄道(北陸線〉ガ、教費から

富山まで来疋時の富山駅。駅前に

は筈を迎える人力車ガ数台疋む

ろしている。

牛島に移つだ富山駅

明治41年、富山~魚津間の開通
とともに、田刈塵にあつだ富山

は、もっと市街地に寄つだ愛

宕 ・牛島地内へ楊つ疋。現富山

駅の位置である。

北
陸
線
の
全
通
と
交
通
網
の
拡
大

大

正

年

四

件

H
は
、
富
山
県
に
と
っ
て
ぷ
念
す
べ
き
歴
史
的
な

日
で
あ

っ
た
。
そ
れ
は
、
北
陸
線
の
全
通
で
あ
る
。
明
治
二
十
六
年
に

は
じ
ま

っ
た
北
陸
線
が
、
金
沢
を
経
て
高
岡
へ
、
そ
し
て
富
山
に
達
し

た
の
は
、

三
十
二
年
三
月
。
さ
ら
に
、
す
で
に
完
成
し
て
い
た
信
越
線
と

直
江
津
で
介
流
す
る
ま
で
に
は
、
十
三
年
の
歳
月
を
.
裂
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
動
脈
の
完
成
に
よ
り
、
県
東
部
、
四
郎
の
交
流
は
も
と
よ
り
、

東
京
・
大
阪
と
の
直
結
、
北
佐
々
行
県
と
の
述
絡
な
ど
、
大
き
な
発
展
を

み
た
。
さ
ら
に
、
県
内
交
通
網
の
拡
大
に
及
ぼ
し
た
彬
響
も
大
き
く
、

こ
れ
を
機
会
に
大
正
期
の
鉄
道
建
ぷ
黄
金
時
代
を
迎
え
る
。

鉄
道
唱
歌

日
開
山
は
越
小
繁
華
の
地

こ
こ
よ
り
お
こ
る
鉄
道
は

HH
H
H
 .. 、

h
M
LHt
'
 

越
川削
を
つ
ら
ぬ
き
て

東
海
道
に

で
あ
う
な
り

く
す
り
に
名
の
あ
る
富
山
市
は

神
通
川
の

東

山芹

魚津駅の祝賀列車

明治41年、富山~魚津間の開通
により駅ガ新設され、ちょうど

祝賀列車ガ到着しだ。

は
る
か
に
望
む
立
山
は

直

九
千
九
百
尺

(富
山
駅
設
置
の
と
き
、
よ
く
歌
わ
れ
た
)

富山駅前風景

大正期の駅前。今と比べて、なんと広々として閑敵なことか。自動車はもちろん見

られず、人力車、荷車と、駅前の商人宿ガ目立つ。

今、.
.ー-

島尾遊園地 高岡から伏木まで来てい疋中越鉄道は、大正元年、

氷見まで延びだ。同時に島尾遊園地ガ造成され、海水浴客などで賑

わつだ。

工事中の砺波鉄道(加越鉄道〉津沢駅(現小矢部市津沢〉
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大
正
年
間
に
開
通
し
だ
主
怠
県
内
鉄
軌
道

-
中
越
鉄
道
!

大
正
元
年
、
高
岡

1
氷
見
問
。
五
年
、
高
岡

1
新
湊
問

・
立
山
軽
便
鉄
道

(
の
ち
立
山
鉄
道
)
|
二
年
、
滑
川

1
上
市

1
五
百
石
問
。
十
年
、
五

百
石

1
立
山
間

・
富
山
軽
便
鉄
道
(
の
ち
富
山
鉄
道
・
富
南
鉄
道

)l
三
年
、
富
山

1
笹
津
(
大
沢
野
町
)
問

・
砺
波
鉄
道
(
の
ち
加
越
鉄
道
)
|
四
年
、
福
野

1
青
島

(庄
川
町
)
問
。
十
一
年
、
石

動

1
青
島
問

・
県
営
鉄
道
!
十
年
、
南
富
山

1
横
江
(立
山
町
)問
。
十
二
年
、
横
江

1
千
垣
(立
山
町
)
問
。

・
黒
部
鉄
道

l
十
一
年
、
三
日
市

(黒
部
市

)
1
下
立

(宇
奈
月
町
)
問
。
十
二
年
、
下

立
l
宇
奈
月
間

・
富
岩
鉄
道
l
十
三
年
、
富
山
口

1
岩
瀬
浜
間

・
越
中
電
気
軌
道

(
の
ち
越
中
鉄
道
)
|
十
三
年
、
富
山
北
口

1
四
方
問
。
十
五
年
、
富

山
北
口

51
連
隊
橋

(新
富
山
)
問
、
四
方

1
打
出
浜
間

・
神
岡
軌
道
|
十
三
年
、
笹
津

1
岐
阜
県
船
津
町
間

・
富
山
電
気
軌
道

(
の
ち
富
山
市
営
軌
道

)
l
二
年
、
富
山
駅

i
西
町

i
南
富
山
問
、
同

じ
く
富
山
駅

1
県
斤
前

1
郵
便
局
前

1
西
町

1
雪
見
橋

1
日
赤
一
裏
1
富
山
駅
間
の
二
線
。

五
年
、
西
町

1
呉
羽
間

「
富
山
地
方
鉄
道
五
十
年
の
歩
み
」
及
ぴ
「
富
山
県
政
史
」
に
よ
る



岩瀬浜駅

13年の富岩鉄道岩瀬浜駅。新型のボーギ一章ガ停車している。

市内電車走る

正初期、富山市西町付近を走るチンチン電車

一府
八
県
連
合
共
進
会
聞
く

北
陸
線
の
全
通
を
祝

っ
て、

一
府
八
県
連
合
共
進
会
が
、
大
正
二
年、

堀
川
村
(
現
富
山
市
富
山
女
子
高
校
の
と
こ
ろ
)
で
開
催
。
産
業
展
示

な
ど
の
ほ
か
、
泌
芸
館

・
乃
木
館
な
ど
の
特
設
館
が
あ

っ
た
。
会
期
は

当
初
、
四
月
二
十

一
日
か
ら
六
月
九
日
ま
で
を
予
定
し
て
い
た
が
、
明

治
天
皇
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
九
月

一
日
か
ら
十
月
二
十
日
ま
で
に
延
期

さ
れ
た
。

共進会の夜景

きらめく電飾やイルミネ ションに、当時の人だちは自をみはつだ。

魚津水族館

共進会の第2会場として¥開館。日本海側随ーを誇る。

富山市の大水害

3年8司、豪雨ガ降り続
き、神通川は13日夜半、
有沢橋近くの堤防で欠壊。

市内は泥沼と化しだ。神

通新大橋、桜橋などが流

失し、浸水家屋6.850戸
に達した。

(富山市50年史給巻から〉

一
九

二
ニ

一
九

一
四

一
九

一
五

一
九

一
六

一
九

一
七

一
九

一
八

一
九
二
O

一
九一

一一

一
九
二
二

一
九
二
三

一
九
二
四

一
九
二
五

一
九
二
六

大
正

大
正

大
正

大
正
大
正

大
正

大
正

大
正

一
O

大
正

大
正

二
一

大
正

一
三

大
正

一
四

大
正

一
五

北
陸
本
線
全
通
記
念
に

一
府
八
県
連
合
共
進
会
開
催
。
魚

津
で
水
族
館
開
館
O
ガ
ス
供
給
開
始
O
富
山
に
市
街
電
車

開
通
O
富
山
県
招
魂
社
創
建

(富
山
県
護
国
神
社
の
基
)

匹|

-
第
一
次
世
界
大
戦

台
風
に
よ
り
諸
川
大
洪
水

地
主
大
会
き
か
ん
O
富
山
演
舞
館
開
館
O
富
山
国
技
館
開

一読

六五

米
人
ア

l
ト
・
ス
ミ
ス
、

富
山
で
飛
行

工
場
建
設
さ
か
ん
O
大
雪
O
石
崎
光
培
、
マ
ハ
デ
ュ
ム
峰

登
頂
に
成
功
、
日
本
人
と
し
て
最
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

O
魚
津

・
滑
川

・
水
橋
等
に
米
騒
動
勃
発
、

全
国
に
波
及

。
大
境
洞
窟

・
朝
日
貝
塚
発
見
O
ス
ペ
イ
ン
風
邪
流
行

-
国
勢
調
査

県
営
水
力
電
気
事
業
開
始
。
立
山
気
象
観
測
所
開
設

第
九
師
団
シ
ベ

リ
ア
出
兵
O
初
め
て
県
に
消
防
自
動
車
設

備
O
富
山
県
出
身
財
界
人
安
田
善
次
郎
刺
殺
さ
れ
る
O
富

山
出
身
童
話
家
大
井
冷
光
、
神
奈
川
県
で
童
話
自
演
中
急

死

七九

官
立
富
山
薬
学
専
門
学
校
設
置
O
富
山
市
職
業
紹
介
所
設

置

O
鞘
重
兵
大
隊
五
箇
山
つ
り
橋
で
墜
落
(一

六
名
死
亡
)

・
関
東
大
震
災

郡
制
廃
止

O
初
の
百
貨
庖
、
阿
部
呉
服
庖
開
業
O
七
年

制
富
山
県
立
高
等
学
校
設
置
O
棋
有
恒

一
行、

雪
の
立
山

で
遭
難
(本
県
冬
山
遭
難
の
さ
き
が
け
)
O
宇
奈
月
温
泉
開

湯
し
、
黒
部
鉄
道
宇
奈
月
ま
で
開
通
O
俳
人
前
田
普
羅、

富
山
に
居
住
、
俳
誌
辛
夷
主
宰
O
高
岡
で
初
め
て
方
面
委

員
制
度
実
施
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北
陸
地
方
陸
軍
特
別
大
演
習
統
監
の
た
め
摂
政
宮
(
今
上

陛
下
)
行
啓

O
官
立
高
岡
高
等
商
業
学
校
設
置
O
秩
父
宮

羅
仁
親
王
、
皇
族
と
し
て
初
め
て
立
山
ス
キ
l
登
山
O
小

泉
八
雲
旧
蔵
書
、
ヘ
ル
ン
文
庫
と
し
て
、
旧
制
富
山
高
校

に
設
置
O
県
連
合
青
年
団
発
足
O
ダ
ル
ト
ン
プ
ラ
ン
の
パ

l
カ
ス
ト
女
史
来
富
O
富
山
都
市
計
画
施
行

-
普
通
選
挙
法

・
治
安
維
持
法

摂
政
宮
、
立
山
御
歌
詠
作
、
岡
野
貞

一
こ
れ
に
作
曲
O
井

波
大
火
O
軍
縮
で
富
山
歩
兵
第
六
九
連
隊
廃
止
、
歩
兵
第

三
五
連
隊
富
山
移
駐
O
冠
松
次
郎
、
黒
部
峡
谷
完
湖
に
成

功
O
県
連
合
婦
人
会
発
足
O
第

一
回
青
年
団
連
合
相
撲
大

会
O
全
国
売
薬
団
体
連
合
大
会
、

富
山
で
開
催

ダ
ム
建
設
に
か
ら
み
庄
川
で
流
木
事
件
O
大
雪
O
富
山
市

営
乗
合
自
動
車
運
転
開
始
。
‘立
憲
政
友
会
県
支
部
発
足



大正の御大典祝賀

4年刊月、大正天皇の御即位式を祝って、各地で盛大な祝賀行事ガくりひろげられ疋。
四万町(現富山市〉では、小学校で式のあと、呂町競って山車を繰り出しだ。

北中町の山車を曳く子供連

工業試験所設置

銅器、漆器などの伝統産業を持つ高岡に、 2年、県立工業試験所ガ設置され、昂質
の向上と生産の増加がはかられだ。場所は、県立工芸学校に隣接する、中川旭区

工
業
の
進
展

高伏工業地帯

伏木港と高岡市街を結ぶ地帯は、鉄道、道路網の充実や港潜の

整備ガ進み、対岸貿易の振興と共に、近代的な工場の立地ガ促

進されだ。大正中期から昭和初期にかけて、鉄鋼 ・化学 ・紙パ

ルプなどの大工場ガ続々建設され、 大工挙地帯を形成しだ。

明
治
期
で
は
、
工
業
近
代
化
の
芽
ば
え
は
み
ら
れ
た
も
の
の
、
成
長

は
緩
慢
で
、
末
期
に
至

っ
て
よ
う
や
く
、
機
業
工
場
な
ど
の
ぷ
置
が
目

立

っ
た
。
大
正
に
入
る
と
、
北
陸
線
の
全
通
は
大
き
な
峨
光
を
も
た
ら

す
。
加
え
て
、
本
力
発
電
の
同
発
が
大
き
な
鍵
と
な
り
、

工
場
の
ぷ
置

が
急
テ
ン
ポ
に
進
展
し
た
。

大
正
十
年
に
は
、
工
業
生
産
額
(
七
、

一
二

O
万
円
)
が
、
つ
い
に

農
業

(六、

二
九
七
万
円
)
を
上
ま
わ
り
、
民
業
県
の
富
山
か
ら
、
工

業
県
富
山
へ
と
、
大
き
く
転
換
す
る
。
し
か
し
そ
の
内
谷
を
み
る
と
、

売
薬
、
織
物
、
そ
の
他
各
種
製
造
業
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
在
来
産
業
で

あ

っ
た
。
化
学

・
機
械

・
鉄
鋼
業
な
ど
が
伸
長
し
、
文
字
通
り
工
業
立

県
が
実
現
す
る
の
は
、
昭
和
初
期
に
入
る
。
昭
和
十
年
で
は
、
工
業
生

産
額
が
全
生
産
額
の
七
割
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
。

福野合同織物

8年設立。綿織物・人絹織物を生産

電気製鉄伏木工場

6年設立。金属電気精錬
(現日本鋼管富山電気製鉄所〉
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第一ラミー紡績

6年、山室村清水(現富山市〕に設立。
その後、東亜麻工業富山ラミー工場と改称

富山売薬の広貫堂製練工場

熊胆円の製造。省力と衛生処理の定め¥新しい機械ガ

とり入れられている。

呉羽紡績福野工場

刊年設立。昭和に入って、 5年には呉羽工場、 ア年には
波工場、 8年には大門工場、 10年!こは入善工場ガ、
次いで鉄道沿線に設立された。(現東洋紡〉

高岡の鋳物工場

3年ころの、金屋町の工場。
新式溶解炉や、扇風機、蒸気機関など、

機械化ガ進んでいる。

大正製麻富山工場前紡室

10年¥奥田村奥井(現富山市〉に設立。
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北海工業伏木工場

8年設立(現十条製紙〉

電気化学工業伏木工場

ア年設立。炭化石炭 ・6市酸カーボンを製造



電
力
の
時
代

名
う
て
の
あ
ば
れ
川
を
か
か
え
て
、
洪
水
に
悩
ま
さ
れ
て
き
た
県
民

が
、
豊
か
な
水
を
利
用
し
て
水
力
発
電
を
考
え
た
の
は
、
明
治
三
十
二

年
の
神
通
川
、
大
久
保
用
水
発
電
所
に
始
ま
る
。

大
正
に
入
る
と
、
氷
見
出
身
で
セ
メ
ン
ト
王
と
い
わ
れ
た
浅
野
総

一

郎
が
、
庄
川
の
水
力
に
着
目
し
、
八
年
に
庄
川
水
力
電
気
会
社
を
設
立

し
て
、
小
牧
ダ
ム
の
建
設
に
着
手
し
た
。
こ
れ
は
、
流
木
業
者
な
ど
の

反
対
の
た
め
、
行
政
訴
訟
に
ま
で
発
展
し
、
解
決
は
昭
和
に
入
っ
た
。

昭
和
五
年
、
当
時
は
東
洋

一
と
い
わ
れ
た
小
牧
ダ
ム
が
完
成
し
た
。

大
正
八
年
、
日
本
電
力
会
社
が
設
立
さ
れ
、
神
通
川

・
常
願
寺
川

・

黒
部
川
な
ど
の
発
電
所
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
中
小
河
川
に
も

発
電
所
が
建
設
さ
れ
た
。

九
年
二
月
、
東
国
基
光
知
事
は
臨
時
県
会
を
招
集
し
て
、
県
営
の
水

力
発
電
事
業
構
想
を
提
案
し
た
。
治
水
費
に
多
額
の
予
算
を
必
要
と
す

る
県
財
政
に
と
っ
て
「
電
力
料
金
の
収
入
が
転
が
り
込
む
」
「
治
水
事
業

に
思
い
切
っ
た
金
を
か
け
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
は
、
ま
さ
に
禍
を

転
じ
て
福
と
な
す
良
策
だ
っ
た
。

具
体
的
な
構
想
は
、
常
願
寺
川
水
系
の
真
川
・
称
名
川
・
和
田
川
・

小
口
川
の
四
河
川
を
利
用
し
、
上
滝

・
松
ノ
木
・
中
地
山
な
ど
八
ヵ
所

の
発
電
所
を
つ
く
る
。
発
電
計
画
量
は、

三
万
七
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
。

こ
の
電
力
で
工
場
の
誘
致
を
は
か
り
、
県
民
所
得
の
増
大
を
期
す
る
と

い
う
も
の
。
事
業
費
は
二
千
余
万
円
と
い
う
多
額
な
も
の
に
な
る
が
、

こ
れ
は
年
利
八
分
の
県
債
で
ま
か
な
う
。
発
電
が
開
始
さ
れ
る
と
、
七

十
余
万
円
の
収
入
が
あ
り
、

三
十
年
後
に
は
事
業
費
の
元
利
が
完
済
す

る
の
で
、
年
間
二
六
八
万
円
の
収
益
が
あ
が
る
と
い
う
計
算
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
夢
は
戦
争
へ
突
入
と
共
に
、
県
電
は
日
本
発
送
電
に

移
管
さ
れ
、
直
接
県
民
を
う
る
お
す
こ
と
な
く
し
ぽ
ん
で
し
ま
っ
た
。

付
帯
事
業
と
し
て
、
富
山
j
立
山
山
麓
聞
の
電
気
軌
道
を
建
設
し
、

資
材
の
搬
送
の
み
な
ら
ず
、
観
光
に
も
益
し
よ
う
と
い
う
計
画
だ
っ
た
。

県
会
で
は
、
こ
の
膨
大
な
計
画
に
対
し
議
論
百
出
し
た
が
、
満
場

一

致
で
可
決
さ
れ
、
九
年
六
月
、
富
山
県
電
気
局
が
設
置
さ
れ
た
。

同
年
十
一
月
に
は
、
直
ち
に
電
気
軌
道
の
敷
設
工
事
が
開
始
さ
れ
、

翌
十
年
四
月
、

一
部
が
営
業
を
始
め
た
。
さ
ら
に
同
年
十

一
月
に
は
、

上
滝

・
松
ノ
木

・
中
地
山
の
三
発
電
所
を
着
工
。
十
三
年
四
月
か
ら
は
、

三
発
電
所
が
日
本
電
力
に
対
し
送
電
を
開
始
し
た
。

県営水力電気事業議決当時の県会

知事と議長を中山に、議員と県の部長

ガズラリと並んでいる。

南富山駅

県営電気凱道は、 10年4月に
南富山~上滝問、 6月によ滝
~岩山弁寺問、10月に岩山弁寺~
横江問、 12年4月に横江~干
垣間ガ開通しだ。

水力電気事業記念の銅版

県庁3階の階段を室つだ壁
画に、はめ込まれている。

東圏基光(1875-----1934)
堂土公卿の出身で、子爵。東京生まれ。東京

帝大法料卒のエリート内務官僚で、 8年4月、
東京府内務部長から本県知事になっだ。県営

電気を創始しだ実行力は高く評価される万、

神通中学校、上市農学枝の創立、県立薬学専

門学校の官立移管、氷見漁港の修築などにも

力を思しだ。

10年12月、退官しだ後は、濃飛電気や白山水
力電気の社長になり、貴族院議員に選ばれて

いる。
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13年2月完成。出力7，400KW県営上滝発電所



五平定発電所

什年、高岡電燈ガ宮111村(現婦中田〉に建設。出力1，200KW

浅野総一郎(1848------1930)
氷見市薮田の医師、浅野泰順の長男。

24歳で上京し、浅野セメントを創立し¥
セメント王といわれだ。直接支配する

会社は付加、関係会社は約50に及んだ
という。富山の豊かな水にいちはやく

着目し、 6年、庄川を調査「もつ疋い
ない。お金ガむだに流れている」とい

つだと伝える。 8年、庄川水力電気株
式会社をつくり、小紋タムを計画しだ。

小矢部発電所

3年、石動電気ガ福光町小院瀬見lこ建設

知
事
の
英
断

県
営
発
電
の
実
施
に
ふ
み
き

っ
た、

十
七
代
知
事
東
園
基
光
の
決
断

は
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
さ
ら
に
、
こ
れ
よ
り
先
の
十
四
代
知
事
浜
田

恒
之
助
が
「
経
世
小
策
」
を
著
わ
し
、
水
力
発
電
に
よ
る
工
業
立
県
を

提
唱
し
て
い
る
こ
と
も
、
見
逃
が
し
て
は
な
ら
な
い
。

こ
の
よ
う
な
電
力
県
富
山
の
歩
み
は
、

工
業
県
富
山
の
発
展
を
も
た

ら
し
、
さ
ら
に
京
阪
神
・
中
京
な
ど
へ
も
送
電
す
る
、

電
源
県
富
山
の

特
性
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
目
覚
ま
し
い
伸
長
の
時
代
的
背
景
を
考
え

る
と
、

第

一
次
大
戦
に
よ
る
工
業
の
勃
興
と
電
力
の
需
要
増
が
、
こ
れ

に
拍
車
を
か
け
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

久婦須川発電所

何年、飛越電気ガ卯花村(現八尾町〉に建設。出力3，600KW

蟹寺発電所

何年、日本電力ガ細入村蟹寺

に建設。出力50，000KW

浜田恒之悶述「経世小策」

開l;e E 化10 僧同1 • 
1/ 
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50，000 
KW 

400，000 
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100，00日

日本海電気株式会社

富山市星井町にあつだ富山電気は、石川県にまでその範囲を拡大し、日本海電気と改めて、北陸第 の規模に発展し疋。
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「富山県の産業と港湾...J(昭?りから

大正から昭和の初期にかけての仰長は、目覚ましい。



高岡へ来疋飛行機

県庁前のあ野立所 (当時の神通ヴランド〉

殿下は、富山市で県会議事堂 ・期通中学校なと

ご視察。神通グランドで、県下の生徒 ・児童の

動競技をご覧になっと。

6年の夏、帝国飛行協会所属の複葉機ガ飛来。
望者を富山と高岡で同乗させだ。
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第T回国勢調査記急絵葉亘

鳥人スミスの大飛行

5年5月、戸メリ力の飛行家戸ート -スミスガ来県0
17白はあいにくの猛雨だっ疋刀、富山練兵場で試5
飛行。次いで天候に恵まれ疋23日には、得意の宙i
り、横転、逆転などの神授を披露し、観衆を驚かせだ。



シベリ戸出兵

ロシ戸革命に際、して、日本は戸メリ力

イギリス -フランスと共に¥シベ1)戸に

出兵し疋。 10年、第9師団の将兵は七尾
港から東郷丸に乗船して、シベリ戸に向

つ疋。歩兵第69連隊、同35連隊などの郷
土兵士の、出航を見送る群衆

慎育恒一行の山岳遭難

模育恒、三田幸夫、板倉勝宣に、写真家2入、ガイド
10人を加えて?行15人ガ、 12年7月、立山の松尾峠で
遭難。板書は死て、 {也はかろうじて1校勘されだ。遭難
を大きく報ずる、23日(寸富山日報

関東大震災・富山駅の教護所

12年9月?日、関東大震災に際
し、富山駅と高岡駅には叔護所

をつくり、 親類、知人を頼って

避難してきだ寵災害の較護に

あだった。

‘.
 

，
 
、
E

‘
 
、‘、
、〉• .
 
、、一. 

• 、• 
‘.
 歩兵第35連隊の正門

31旅団、 69連隊の廃正に代って、金沢から歩兵第35連隊ガ移駐。富山県全部と飛騨3郡を徴募区域にし/こ。
現在は、富山大学に変っている。

• 、.
 

• • 
• 

、

軍
備
縮
小

第

一
次
大
戦
後
、
列
国
の
間
で
軍
備
縮
小
が
協
議
さ
れ
、
日
本
も
そ

れ
に
ふ
み
き

っ
た
。
そ
の
た
め
、
十
四
年
五
月
、
富
山
の
歩
兵
第
三
十

一
旅
団
と
歩
兵
第
六
十
九
連
隊
が
廃
止
さ
れ
た
。
代

っ
て
、
金
沢
に
あ

っ
た
歩
兵
第
三
十
五
連
隊
が
、
富
山
に
移
駐
し
た
。

歩兵第31旅団司令部
明治40年、東呉羽村五福(現富山市〉
に置かれ、地元の69連隊と金沢の35連
隊を統轄してい疋ガ、大正14年に廃L仁
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歩兵第69連隊
明治40年、同じく五福に置かれ、県東部の
上 ・中 ・下新川郡と、婦負郡 ・富山市およ

び、岐車県の飛騨3郡(大野・益田-吉域〉の
壮丁を徴募していだガ¥大正何年に廃L仁



る回船に横みかえ、運ばれ/こ。

‘、~'.. ・.，-、，号、.
魚津の女{中仕

楊出米は、力の強い女1中(土の背でハシケに運ばれ、沖に停泊

-犬
伝
一刻
拐

(岡本一平〉米騒動の漫画

大
衆
運
動
の
た
か
ま
り

大
正
時
代
の
民
衆
は
、
欧
米
の
新
思
潮
の
流
入

と
と
も
に
、
政
治

・
社
会

・
文
化
の
解
放
を
求
め

た
。
ま
た
、
「
明
治
憲
法
擁
護
運
動
」
や
「
民
本

主
義
」
な
ど
が
提
唱
さ
れ
て
、

普
通
選
挙
権
を
主

張
す
る
運
動
、
労
働
者

・
農
民

・
婦
人
な
ど
の
社

会
運
動
が
高
ま
っ
た
。

県
下
で
は
、
七
年
に
滑
川
町
で
普
通
選
挙
期
成

同
盟
が
結
成
さ
れ
た
。
後
期
ご
ろ
か
ら
、
新
時
代

に
め
ざ
め
た
婦
人
た
ち
に
よ
っ
て
、
婦
人
参
政
権

獲
得
運
動
も
進
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
十
年
前
後
か

ら
、
県
内
の
各
地
に
労
働
組
合
が
結
成
さ
れ
、
働

く
者
の
団
結
が
固
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
、
女
工
や

鉄
道

・
郵
便
局
の
従
業
員
の
争
議
が
起
こ
っ
た
。

第

一
次
世
界
大
戦
(
大
正
三
j
七
年
)
は
、
好

景
気
を
も
た
ら
し
た
が
、
後
に
は
、
不
景
気
と
な

り
、
と
く
に
農
民
や
労
働
者
は
打
撃
を
受
け
て
、

生
活
に
苦
し
ん
だ
。
七
年
の
夏
、
米
価
が
暴
騰
し

た
の
で
、
魚
津

・
滑
川

・
水
橋

・
東
山
石
瀬

・
泊
な

ど
に
米
騒
動
が
起
こ
り
、
全
国
へ
波
及
し
た
。

十
四
年
、
庄
川
水
系
の
電
源
開
発
工
事
が
は
じ

ま
る
と
、
流
木
業
者

・
漁
民

・
農
民
が
既
得
権
を

楯
に
猛
反
対
運
動
を
起
こ
し
て
、
天
下
の
注
目
を

浴
び
た
。

-

-
・
本
曾
の
目
的
を • 

決

ず

る

a
e
*
年

情

・

開

・

労

頭

貴

*

岡

崎

区

前

闘

を

掲

出

す

る

事

二
右
賀
行
の

a
め

上

京

魯

員

若

干

名

を
歯
周
・
聞
・
歯
周
M
R

役

員

.

区

黛

τ

掴
眉
任
ず

6
事

三
本

--Mは
本
・
の
目
的
の
亀
品
市
民

努

力

せ

S

S

農

民

a's

普選運動の高まり

ア年、滑川町で期成同盟会ガ結成され、

宣言を決議して気勢を」二げだ。

H
M

及

び

市

町

村

一
.
自
粛
を
縄
鋤

右

民
法

a
'
e
s
-
-
'

抽
雌

決

.，. 

噌・・__..-，
- ， 

大
正

t
喝

十

月-
幽明
書

-
喝
事
物
‘
・

a
，‘‘，
.

流木事件

タムの建設にからんで、大正末期から昭和初期にかけて、流木業者

とのトラブルは、流皿の惨事を生み、天下の注目を集め疋。
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金屋の貯木場

流材を引上げだ場所。当時は「どぱ」と呼んだ。

現在の庄川町青島の庄川河原にあつだ。



大入満員の高岡市板橋座

大正に入ると、演劇はE次第伎のみならず、剣劇
新劇 ・喜劇など多彩となり、人気ガ集まつ疋。

活動写真館

映画は活動写真と呼ば

れだ。富山市の東洋館

弁士の前口上

このころは無声映画で、弁

ガ活躍。映写に先だって、

前口上を述べている。

庶
民
文
化
の
開
花

大
正
に
入
る
と
庶
民
生
活
の
近
代
化
が
進
み
、

民
主
主
義
思
想
の
も
と
に
文
化
の
大
衆
化
が
伸

長
し
た
。

と
く
に
印
刷
技
術
の
発
達
に
よ
り
、
各
種
の
大

衆
雑
誌
が
刊
行
さ
れ
、
新
し
い
文
芸
思
潮
が
庶
民

の
間
に
ひ
ろ
が

っ
た
。
県
内
で
も
、
富
山
・
高
岡
・

魚
津
を
は
じ
め
、
氷
見

・
水
橋

・
福
光

・
圧
川
な

ど
に
、
総
合
文
芸
同
人
誌
が
発
行
さ
れ
た
。
さ
ら

に
、
地
方
的
小
新
聞
や
商
業
時
報
な
ど
の
発
行
も

見
ら
れ
た
。
こ
の
ほ
か
、
教
養
講
座
や
素
人
芝
居

舞
踊

・
音
楽
隊
な
ど
の
芸
能
活
動
も
活
発
に
な

っ

た
。宇品

れ
~
、

洋
服
も
次
第
に
ひ
ろ
ま
り
、
洋
品
底

・

レ
ス
ト
ラ
ン
も
開
業
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
て
き
た
。

末
期
に
は
、
富
山
に
岡
部
百
貨
底
が
出
現
。
富
山
・

高
岡
に
活
動
写
真
館
が
続
々
開
業
し
て
、
人
気
を

集
め
た
。
し
か
し
、
当
時
は
ま
だ
無
声
映
画
で
、

弁
士
が
楽
団
の
演
奏
に
の
っ
て
、
節
面
白
く
説
明

し
た
。

島村抱月と松井須磨子きだる

3年6月、富山市に来演。「力チユーシャガわいや」
の「復活」を上演して、観客の目を見はらせ定。

須麿子と、腕を組む抱月

竹久夢二の扉風絵「こだっ」

4年1月来富して、桜木町で画会を開いだ。
その日寺描い疋六由一双の名作。夢二独特の女

人像に、大正のロマンガあふれている。
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駅前に害を待つタクシー

高岡駅前風景。駅告の古い建策守

交番、そして旧型の自動

フォード型乗用車

折型の乗用車は、大衆の目をみはら

場所は、滑川ホテル前

動
車
・
蓄
音
機
そ
し
て
ラ
ジ
オ

大
正
の
初
め
ご
ろ
、
自
動
車
が
県
内
に
移
入
さ

れ
た
が
、
ま
だ
、
庶
民
の
身
近
か
な
乗
物
で
は
な

か
っ
た
。
ハ
イ
ヤ
ー
が
え
る
と
珍
し
く
て
、
兄
も

次
第
に
タ
ク
シ
ー

-
パ
ス
に
発

の
に
さ
れ
た
が
、

展
し
て
い

っ
た
。

ま
た
、
大
正
の
末
ご
ろ
か
ら
、
苔
ムムH
機
に
よ

っ

て
レ
コ
ー
ド
を
楽
し
み
、
ラ
ジ
オ
放
送
を
聞
く
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な

っ
た
。

初期のラジオ

受信機と拡声器は別になっており、;広戸

器はラツJ¥型。主に家庭用

大正の郵便配達員

福光郵便局前。当時ははっひ.に巻きゃl

朝顔型ラッパ蓄音機

大きな広声ラ、ソハガつい

ハントルを廻す手動式である。

して遊ん定。ね

兵隊ごっこ

明治・大正時代の少年だちは、兵隊の
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求死て。当時、

しゃれ

コレラさわぎ

6年、県下各地にコレラガ発生。県内では329
新湊の奈古町では、竹矢来を組んで外部との交、



大道香具師

魚津神明社の祭礼(百年6月〉風景。
石垣の前で口上面白く、香具師ガ害を集めている。

詩人・佃血秋

氷見市出身。 13年、シナリオライター
として、流行叡「寵の鳥」を映固化して¥

人気を集めだ。

夜屈の賑わい

大正から昭和初めにかけて、裏の夜の風物詩

として露天の夜居ガ賑わつだ。人々は、夕涼

みガてらに、敵歩と買物を楽しんだ。高岡市

片原町通り

これでも大胆だ、と騒ガれだ。大正初期の水着姿

... 哩・哩~園面E

高岡古城公園のポート遊び

桜の名所として賑わっ疋古城公園。 4月のころ花見書ガ多く¥
華美な和服姿の女性も交って、内堀でボート遊びに興じる。

高岡関野神社の縁日

5月7日の春季祭礼。境内のにぎわい

盛
り
場
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム

富
山

・
高
岡
両
市
な
ど
の
躍
り
場

・
公
開
が
人

出
で
賑
わ

っ
た
。
バ
ー

・
玉
突
場

・
麻
雀
ク
ラ
ブ

な
ど
、
大
衆
娯
楽
場
が
繁
盛
。

カ
フ
エ
ー
の
七
色
の
測
や
、
白
い

エ
プ

ロ
ン
姿

の
女
給
が
魅
力
で
あ
っ
た
。

こ

ん

じ

き

ゃ

し

ゃ

は

と

前
期
、
出
歌
師
の
歌
う

「金
色
夜
叉
」
や
「
不

と

さ

す

如
帰
」
な
ど
の
流
行
歌
。
後
期
に
は
、

「
船
頭
小
唄

(
枯
れ
す
す
き
)
」
や

「縫
の
鳥
」
な
ど
が
、
レ
コ
ー

ド
の
普
及
と
と
も
に
流
行
し
た
。

街
頭
に
は
、
モ
ダ
ン
ボ

l
イ
と
呼
ば
れ
る
若
者

が
、
オ
ー
ル
バ
ッ
ク
に
ラ
ッ
バ
ズ
ボ
ン
姿
。
モ
ダ

ン
ガ

l
ル
と
呼
ば
れ
る
若
い
女
性
が
、
洋
装
、
断

髪
で
。
あ
る
い
は
、
耳
か
く
し
の
髪
型
が
あ
ら
わ

れ
て
、
人
目
を
ひ
い
た
。
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学枝にバレーボール普及

女学生のスポーツとして普及してきだ。



ブラジル移民

昭和初期の移民船の人びと(戸リ戸ンサ村入植〉

ブラジルへの入植

焼きはらつだ原野に小屋を建てて住

む、入植当時の人びと

. . 

銀行取りつげ騒ぎ 伊
預金者ガ払い出しを求め

て殺到し、騒ぎになっだ。

滑川の電気争議

戸セチレン灯をつけて、会社の消灯に対抗する町民

不
況
に
あ
え
ぐ
人
び
と

昭
和
に
入
る
と
、
世
界
恐
慌
が
お
い
う
ち
を
か
け
、
銀
行
に
と
り
つ

け
騒
ぎ
が
起
き
た
。
物
価
の
上
昇
に
反
し
、
米
価
の
暴
落
は
民
家
に
多

額
の
負
債
を
負
わ
せ
た
。
国

・
県
・民
会
に
よ
る
救
民
土
木
事
業
、
経
済

更
生
計
画
も
、
山
以
村
復
興
の
き
め
子
と
は
な
ら
な
か

っ
た
。
さ
ら
に
そ

の
打
附
策
と
し
て
、
県
で
は
工
業
の
振
興
を
は
か
り
、
民
村
の
余
剰
分

力
を
こ
れ
に
あ
て
る
こ
と
と
し
た
。

二
年
末
か
ら
十
ヵ
片
山
、
滑
川
町
を
小
心
に
電
気
争
泌
が
起
こ

っ
た
。

当
時
、
県
内
の
独
占
企
業
で
あ

っ
た
富
山
電
気
株
式
会
社
は
、
高
配
当

を
実
施
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
高
額
な
電
気
料
金
を
す
え
お
き
、

こ
れ
が
論
説
の
ま
と
と
な

っ
た
。
小U
気
料
金
侃
下
期
以
川
盟
会
が
結
成

さ
れ
、
こ
の
争
ぷ
は
民
衆
の
勝
利
に
帰
し
た
。

富
山
市
で
は
、
日
以
大
の
第

一
ラ
ミ

l
紡
績
工
場
が
、
突
然
業
績
悪
化

を
理
由
に
、
令
い
-従
業
川
口
に
賃
金
三
刈
減
額
を
発
表
し
、
全
女
工
が
ス
ト

ラ
イ
キ
に
入
る
と
い
う
不
什
が
あ

っ
た
。

二
年
、
富
山
県
海
外
移
住
協
会
が
ぷ
立
さ
れ
、
ブ
ラ
ジ
ル
へ
の
移
住
が

活
発
に
な
り
、
同
年
ア
リ
ア
ン
サ
に
富
山
村
が
で
き
た
。
十

一
年
ま
で
に

一
三
六
戸
、
五
二
七
名
が
移
住
し
た
が
、
開
拓
は
閃
難
を
き
わ
め
転
業
伝

川
す
る
も
の
が
い
机
山
し
、
生
出
の
安
定
を
ね
た
の
は

E
O

で
あ

っ
た
。
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青い目の人形

2年、親善のだめ、
戸メリ力から県内小

学へ送られだ。



富
山
市
周
辺
の
工
業
化
す
す
む

三
年
、
不
二
越
鋼
材
工
業
株
式
会
社
が
山
室

(現
富
山
市
)

さ
れ
た
。
五
年
か
ら
は
、
呉
羽
・
福
野
・
井
波
・
大
門
大
島
・
入
善

に
呉
羽
紡
績
(
現
東
洋
紡
)
の
各
工
場
が
設
立
さ
れ
た
。
ま
た
、
八
年
に

日
清
紡
績
富
山
工
場
が
堀
川
町
(
現
富
山
市
)
に
設
立
さ
れ
た
。
さ
ら

に
富
山
市
周
辺
で
は
、

工
場
誘
致
の
促
進
を
は
か
る
た
め
、

富
岩
運
河

を
開
削
し
、
新
た
に
二
万
六
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
工
場
用
地
が
造
成
さ
れ

た
。
そ
こ
に
は
、
日
満
ア
ル
ミ
・
日
曹
製
鋼
・
日
曹
パ
ル
プ
(
現
興
人
)
・

日
本
海
ド

ッ
グ
な
ど
の
、
化
学

・
重
工
業
の
工
場
が
建
設
さ
れ
、

富
山

北
部
工
場
地
帯
と
な

っ
た。

昭和御大典の祝賀

3年竹用、富山市では、

に
設
立

御大典祝賀会挙行後、呂町内から山車と仮装行列ガ町をねる。北新町の行列

富岩運河掘削のトロッコ

この土砂は神通川廃川地の埋立てに使われ、県庁をはじめ、現在の官庁街に発展しだ。

呉羽駅に隣接して設立

臼満戸ルミ (現昭和電工〉

初期の富山北部工業地帯の中核になっ疋。

昭和初期の呉羽紡績(現東洋紡〉工場
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九
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一
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七

一
九
三
八

一
九
三
九

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

昭
和

一
O

昭
和

昭
和

二
一

昭
和

一一一一

昭
和

一
四

-
金
融
恐
慌

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
ア
リ
ア
ン
サ
富
山
村
建
設
O
普
選
初
の
富

山
県
会
議
員
選
挙
O
民
政
党
県
支
部
の
発
足
O
庄
川
と
黒

部
川
の
用
水
合
口
事
業
着
工

O
滑
川
町
で
電
気
争
議

普
選
初
の
第

一
H

ノ
白
総
選
挙
O
旧
制
富
山
高
校
生
の
赤
化

事
件
。
不
二
越
鋼
材
工
業
会
社
設
す

四

北
陸
で
ト
ー
キ
ー
初
公
開

五

県
庁
舎
焼
朱
O
県
下
初
、
高
岡
市
水
道
給
水
開
始
。
小
作

争
議
ひ
ん
発
O
県
下
初
の
治
維
法
違
反
事
件
O
富
山
竜
気

鉄
道
会
社
創
立

-'-/、

-
満
州
事
変

県
下
初
の
メ
ー
デ
ー
実
施
。
県
下
の
銀
行
取
付
け
に
な
る

O
富
山
連
隊
、
満
州
事
変
に
出
動
O
富
山右
運
河

・
富
山
都

市
計
画
事
業
ス

タ
ー
ト

七

-
五
・
一
五
事
件

富
山
連
隊
、

上
海
事
変
に
出
動
O
南
弘
、
逓
信
大
臣
に
就

任

(本
県
初
の
大
臣
)
O
富
山

・
高
岡
両
市
で
初
の
防
先

演
習
O
県
下
初
の
陪
審
裁
判

}¥ 

富
山
飛
行
場
、
倉
垣
で
開
港
。
翌
年
東
京

・
富
山
間
定
期

運
航
開
始
。
は
じ
め
て
満
蒙
開
拓
団
出
発
O
魚
津
で
埋
没

林
発
見
O
高
岡
の
大
仏
開
眼
式

九

高
山
線
開
通
O
庄
川

・
黒
部
川
大
洪
水
O
富
山
市
で
日
米

野
球
戦

新
県
庁
舎
、
神
通
川
廃
川
地
に
竣
工
O
N
H
K
富
山
放
送

局
開
局
O
富山
石
運
河
完
成
O
歌
人
川
田
順
、
立
山
に
登
一り
、

翌
年
そ
の
大
作
を
発
表
、
の
ち
歌
集
「
鷲
」
登
載
、
第

凶
芸
術
院
賞
受
賞

-
一
一
・
二
六
事
件

日
満
産
業
大
博
覧
会
開
催
。
富
山
電
気
ピ

ル
完
成
O
富
山

大
橋
完
成
。
林
喜
太
郎
、
越
中
郷
土
史
刊
O
翁
久
先
、
郷

土
研
究
雑
誌
高
志
人
創
刊
O
日
本
電
力、

黒
部
川
第
三
発

電
所
立
事
に
着
工
、
い
わ
ゆ
る
高
熱
隆
道
の
難
工
事

O
県

営
有
峰
ダ
ム
工
事
着
工

(戦
争
の
た
め
中
絶
)

日
中
戦
争
勃
発
、

決
議

郷
土
部
隊
も
出
動
。
県
会
が
娼
妓
廃
止

産
業
報
国
会
運
動
始
ま
る
O
木
炭
パ
ス
走
る
O
志
合
谷
な

だ
れ
で
六
五
名
死
亡
O
氷
見
町
大
火
O
高
岡
市
会
に
解
散

命
ム
巾

-
第
二
次
世
界
大
戦

東
岩
瀬
港
開
港
場
に
指
定
O
金
供
出
や
廃
品
回
収
運
動
が

き
か
ん
O
富
山
警
防
団
発
足
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労
働
者
の
祭
典

メ
ー
デ
ー

六
年
五
月

一
日
「
聞
け
万
国
の
労
働
者
」
の
合
唱
と
と
も
に
、
県
下

初
の
メ
ー
デ
ー
が
富
山
や
伏
木
町
で
行
わ
れ
、
十
三
団
体
、

二
百
名
が

参
加
し
た
。
当
時
の
新
聞
は
、
「
晴
れ
着
を
着
て
、
子
供
を
連
れ
た
母
親

の
姿
は
、
お
祭
り
気
分
で
ふ
さ
わ
し
く
な
い
」
と
評
し
て
い
る
。
ま
た
、

「
参
加
者

一
名
に
警
察
官
が

一
名
・
:
、
ま
る
で
警
官
メ
ー
デ
ー
」
と
、

厳
重
な
警
戒
体
制
ぶ
り
を
報
じ
て
い
る
。

県内初のメーデー

富山市や伏木町で首切り反対、

失業保険をつくれなどのスロー

刀ンをかかげ、行進しだ。

音川村(現婦中町〉の青年だちの研修会

報徳要典

農村振興をめざす、報徳教育の

理念と方策を示しだ書物

報
徳
教
育
県

昭
和
初
期
、
未
曽
有
の
農
村
不
況
を
脱
す
る
た
め
、
対
策
の

一
つ
と

し
て
、
七
年
三
月
、
県
学
務
部
長
と
し
て
着
任
し
た
遠
山
信

一
郎
が
、

二

宮
尊
徳
の
精
神
を
く
む
報
徳
運
動
を
推
進
し
た
。
村
々
に
報
徳
社
の
結

成
を
う
な
が
し
、
報
徳
道
の
普
及
と
実
践
を
す
す
め
、

農
業
の
振
興
を

は
か
っ
た
。
家
畜
の
飼
育
や
農
事
改
良
、
玄
米
食
の
奨
励
な
ど
の
生
活

改
善
講
習
会
を
行
い
、
あ
げ
て
農
村
の
再
建
に
取
り
組
ん
だ
。
こ
の
運

動
は
、
モ
デ
ル
的
な
も
の
と
し
て
、
全
国
か
ら
注
目
を
あ
ぴ
た
。
成
果

の
も
っ
と
も
顕
著
で
あ
っ
た
の
は
、
大
布
施
(
現
黒
部
市
)
・
中
田
(
現
氷

見
市
)
・
鷹
栖
(
現
砺
波
市
)
な
ど
で
あ
っ
た
。

ラジオ体操

ア年ころから、夏休み期間、

町民と児童ガ共に朝のラジ

オ体操に参集。 10年NHK
富山政送局開設時は、聴取

世帯は18，552戸。 19年には
4倍に急増しだ。

岩瀬浜海水浴場の賑わい

富山市に近く、花火や相撲大会

もあり、海浜は人でうまった。
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然記念物lこ指定

埋没林発掘

8年、魚津漁港整備のあり、発掘されだ。 30年に特別



日満博にわく人波

富山市中町通りの賑わい

富
山
と
満
州

昭
和
六
年
、
満
州
国
が
独
立
し
て
以
来
、
満
州
(
現
中
国
東
北
地
区
)

に
青
少
年
義
勇
軍
を
入
植
さ
せ
た
。
本
県
で
も
、
農
家
の
次
男
・

三
男

が
応
募
し
、
十
四
年
末
に
は
八
二
二
名
に
の
ぼ
っ
た
。
同
年
に
は
郡
市

農
業
会
が
斡
旋
し
て
、

一
般
か
ら
多
く
の
人
々
が
集
団
移
民
と
し
て
満

州
へ
出
発
し
た
。

北
朝
鮮
の
開
発
も
す
す
み
、
羅
津
・
清
津
・
雄
基
の
港
が
開
港
し
、

満
州
と
つ
な
ぐ
鉄
道
も
敷
設
さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
富
山
県
は
満
州
・

朝
鮮
と
の
貿
易
の
活
躍
舞
台
と
な
る
地
盤
が
で
き
あ
が
っ
た
。
満
州
国

へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
十
一
年
四
月
十
五
日
か
ら
六
月
八
日
ま
で
、

富
山
市
神
通
川
埋
立
地
(
現
電
気
ビ
ル
西
側
か
ら
市
役
所
に
か
け
て
)

で
「
日
満
産
業
大
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

日満産業大博覧会全景

対岸の満州との交流を深めるだめ開催。

県民こぞって観覧しだ。

火胞に飛ひ.込むショー

日満1専最大のよびもの

宮市大丸・オーブン

ア年、木造3階建の大型百貨屈で、
人気を集めだ(現大和〉

県立神通中学の落成祝賀

9年、鉄筋造りの新校告が落成。
東海林太郎(前到在〉などの歌手を招き

祝賀会を催す。(現富山中部高枝〉
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青春を遍敬する寮祭

日制富山高椋青冥寮生



富山市街を行く出征部隊

ア年2月、上海事変動発。富山歩兵第35連隊に動員令くだる。

富山飛行場

8年10月倉垣村(現富山市〉に建設され、 9年5月東京一富山間を定期便ガ飛ぶ

黒部川のはんらん

9年ア月、在岸堤防の欠壊ガ特にひどく、生地(現黒部市〉は孤立

:込，
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高山本線全通

9年10月、笹津地内(現大沢野町〉の鉄橋をj度る列車

べ-ブ-ルース来富

9年11月、神通球場で日米親善野球大会ガ開催された。
このとき待望のホームランをうち、観衆ガ熱狂



女の馬耕競技会

日中戦争の銃後を守る左め、男に代って馬耕
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日中戦争で出征する軍人

停車する軍用列車の兵士をねぎらう人びと

ちょうちん行列

12年10用、郷土部隊の破竹の進撃により、南京陥落を喜ぶ

朝

淵P字の蜜

国民歌謡

ラジオを通じて愛唱。島崎藤村作詞

「榔さの実」

10年に完成しだ現県庁告
草ぼうぼうの神通川廃川地に

偉容をあらわし芝。



。
全国中等学枝柔道大会に優勝

大正10年、京都武徳会で開催。
富山中学(現富山高枝〉優勝

富山武徳殿

昭和10年、現県庁前公園のところに殴工。空襲で焼失

伝
統
的
な
武
道

士
族
の
崩
壊
と
廃
万
令
に
よ
り
、
武
道
は

一
時

衰
退
し
た
が
、
武
士
の
独
占
か
ら
広
く
庶
民
層
に

拡
が
り
、
町
道
場
が
栄
え
た
。
明
治
期
、
富
山
市

星
井
町
の
斉
藤
理
則
剣
術
道
場
と
、
荒
町
の
吉
田

直
義
柔
術
道
場
、
高
岡
市
の
斉
藤
雅
直
剣
術
道
場

な
ど
が
知
ら
れ
た
。
明
治
二
十
九
年
、
大
日
本
武

徳
会
県
支
部
が
結
成
さ
れ
、
心
身
の
練
磨
を
め
ざ

す
武
道
振
興
の
中
心
的
役
割
を
果
し
た
が
、
終
戦

と
同
時
に
解
体
さ
れ
た
。

梅ヶ谷の綿総

第20代横綱を張つ芝、 2代田梅
ケ首藤太郎 (1 878~1 927) は、

富山市西水橋の生まれ。戸ンゴ

型で、好敵手常陸山と並んで、

「栢・常陸時代」をつくっ疋。

越
中
相
撲
の
黄
金
時
代

日
清

・
日
露
の
戦
勝
と
共
に
、
国
技
と
い
わ
れ

た
相
撲
は
全
盛
時
代
を
迎
え
た
。
な
か
で
も
、
明

治
末
か
ら
大
正
に
か
け
て
の
、
郷
土
力
士
の
活
躍

は
め
ざ
ま
し
い
。
明
治
三
十
六
年
横
綱
を
張

っ
た

梅
ヶ
谷
藤
太
郎
、
四
十
四
年
横
綱
の
太
万
山
峰
右

衛
門
を
は
じ
め
、
関
脇
で
は
玉
椿
憲
太
郎、

黒
瀬

川
浪
之
助
、
小
結
で
は
緑
島
友
之
助
(
双
葉
山
ら

を
育
て
た
立
浪
親
方
)
、
射
水
川
健
太
郎
、
敷
島
捲

之
助
ら
、
キ
ラ
星
の
よ
う
に
並
ぴ
「
相
撲
と
り
並

ぶ
や
秋
の
唐
錦
」
の
句
を
思
わ
せ
た
。

地
方
相
撲
も
、
加
越
能
大
相
撲
を
は
じ
め
、
各

町
各
村
で
草
相
撲
が
盛
行
。
さ
ら
に
力
自
慢
を
競

ば
人
も
ち

い
あ
う
盤
持
は
、
昭
和
初
期
ま
で
農
村
部
で
続
け

ら
れ
た
。

上位陣にずらりと、越中力士ガ並んでいる。明治39年の東京相撲番{寸

54 

太万山の土俵入り

第23代横綱の太刀山峰右衛門(1877~1941) 
は、富山市吉作の生まれ。筋骨型で、横綱

在{立中、 84勝3販。常勝将軍といわれだ。

富山国技館落成

富山の相撲熱は盛んで、大正4年富山市総
曲輔に国技館を建設。越中相撲協会ガ管理

に当ったガ、翌5年惜しくも焼失

草相撲の番町 (明治23年〉
刀自慢の、しろうと力士の番目。村の大関

や町の関脇万、ふんとし7本を自転車の荷
台にくくりつけ、間近の相撲大会を荒しま

わるという風景もみられだ。



新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及

明
治
期
の
ス
ポ
ー
ツ
は
、
武
道
を
中
心
に
心
身

鍛
練
を
目
的
と
し
、
厳
し
さ
に
主
眼
を
置
い
た
。

し
か
し
中
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
、
野
球
を
は
じ

め
新
し
い
外
来
ス
ポ
ー
ツ
が
ま
ず
学
校
に
と
り
入

れ
ら
れ
、
従
来
の
格
闘
技
型
か
ら
球
技
型
に
大
き

く
変
化
し
て
き
た
。
野
球
は
、
大
正
以
来
ラ
ジ
オ

放
送
に
よ
る
六
大
学
戦
や
、
全
国
中
等
学
校
野
球

大
会
な
ど
に
よ
り
、
開
く
ス
ポ
ー
ツ
、
見
る
ス
ポ

ー
ツ
へ
と
大
き
く
転
換
し
、
フ
ァ
ン
の
層
を
厚
く

し
た
。
ま
た
、
草
野
球
、
少
年
野
球
が
盛
ん
に
な

り
、
す
っ
か
り
大
衆
に
根
を
下
し
た
。

テ
ニ
ス
・
バ
ス
ケ
ッ
ト
・
バ
レ

l
・
サ
ッ
カ
ー
・
卓

球
な
ど
の
新
し
い
ス
ポ
ー
ツ
も
次
第
に
普
及
し
、

昭
和
三
年
に
は
富
山
県
体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
、

社
会
体
育
の
振
興
に
大
き
い
役
割
を
果
し
た
。

二

十
三
年
に
は
県
民
体
育
大
会
が
ス
タ
ー
ト
し
、

三

十
三
年
に
は
富
山
国
体
、
五
十

一
年
に
は
冬
季
国

体
ス
キ
l
競
技
会
が
挙
行
さ
れ
た
。

今
日
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
充
実
と
共
に
、

「
庶
民
ひ
と
り

一
ス
ポ

1
2の
合
言
葉
の
も
と
、
児

童
サ
ッ
カ
ー
・
マ
マ
さ
ん
パ
レ

l
・
高
齢
者
の
ゲ

ー
ト
ボ

l
ル
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
が
多

い
。
体
力
づ
く
り
に
い
そ
し
む
運
動
広
場
に
あ
が

る
歓
声
こ
そ
、
今
日
の
富
山
県
を
支
え
る
力
で
あ

7
Q

。
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‘ .可4， 
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明治の野球スタイル

31年の写真。きやはんに鉱巻という
珍奇ないでだちである。

域蹴のイカダスキー (大正4年〉
雪国ゆえに、スキーは単にスポーツにとどまらず¥

実用もかねて活発だつだ。大正に入ると新しいス

キー法ガ拡まつだガ、今からみればまだまだ鈎椎

なものだつだ。

伏木の遷涼大会

大正4年、高岡新聞王催で¥燈台下から島尾ま
での遠涼に、 42名参加。明治の観酒流、水府流
などの水練は、このころから新しい水涼に脱皮

する。

女の団体初の立山登山

女人禁制といわれだ立山も、

大正8年富山女子師範と県立
富山高女の団体登山で破られ

だ。以来、信仰の登山からス

ポーツの登山へと、質量とも

|こ変化する。

しんきろう旋風

昭和33年、高板野球夏の甲子園大会仁、
魚津高校は準々決勝で、優勝候補徳阜商

業と対戦。延長実に18回。観客はその健
闘ぷりと試合マナ に万雷の拍手を送つ

だ。好投手村椿選手のピッチング

新しい体操・パイカル・ダンス

体操は、古くはl白雪鍛練の面のみ強調されだ

が¥大正に入ると芸術的でリズミカルなもの

ガとり入れられだ。大正何年、富山市柳町小

学校の、パイ力ル・タンス。パイ力ルというか

ら、おそらく口シ戸ダンス風のものだ、ろう。

登山研修所でロック・クライミングの実習

全国で唯一の国立登山研修所ガ、昭和42年、
立山町干寿ケ原にできだ。

県立高岡高女の庭球チーム

大正13年、第5回全国女子中等学枝庭球大会で優勝。
庭球は、まず高専から中等学枝に弧ガり、モダンなスポ

ーツとして¥社会人、特に婦女子にも輔を拡げだ。
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富山国体開会式

昭和33年、第13回国民体育大会は、県下一円で華々しく開催。
初の民宿国体として名を挙げだ。秋空のもと、県営陸上競

技場にくりひろげられるマス-ゲームの壮観

ママさん・パレ一

家庭婦人のスポーツ熱ガ、いちじるしく盛んになっだ。昭和56年・宇奈月町

歩け歩け運動

家族そろって健闘を競う、八尾町福島児童クラブ。

昔は「山ゆき」とか「ハイキング」とかいつだ。

県民スポーツ大学技

昭和52年から、国際的優秀選手を講師として、
広く県民一般にスポーツを普及
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小矢部市のホッケー

富山国体でホ、ジケーの会場lこなって以爪、

小矢部市ではホッケー熱ガ高まり、日覧

しい成績をあげている。

おおやま国体

昭和51年、第31回国体冬季大会スキー競
技会は、大山町の極楽坂と粟巣野町スキ

ー場で開催

ゴンドラ・スキー場

立山山麓レクリエーション計画の一環として、昭和52年、
山町本宮に開設されだ県営スキー場



県鳥・ライチョウ 昭和36年刊月制定。雷鳥は、日本戸ルブスだけに住む鳥で、昭和30年には特別天然記急物に指定さ
れている。 I立山神のお使し¥_jとして愛され、古来数多くの詩や叡にも誌まれている。 雷鳥の衣ガ

えは育名で、冬には尾羽の一部を残して純白の姿となる。人聞をあまり恐れず、岩肌を悠然と歩く

姿には気自ガある。きびしい山岳地帯に住むことから、 名寒古鳥とも呼ばれ、かん難辛苦によく

耐える越中魂を象徴するような鳥である。
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富山市内を走る花電車

15年刊月、紀元2，600年を祝って
富山市内を走つだ。

つり鐘も応召

富山市内の寺院から21個の党鐘ガ供出されだ。さ
よ
う
な
ら
賛
沢
品

昭
和
十
五
年
は
紀
元
二
千
六
百
年
に
当
り
、
各
市
町
村
で
は
奉
祝
の

行
事
が
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

一
方
で
は
日
中
戦
争
の
長
期
化
に
よ
り
、

戦
時
国
策
に
よ
る

一
県

一
紙
の
新
聞
統
制
が
行
わ
れ
た
。
県
内
で
は
富

山
日
報

・
北
陸
日
日

・
北
陸
タ
イ
ム
ス

・
高
岡
新
聞
の
日
刊
新
聞
四
社

が
合
併
、
八
月

一
日
か
ら
北
日
本
新
聞
を
発
行
し
た
。

七
月
七
日
、
商
工

・
農
林
両
省
令
で
、
「
七

・
七
禁
令
」
が
施
行
さ
れ

た
。

同
日
付
の
富
山
日
報
に
は
、
「
さ
よ
う
な
ら
賛
沢
品
」
の
見
出
し

で
、
戦
時
下
の
国
民
生
活
に
必
要
な
物
資
の
増
産

・
購
買
力
の
抑
制
、

貯
蓄
強
化

・
公
債
消
化
を
は
か
る
な
ど
、
そ
の
目
的
を
大
き
く
鼓
舞
し

て
い
る
。
こ
れ
が
や
が
て
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
と
な
り

国
民
生
活
の
な
か
か
ら
華
や
か
な
も
の
が
、
す
べ
て
虚
飾
と
し
て
追
放

さ
れ
た
。

七
月
に

「金
属
類
特
別
回
収
富
山
県
実
施
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
、
各

機
関
に
そ
の
徹
底
を
通
達
し
た
。
県
民
は
、
「
戦
場
に
活
か
せ
銃
後
の
鉄

と
銅
」
を
合
言
葉
に
、
金
属
製
品
を
供
出
し
た
。

戦時の集団通学

ラッパを先頭に、隊を組んで登下枝。

ソウリ履きの児童ガ多い。
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県民道場

16年、福沢村(現大山田〉に設置。 JQ，¥島練成の
だめ開墾にはげむ青年師範の学生

倒
壊
の
建
物
四
十
七
棟

死
者
賞
に
三
十
三
名

そ
の
う
ち
十
七
名
の
死
体
が
ま
た
判
ら
ぬ

一郎
朝
ま
で
の
M
m下
似
・
3
響
調
べ
J

証
書
蹄
院
長
型
二

人
見
平
も
危
険

親
子
三
名
が
生
埋
め

婦
負
山
田
で
家
が
倒
れ
℃

村
民
総
出
で
努
掘
中
、
生
死
不
明

-
t
u
q闘
J

円
臥
阿
世
俗
世
榔
山
凶
付
制
谷
凸
剛

m太
M
M
民
佐
高
は
柑
写
畑
置
の
た
め
倒
摘
し
太
山

イ
ペ
川
下敷
き
一
点
サ
弘
噌

小
銀
生
二
名
の
品
川
直
刷

昆
晶
‘
騨
耳
砂
M
T

何年の大雪 (高岡市〉

電線に雪ガ)慮りっき、電柱ガi到れ定。

女学生のなぎなだ操法

女学生に「撃ちてしやまん」の精神と身体の練成のだめ、

(本育の時間になぎなだをとりいれだ。

一
九
四

O

一
九
四

一
九
四
二

一
九
四
三

一
九
四
回

一
九
四
五

昭
和

一
五

昭
和

二
ハ

昭
和

一
七

昭
和

一
八

昭
和

一
九

昭
和
二
O

-
日
独
伊
三
国
軍
事
同
盟
締
結

・
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
式
典

・
大
政
翼
賛
会
結
成

大
雪
地
方
紙
の
統
合
で
北
日
本
新
聞
誕
生

富
山
県
立
図
書
館
開
館

黒
部
奥
の
阿
曾
原
で
な
だ
れ
事
故
二
八
名
死
亡

町
村
合
併
の
ト

ッ
プ
、

桜
井
町
誕
生

砂
糖
な
ど
の
切
符
制
と
県
民
生
活
べ

か
ら
ず
集
発
表

大
政
翼
賛
会
県
支
部
発
足

-
大
平
洋
戦
争
突
入

富
山
県
民
道
場
設
置

飯
米
配
給
制

"…………一
h
J

一一一山

国
民
学
校
発
足

配
電
統
制
で
北
陸
合
同
電
気
会
牡
誕
生

富
山
薬
品
統
一制
株
式
会
社
創
立

県
地
方
事
務
所
設
置

国
泰
寺
の
単
独
宗
制
許
可

富
山
県
営
電
気
事
業
開
業

集
団
疎
開
学
童
来
県

不
二
越
な
ど
富
山
県
の

一
六
社
軍
需
工
場
に
指
定

米
空
箪
、
富
山
湾
に
機
雷
投
下
し
て
港
湾
を
封
鎖
。
機
雷

爆
発
の
た
め
卯
尾
田
代
議
士
即
死

富
山
市
空
襲
で
大
半
が
焦
土
化

志
田
義
秀
俳
諸
蔵
書
志
田
文
・庫
、
富
山
県
立
図
書
館
に
設
伽

置新
聞
統
制
で
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戦没軍人無言の凱旋

歩兵第35連隊富士井部隊の戦没者遺骨富山に帰る

富山の連隊に入隊する兵士を送る人なみ

富山大橋は、当時連隊橋ともよばれだ。

大政翼賛会

何年、富山県支部を結成。

高岡市瑞龍寺での幹部研修

太
平
洋
戦
争
へ
突
入

十
五
年
「
新
体
制
運
動
」
と
銘
う

っ
て
「
大
政
翼
賛
会
富
山
県
支
部
」
が

組
織
さ
れ
、

三
つ
の
運
動
目
標
を
定
め
た
。
「
各
人
生
活
の
新
体
制
」
で

は
、
公
益
優
先
の
実
践
を
強
調
し
た
。
「
家
庭
生
活
の
新
体
制
」
で
は
、

貯
蓄
・増
産
・早
婚
の
奨
励

・
生
活
の
簡
素
化
。
「
国
民
組
織
の
新
体
制
」

で
は
、
隣
保
班

・
町
内
会
の
強
化
で
あ

っ
た
。

十
六
年
、
米
英
が
日
本
資
産
を
凍
結
し
、
つ
づ
い
て
米
国
が
対
日
石

油
輸
出
を
禁
止
し
、
日
本
は
ま
す
ま
す
重
要
資
源
の
不
足
を
き
た
し
た
。

同
年
十
二
月
つ
い
に
太
平
洋
戦
争
と
な
り
、
郷
土
部
隊
を
は
じ
め
多
く

の
兵
士
が
戦
場
に
か
り
だ
さ
れ
た
。

開
戦
当
初
、
連
勝
を
つ
づ
け
た
戦
況
は
、
次
第
に
不
利
と
な
り
、
国

民
生
活
は
ま
す
ま
す
耐
乏
を
強
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
県
内

一
斉
に、

金
属
回
収
が
行
わ
れ
、
つ
り
鐘
を
は
じ
め
銅
像
か
ら
火
鉢
に
至
る
ま
で
、

供
出
し
た
。

戦勝祈願

モンベ姿で、礼拝する高岡市民

空襲警報の看板

空襲警報発令中の掲示

~ . 
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小島町の防空演習
空襲にそなえて

マスクとモンベ姿で水をバケツリレーする、富山



勤労奉仕

上市農柿学校(現上市高校〉生徒

による河川工

えられだ感謝状

ト成
制

状

炎
T
W
山九均
九市'実
生
議
決

川孝
久子
会
誌
を
主
導
3ベ

ハ
発
・
設
叫
完
治
時
み
崎
一
読
送

金
必要本山小お
A
令
込
成

〉
え
今
幼設
省'友愛、品

没
学
J

d
J'f
J
之
島占
滑
地
内市

北品変
13
千
舟
A
d
p
余人

池

'M
'
手
千
パ日1
1
3

オ
坑
A

明糸
7
ムヘ
ム
u喝

t
一等
一持
井
汁
え
さ

咋
ム
ベ
・
河
品
業

-
-
•. 

全日仇
M

札
嘩
・
球
岐

感謝状

学徒勤労動員に

言
論
統
制
と
学
徒
動
員

十
七
年
、
県
内
の
電
気
会
社
が
北
陸
配
電
に
統
合
。
十
八
年
、
地
方

銀
行
の
合
併
も
さ
か
ん
と
な
り
、

県
下
四
行
が
合
併
し
て
北
陸
銀
行
と

な

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、

一一一一
口論
・
思
想
・
出
版
物
の
統
制
が
、
い
ち
だ
ん
と
強
化

さ
れ
た
。
朝
日
町
出
身
の
細
川
嘉
六
の
論
説
を
掲
載
し
た
た
め
、
雑
誌

「改
造
」
が
発
禁
と
な

っ
た
。

十
八
年
、
労
働
組
合
を
解
消
し
、
大
同
団
結
し
て
労
使
協
力
の
「
大

日
本
産
業
報
国
会
」
が
創
立
さ
れ
た
。

同
年
八
月
、
呉
羽
紡
績
は
、
陸
軍
航
空
本
部
か
ら
、
木
製
飛
行
機
組

立
工
場
と
し
て
指
定
を
う
け
、

翌
年
か
ら
航
空
機
の
製
作
を
始
め
た
。

こ
の
こ
ろ
、

学
徒
勤
労
動
員
が
は
じ
ま
り
、

学
業
を
離
れ
て
、
不
二
越

や
魚
津
の
日
本
カ
ー
バ
イ
ド
な
ど
の
工
場
で
、

生
産
活
動
に
専
念
し
た
。

女
子
も
挺
身
隊
と
し
て
働
い
た
。

「かみかぜ」の鉢巻で生産にはげむ学徒

軍需工場に指定されだ不二越で、軍用機の部日を作る。

女子挺身隊

働く女性疋ちのラジオ体操

61 

“"'~ 
一点

.". . 
'1 1'1 

k骨
~ .， ~ 

兎なべ20銭
牛肉の代用毘として¥兎肉の登場



竿ス針

慰問袋

干人の女性の手を経だ胴巻は、敵弾を避け得

るといい、肉親のだめに、街頭で7針づつの縫
いとりを求める婦人 国防婦人会津沢(現小矢部市〉分会員による、慰問袋の作成

師弟同行

教師と生徒ガ 体となって、講堂の床みガき、勤労奉仕などにより、

師弟同行の教育理会を実践しだ。 18年、科目小学枝(現入善町〉

立山号

ア年、県民ガ地域・職域ごとに献金して、

陸軍に献納しだ飛行機

62 

校庭の開墾

手儲弾投げ

緊迫した戦時下、手砲弾投げを練習

する女子児童

食糧増産のだめ、グランドを耕し菜園lこする、入善小学枝の児童疋ち



富
山
大
空
襲

十
九
年
、
東
京
都
の
児
童
一

万
五
千
名
が
集
団
疎
開
し
て
き
て
、
主

に
県
下
の
各
寺
院
が
そ
の
宿
舎
に
あ
て
ら
れ
た
。
総
力
戦
の
長
期
化
に

よ
っ
て
、
十
八
年
後
半
か
ら
配
給
制
も
名
の
み
と
な
り
、
非
農
家
は
ヤ

ミ
米
の
買
出
し
を
よ
ぎ
な
く
さ
れ
た
。
十

一
月
に
砂
糖
・
マ
ッ
チ
な
ど

の
配
給
切
符
制
と
な
り
、
生
活
は
ま
す
ま
す
窮
乏
を
加
え
た
。

富
山
市
は
、

二
十
年
八
月
二
日
未
明
か
ら
、

B
m
約
七

O
機
の
来
襲

を
受
け
、
焼
い
弾
・
爆
弾
の
雨
を
降
ら
せ
、
市
の
大
半
は
灰
燈
に
帰

し
た
。
権
災
世
帯
二
四
、
九

一
四
、
権
災
者

一
O
九
、
五
九
二
人
、
死
者

二
、
二
七
五
人
。
地
獄
絵
の
惨
状
を
呈
し
、
焼
け
残
っ
た
の
は
わ
ず
か
に

県
庁
・
電
気
ビ
ル
・
興
銀
の
み
で
あ
っ
た
。

公，，'令，φ4甘 う
♂. 

空襲にそなえ東京から疎開してきだ児童だち学童疎開

戦災をうけだ富山市

20年8月2日午前零時15分ごろ、 629の編隊の
空襲により富山全市の大半は灰躍に帰しだ。

63 

学徒の出陣

出陣直前、水兵(戦死〉となっだ友を囲む

同級生。当時16歳。 八尾町諏訪神社前

米空軍の空襲予告ピラ

焦土と化しだ富山商庖街

外壁を残し芝、大手口百貨屈を望む



卜
の

欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は

昭
和
十
五
年
、

富
山
・

高
岡
の
婦
人
団
体
は
、

忠
告
隊
を
組
織
し
、
「
ぜ
い
た
く
な
服
装
は
つ
つ

し
み
ま
し
ょ
う
」
の
カ

l
ド
を
、
道
行
く
人
に
手

波
し
た
。
「
欲
し
が
り
ま
せ
ん
勝
つ
ま
で
は
」
の

標
語
の
も
と
に
、
「
耐
乏
生
活
」
が
は
じ
ま

っ
た
。

こ
の
こ
ろ
、
米
・
ゴ
ム
靴
・
砂
糖
・
マ
ッ
チ
な
ど
の
十

四
品
目
が
統
制
と
な
り
、

十
五
年
に
で
き
た
町
内

会
を
通
し
て
、
各
家
庭
に
配
給
さ
れ
た
。
衣
料
も

切
符
制
と
な
り
、
新
調
は
困
難
と
な

っ
た
。

当
時
ラ
ジ
オ
か
ら
「
ト
ン
ト
ン
ト
ン
カ
ラ
リ
と

隣
組
あ
れ
こ
れ
め
ん
ど
う
味
噌
醤
油
」
の
歌
声

が
町
内
に
流
れ
た
。
窮
乏
生
活
の
な
か
に
も
、
軽

快
な
リ
ズ
ム
は
、
人
ぴ
と
の
心
を
な
ご
ま
せ
た
。

婦人忠告隊

「ぜいだぐはやめましょうJの注意カードを手渡す婦人

国民服

何年ごろ、国民服ガ制定され一般化し、背広

は次第に姿を消し、男子は軍事色の力ーキ色

一色となる。

衣料切符

切符を持だないと、衣服や布地は買えず、

のちに糸まで不足した。

つけ木

マッチガ統制となっだ疋め、代用

冒とし、昔小つけ木ガ登場

モンベと防空ずきん

和服を改良してモンベとし、活動的な

服装になっ疋。

64 

代用食

18年、米の代用として、大豆や芋類ガ配給
となり、豆ご飯・手雑奴などガ常食となっ疋。



域端別院の疎開児童
町親から遠くはなれ、本堂で

食前の合掌をする児童

密集家屋のとりこわし

空襲にそなえて、家屋のとり

こわしゃ家財道具の疎開

稲刈り勤労奉仕

18年ころから、応召軍人留守宅の
稲刈りを手伝う。

学徒勤労隊

19年、決戦非常措置により、
工場で増産にはげむ生徒

一升ビンで米つき

配給米を、食べやすくするだめ棒で

ついて、精白し定。

耐
乏
の
日
々

十
六
年
の
開
戦
に
よ
り
、
灯
火
管
制
が
ひ
か
れ
、

広
告
灯
・
門
灯
は
消
さ
れ
、
夜
の
街
は
淋
し
く
な

っ
た
。
十
八
年
、
空
襲
に
備
え
て
町
内
毎
に
防
空

壕
を
掘
り
、
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
た
。
玄
関
脇
に

は
用
水
桶
と
砂
袋

・
バ
ケ
ツ
・
火
た
た
き
を
備
え
、

ガ
ラ
ス
戸
に
目
張
り
を
し
た
。
外
出
に
は
一防
空
頭

巾
を
た
ず
さ
え
、
男
は
巻
き

や
は
ん
、
女
は
モ
ン

ぺ
姿
と
な
っ
た
。

特
に
消
火
の
た
め
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
や
、
被
災
者

救
護
の
担
架
操
法
の
訓
練
が
実
施
さ
れ
た
。

在
宅
の
男
子
、
未
婚
の
女
子
は
徴
用
さ
れ
、

軍

需
工
場
で
働
く
よ
う
に
な

っ
た
。
十
八
年
八
月
、

滋
賀
県
か
ら
も
女
子
挺
身
隊
六
十
名
が
、
不
二
越

工
場
に
派
遣
さ
れ
て
き
た
。

十
九
年
三
月
、
配
給
米
の
量
は
極
端
に
減
少
し
、

一
人
当
り
二
合
三
勺
の
米
も
欠
配
と
な
り
、
代
用

食
と
し
て
豆
や
甘
藷
な
ど
が
配
給
さ
れ
た
。
白
米

の
飯
は
銀
飯
と
い

っ
て
貴
重
で
あ
っ
た
。
食
糧
不

足
を
補
う
た
め
に
、
公
園

・
校
庭
・

空
地
が
菜
固

化
し
た
。

ガ
ソ
リ
ン
が
不
足
し
は
じ
め
、
十
四
年
か
ら

木
炭
自
動
車
が
出
現
。

ガ
ス
発
生
炉
に
薪
を
く
べ

て
走
っ
た
。
お
金
で
は
品
物
が
買
え
ず
、
非
農
家

は
食
糧
と
な
け
な
し
の
衣
料
と
を
交
換
し
た
。
ま

た
、
空
襲
に
そ
な
え
、
県
民
は
主
な
家
財
道
具
を
、

農
村
の
親
戚
知
人
な
ど
に
疎
開
さ
せ
た
。
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鈴なり列車

買出しゃ通勤 ・通学で、数

少ない列車はどれも超満員混
乱
か
ら
立
ち
直
り
へ

二
十
年
八
月
十
五
日
、
戦
争
は
終
っ
た
。
敗
戦
後
の
苦
し
い
暗
い
生

活
は
、
物
資
の
欠
乏
、
な
か
で
も
食
糧
危
機
そ
し
て
悪
性
イ
ン
フ
レ
に

悩
ま
さ
れ
た
。
配
給
制
は
名
の
み
で
あ
っ
た
。

鈴
な
り
列
車
の
通
勤
・
通
学
に
耐
え
、
食
べ
物
の
買
出
し
ゃ
、
ヤ
ミ

市
の
利
用
に
よ
っ
て
、
ど
う
に
か
飢
え
を
し
の
い
だ
。

こ
の
中
で
戦
地
か
ら
復
員
軍
人
や
引
揚
者
が
帰
っ
て
き
た
。
富
山
に

も
進
駐
軍
が
き
て
、
戦
後
処
理
、
わ
け
で
も
民
主
化
の
徹
底
を
指
示
し
た
。

富
山
市
で
は
、
焼
け
野
原
の
あ
ち
こ
ち
で
堀
っ
立
て
小
屋
が
建
て
ら

れ
た
が
、
そ
の
建
設
ぶ
り
は
全
国
に
速
い
と
い
わ
れ
た
。

18 

証書

承詔~\謹

20年9月、終戦による県民の不安動
揺を防ぐ定め、天皇の詔書や知事の

告諭をのせて、県内に配布し定。

b-礼町島帯
断

t
』
高
『
晶
司

a，
h
宥
晶
、
‘
，

焼跡の街路を行く婦人だち

もんペ姿で、にぎり飯を運ぶ

富山市の焼跡

市内電車線路の商側は、瓦れきの山。

遠くに大和百貨居ガ見える。

シベリヤから復員

賓鶴に上陸しだ郷土出身者を、県から出迎え、

その労をねぎらっ疋。

織原引揚寮

戦i也からの引揚者の家族だち

ガ入唐しだ細入村の織原寮
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ム

進駐軍

談笑する兵士と子供だち

ヤミ市繁盛

戦後の物資不足のとき、公然

とヤミ売買ガ横行。配給価格

の数倍はするガ、ここには何

でもあつだ。富山駅前

戦後のメーデー

労働者の祭典は赤旗を先頭に市内行進して、華やかに行われるようになっ疋。富山市

高岡市長ガ駅に進駐軍を出迎え

20年10月28日高岡駅頭で握手する木津市長
DDTでしらみ退治
終戦直後、よく髪の毛・下着類に寄生しだしらみは、進駐軍からの

DDT融市で退治

一
九
四
五

一
九
四
六

一
九
四
七

一
九
四
八

一
九
四
九

一
九
五
O

一
九
五

一
九
五
三

一
九
五
三

一
九
五
四

一
九
五
五

一
九
五
六

一
九
五
七

昭
和
二
O

昭
和
二
一

昭
和
二
二

昭
和
二
三

昭
和
二
四

昭
和
二
五

昭
和
二
六

昭
和
二
七

昭
和
二
八

昭
和
二
九

昭
和
三

O

昭
和
三
一

昭
和

O
連
合
国
軍
、
昭
和
二
七
年
ま
で
県
下
に
駐
留

・
日
本
国
憲
法
公
布

富
山
新
開
発
刊
O
富
山
県
労
協
結
成
大
会
O
富
山
県
食
糧

人
民
大
会

O
最
初
の
富
山
県
美
術
展
覧
会
開
催

-
地
方
自
治
法
施
行

・
労
働
三
法
制
定

新
制
中
学
校

一
O
五
校
発
足
O
県
知
事
、
市
町
村
長
の
公

選
始
ま
る
O
天
皇
、
北
陸
巡
幸
O
農
地
改
革
始
ま
る

O
初

の
女
性
県
議
誕
生
O
富
山

・
高
岡
で
初
の
婦
人
警
官
採
用

O
こ
の
こ
ろ
か
ら
パ
チ
ン
コ
流
行

第

一
回
富
山
県
民
体
育
大
会
開
催
。
男
女
共
学
の
新
制
高

等
学
校
発
足
O
初
の
教
育
委
員
選
挙

初
の
成
人
式
挙
行
O
富
山
大
学
開
学
O
猪
谷
つ
り
橋
墜
落

学
校
長
ち
二
九
名
死
亡

-
朝
鮮
戦
争
勃
発

県
営
富
山
球
場
開
場
O
ジ
ェ

l
ン
台
風
で
県
下
に
大
被
害

O
新
湊
町
、
高
岡
市
か
ら
分
離
独
立

・
講
和
条
約
、
日
米
安
全
保
障
条
約
調
印

新
湊
市
誕
生
O
高
岡
で
産
業
博
覧
会
開
催
。
富
山
市
営
競

輪
開
設
O
電
力
事
業
再
編
成
で
北
陸
電
力
発
足
O
黒
部
川

流
水
客
土
事
業
着
工
O
高
岡
市
立
美
術
館
開
設

(本
県
美

術
館
の
始
)

魚
津
市

・
氷
見
市
誕
生
O
富
山
県
総
合
開
発
計
画
策
定
O

北
日
本
放
送
開
局

町
村
合
併
す
す
む
O
産
業
教
育
館
設
置
O
県
下
に
ク
マ
出

没
、
各
地
で
負
傷
者
続
出
O
富
山
市
総
曲
輪
通
り
ア
ー
ケ

ー
ド
完
成

-
自
衛
隊
発
足

滑
川
、
黒
部
相
つ
い
で
市
制
実
施
。
砺
波
市
誕
生
、
氷
見

は

一
郡

一
市
に

O
富
山
大
産
業
博
覧
会
開
催
O
富
山
県
警

本
部
発
足
O
立
山
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
開
通
O
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

を
県
花
に
選
定
O
神
通
第

一
・
第
二
発
電
所
竣
工

O
富
山

市
公
会
堂
落
成
O
富
山
城
を
再
建
し
、

富
山
市
立
郷
土
博

物
館
開
設

(本
県
博
物
館
の
始
、

全
国
城
ブ
ー
ム
の
さ
き

が
け
)

初
の
人
間
国
宝
に
新
湊
出
身
の
陶
芸
家
石
黒
宗
麿
指
定
。

初
の
全
国
チ
ン
ド
ン
コ
ン
ク
ー
ル
開
催
。
富
山
大
学
薬
学

部
に
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
研
究
室
設
置

-
日
ソ
国
交
回
復

・
日
本
、
国
際
連
合
に
加
盟

呉
羽
山
に
天
文
台
開
設
O
第

一
次
南
極
観
測
隊
に
県
人
七

名
参
加
O
魚
津
市
大
火

O
県
営
陸
上
競
技
場
完
成
O
富
山
地
方
気
象
台
開
設
O
国

立
職
業
補
導
所
、
高
岡
に
設
置
O
山
田
孝
雄
文
化
勲
章
受

賞

O
高
岡
で
原
子
力
平
和
利
用
博
覧
会
開
催
。
富
山
県
章

制
定
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初代民選知事館哲二

22年4月、新しい自治法の施行により、
知事は県民の直接選挙で選ばれだ。以降

高辻武邦(昭23~) 吉田実(昭31 ~)

中田幸吉(昭44~) 中沖豊(昭55~)

に至る。

天皇の県内行幸

22年10月、県内を広く御視察。富
山市岩瀬、昭和電工の工場内で

熱烈な歓迎を受けられだ。

県議会に初の女性議員

22年の選挙で、氷見の池淵正ガ
最高点で当選

民
主
化
へ
の
脱
皮

二
十
二
年
に
は
食
糧
の
配
給
は
少
し
よ
く
な
っ
た
。
天
皇
の
県
内
行

幸
が
あ
り
、
人
間
天
皇
と
し
て
各
地
で
熱
烈
な
歓
迎
が
あ
っ
た
。
新
憲

法
の
施
行

・
県
知
事
の
選
挙

・
男
女
同
権
、
そ
し
て
女
性
の
県
議
や
婦

人
警
官
の
登
場
な
ど
新
し
い
息
吹
が
目
立

っ
た
。

警察の民主化

子供疋ちの道路横断を親切に指導
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男女同権運動

民主主義思想ガ広まり、男女同権

を!lU/3i婦人運動始まる。富山市



平和産業の富山市北部

工業地帯

怠教レヨン(手前の

工場〉の進出

4H'7ラフ
戦後、 新しい農村の建設を背負って活躍する、青少年だちのつどい

流水害土

新しい土壌改良法。黒部川|流域で行われ¥生産を増強し疋。

稲の穂落ちを防ぎ、生産を増強しだ。

復
興
へ
の
足
音

農
村
で
は
、
農
地
改
革
の
実
施
、
農
業
協
同
組
合
の
普
及
、
農
業
技

術
の
発
展
が
み
ら
れ
、
稲
作
の
盛
ん
な
本
県
で
は
、

二
十
六
年
、

二

十
九
年
、

三
十
年
に
米
作
り
日
本

一
の
農
家
が
誕
生
し
た
。

工
業
は
、
戦
後
は
資
材
も
な
く
、
麻
ひ
状
態
に
な
っ
た
が
、
ま
ず
肥

料
工
場
や
繊
維
産
業
が
復
活
し
た
。

二
十
五
年
の
朝
鮮
戦
争
の
特
需
景

気
は
、
経
済
に
活
気
を
与
え
た
。
ま
た
工
業
奨
励
措
置
が
と
ら
れ
、
大

工
場
が
富
山

・
高
岡
に
進
出
し
て
き
た
。

他
方
で
は
、
労
働
組
合
の
組
織
化
が
進
み
、
労
働
者
の
祭
典
の
メ
ー

デ
ー
が
活
発
に
な
っ
た
。
労
働
争
議
も
た
び
た
び
起
っ
た
が
、

二
十
二

年、

二

・
一
ゼ
ネ
ス
ト
決
行
直
前
に
、
つ
い
に
占
領
軍
司
令
部
か
ら
禁

止
令
が
出
て
、
全
官
公
共
闘
委
議
長
の
伊
井
弥
四
郎
(
富
山
市
水
橋
出

身
)
は
、
ラ
ジ
オ
を
通
じ
て
涙
を
ふ
る
っ
て
、
全
国
に
中
止
を
う
っ
一た

え
た
。各
地
に
新
時
代
を
つ
く
る
文
化
活
動
が
お
こ
り
、
よ
く
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
が
開
催
さ
れ
た
。
六
・

三
制
が
実
施
さ
れ
、
新
制
の
富
山
大
学
が
誕

生
し
た
。

二
十
七
年
に
母
船
式
サ
ケ
・
マ
ス
漁
業
の
再
開
が
許
さ
れ
、
北

洋
漁
業
が
建
っ
た
。

こ
う
し
て
戦
後
の
混
乱
を
克
服
し
て
、
民
主
化
と
復
興
が
進
ん
だ
。

町
に
は
、
汚
れ
た
軍
服
や
も
ん
ペ
に
代
っ
て
、
派
手
な
服
装
が
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
富
山
市
で
は
、
こ
の
十
年
近
く
の
間
で
、
堀
っ
立

て
小
屋
の
改
築
が
続
き
、
町
並
み
も
整
っ
た
。
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庄川筋の電源開発ブーム

成出発電所の建設。上平村



富山産業大博覧会 (29年〉
富山城祉を中山に、復興の富山市ガ、電源開発によって躍進する姿を展示しだ。

高岡産業痔覧会(26年〉
百減公園を会場として、高岡の産業復興と市勢の発展を目指し疋。

県総合開発計画書

膨大な開発資料をア問の書物に

まとめ、全国から注目されだ。
全
国
に
先
ん
じ
て
総
合
開
発
へ

二
十
七
年
に
、

富
山
県
総
合
開
発
計
画
が
、

全
国
に
先
ん
じ
て
た
て

ら
れ
た
。
電
源
開
発
を
中
心
と
し
た
計
画
県
政
の
発
展
が
図
ら
れ
る
こ

と
に
な
り
、
積
極
的
な
開
発
の
時
代
に
入

っ
た。

産
業
の
発
展
の
た
め
、

富
山

・
高
岡
で
産
業
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、

富
山
駅
の
改
築
、
地
鉄
笹
津
線
、
射
水
線
の
富
山
西
町
乗
り
入
れ
、
パ

ス
路
線
の
拡
大
に
よ

っ
て
、
交
通
網
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
市
町
村
の

合
併
が
進
ん
だ
。
商
底
街
で
は
、
ア
ー
ケ
ー
ド
や
ネ
オ
ン
の
施
設
が
整

え
ら
れ
、
県
営
球
場
や
公
会
堂
が
建
て
ら
れ
た
。
ま
た
町
々
に
パ
チ
ン

コ
、
映
画
が
流
行
し
た
。
映
画
館
は
三
十
八
年
ご
ろ
八

O
を
数
え
た
。

生
活
が
落
着

い
て
く
る
と
、
職
場
の
慰
安
旅
行
が
あ
ら
わ
れ
た
。

一

方
、
社
会
福
祉
が
進
み
、

生
活
保
護
や
、
身
障

・
母
子
対
策
が
整
備
さ

れ
た
。
児
童
の
た
め
の
保
育
所
が
各
地
に
設
け
ら
れ
、
保
健
所
の
拡
充

も
行
わ
れ
た
。

火
災
や
台
風

・
洪
水
な
ど
の
被
害
は
し
ば
し
ば
あ

っ
た
が
、
防
災
工
事

が
進
む
に
従
い
、
災
害
は
少
な
く
な
っ
た
。

北洋サケ・マス漁業へ再び出発

魚津 ・黒部万酉から、百年春に

勇躍出港

魚津の大火

31年、フェーン現象により、市の大半を焼失
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パチンコ庖繁盛

子供の遊びから始まつだガ、広く庶

民大衆に愛好されるようになっだ。

富山市のチンドンまつり

全国からチンドン屋ガ

まり、町々をねり歩く。



県木・タテヤマスギ
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昭和41年10月1日制定(富山県告示第861号)。大阪万国|専を記急する「都道府県の木選定運動」に
賛同して、県民の投票によって選んだもの。富山県の象徴である立山を中山とする山岳地帝に自生

する。日本に自生するスギ類中最高地帯に自生し、寒さや雪|こ強いという特徴をもっている。材質

は強じんで、建築材として喜ばれる。用途の広さとともに、雪と寒さに強いという特徴から、県内

では広く植林されており、県内造林面積の80%以上はタテヤマスギガ檀えられている。



モ
ン
べ
か
ら
ス
カ
ー
ト
ヘ

終
戦
後
、
空
襲
の
た
め
灰
燈
に
帰
し
た
富
山
市

街
の
焼
跡
に
は
、
ポ
ツ
ポ
ツ
と
バ
ラ
ッ
ク
が
建
ち

始
め
た
。
海
外
か
ら
の
引
揚
者
や
復
員
軍
人
が
縁

故
を
た
よ
っ
て
続
々
と
帰
還
し
た
。

主
食
の
配
給

も

一
時
、
皆
無
と
な
り
、
県
民
は
食
糧
難
・
住
宅

難
・
失
業
・
イ
ン
フ
レ
な
ど
で
苦
し
ん
だ
。

二
十

一
年
富
山
市
に
は
、

富
山
駅
前
・
総
曲
輪
・

大
手
前
・
山
室
な
ど
、
そ
の
他
県
下
に
は
二
十
ヵ

所
も
ヤ
ミ
市
と
い
わ
れ
る
自
由
市
場
が
出
来
た
。

当
時
ヤ
ミ
市
に
は
、
衣
類
か
ら
草
餅
に
い
た
る
ま

で
、
品
物
が
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
高
価
で
入
手
は

困
難
で
あ
っ
た
。

長
い
戦
争
か
ら
解
放
さ
れ
た
若
者
た
ち
は
、
自
己

表
現
の

一
手
段
と
し
て
、

演
芸
会
を
盛
ん
に
聞
き
、

暗
い
世
相
の
中
に
明
る
み
を
見
出
そ
う
と
し
た
。

二
十
三
年
こ
ろ
、

富
山
・

高
岡
な
ど
に
輪
タ
ク
が

登
場
。
市
民
の
足
と
な

っ
た
。

二
十
五
年
に
は
、

衣
料
切
符
の
統
制
が
と
か
れ
、
次
第
に
衣
類
も
で

ま
わ

っ
て
き
た
。
女
性
の
モ
ン

ペ
姿
も
、
フ
レ
ア

ス
カ
ー
ト
に
か
わ
り
は
じ
め
、
街
も
華
や
か
さ
を

と
り
戻
し
た
。

戦
後
の
新
し
い
生
活
が
形
成
さ
れ
た
の
は
、

二

十
七
年
前
後
か
ら
、
家
庭
電
気
器
具
の
普
及
に
象

徴
さ
れ
る
、

電
気
洗
濯
機
は
そ
の
い
ち
じ
る
し
い

例
で
あ
り
、

二
十
八
年
に
は
掃
除
機
、

二
十
九
年

に
は
テ
レ
ビ
が
で
は
じ
め
た
が
、

一
般
に
普
及
し

始
め
た
の
は
三
十
年
以
降
で
あ
っ
た
。

焦土に立つ田と子

空襲直後の富山市は、定漠疋る荒野の

感を呈し疋。

焼跡のパラッフ建

空襲の焼跡に、焼け残りの

トタツでかこつだバラック

ガ建つだ。

外食券

外食する時は、農林省発行の券ガ必要であつだ。

21~王、婦人参政権ガ認められだ。投票場lこは、婦人の立会人もみられる。婦人参政権
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戦災都市の中で、富山市は、他県にくらべ復興が早かつだ。戦後の総曲輔通りの復興



社交ダンス

22年3月、ワルツ 「宵待草」を踊る、富山市立
高等女学校の、教師と生徒lこよる卒業パーティ

電気洗濯機

27年ごろから売りだされ疋。

青年団の演劇

戦いから解放され疋若者疋ちの、のび

やかな自己表現。 28年、八尾町青年団

猪首つり橋墜落

24年9月22日、一瞬にして、
教師29名の犠牲者をだしだ。
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テレビ

フレ戸ス力一ト

モンべを脱ぎすてだ女性の、かろやかな

姿ガ、見られるようになっだ。

29年ごろから発売。当時は珍しくて、巴頭に人定かり。



特急白鳥

36年、大阪から富山を通っ
て、青森に通じだ。

富山空港開港

富山市街地に近く、神通川の河

川叡を利用して開設。富山 ・東

京間の定期航空路ガ開かれだ。

富
山
新
港
の
開
港

三
十
三
年
に
は
、
富
山
新
港
建
設
の
調
査
が
始
ま
っ
た
。
日
本
の
経

済
成
長
に
裏
づ
け
ら
れ
て
、
富
山
県
も
に
わ
か
に
活
気
を
み
せ
て
き
た
。

三
十
年
代
は
、
大
平
洋
ベ
ル
ト
地
帯
の
工
業
集
積
が
進
ん
だ
が
、
日

本
海
側
で
は
、
石
油
な
ど
海
外
資
源
の
活
用
面
、
と
く
に
港
湾
や
交
通

機
関
、
工
業
基
盤
整
備
の
立
ち
遅
れ
が
目
立
っ
た
。
そ
れ
で
道
路
や
鉄

道
の
整
備
が
進
め
ら
れ
、
富
山
、
伏
木
港
の
整
備
、
そ
し
て
三
十
六
年

か
ら
富
山
新
港
の
建
設
が
進
め
ら
れ
た
。

太閤山二ユータウンの建設

小杉町南部の匠陵地帯に、広大な住宅団地を計画。大学や研究施設も設置

正
力
松
太
郎

(
一
八
八
五
1
一
九
六
九
〉

テ
レ
ビ
の
父

テ
レ
ビ
は
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
に
と
け
込
み
、
必
需
品
に
な
っ
て

い
る
。
日
本
テ
レ
ビ
会
長
と
し
て
、
普
及
に
尽
く
し
た
正
力
松
太
郎

は
、
大
門
町
に
生
ま
れ
た
。
東
大
法
科
を
卒
業
し
て
警
視
庁
へ
入
っ

た
が
、
大
正
十
三
年
請
わ
れ
て
読
売
新
聞
社
長
と
な
り
、
ラ
ジ
オ
番

組
欄
や
、
囲
碁
・
将
棋
欄
、
婦
人
欄
、
宗
教
・
科
学
欄
を
拡
げ
て
、

経
営
の
た
て
直
し
に
成
功
し
た
。
ま
た
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
を
つ
く

り
、
昭
和
二
十
七
年
日
本
テ
レ
ビ
(
予
備
免
許
第

一
号
)
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
衆
議
院
に
出
馬
し
、
国
務
大
臣
、
科
学
技
術
庁
長
官
、

原
子
力
委
員
長
に
就
任
。

「
つ
ね
に
大
衆
と
共
に
歩
く
こ
と
だ
。
新
聞
ば
か
り
で
は
な
い
。

自
分
が
い
つ
も
大
衆
の

一
人
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
」

こ
の
言
葉
は
、
実
業
家
正
力
、
政
治
家
正
力
の
真
髄
で
あ
る
。
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富山田高岡地区

ー新産業都市建翻十画の構想と内容ー

昭和37.7月

富山県

新産業都市

39年、富山 ・高岡地区ガ指定されだ。



旧政生津潟

富山新港ガ建設される以前の風景。

潟の中央に弁天島ガあつだ。

富山新港

43~4月21 目、日本海時代開拓への拠点とする
願いをこめて、掘込式港湾の富山新港ガ開港

港口切断

42年、富山新港の入ロガ新湊市掘岡に造られ、道路や射水線ガ
切断されだ。代りにフェリーが就航し、迂回道路ガ建設されだ。

三
十
九
年
に
、
富
山
・

高
岡
地
区
が
新
産
業
都
市
に
指
定
さ
れ、

新

工
業
地
帯
の
開
発
が
急
が
れ
た
。
臨
海
工
業
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
を
主
体
と

す
る
拠
点
工
業
都
市
の
建
設
、
そ
の
最
大
の
き
め
手
は、

大
型
船
の
停

泊
で
き
る
富
山
新
港
の
完
成
で
あ
り
、

四
十
三
年
開
港
に
な
っ

た
。
日

本
海
時
代
の
幕
明
け
を
告
げ
る
も
の
と
さ
れ
た
。
新
港
背
後
に
広
大
な

工
場
用
地
が
造
成
さ
れ
、
住
友
ア
ル
ミ
を
は
じ
め
、

多
く
の
工
場
が
進

出
し
て
き
た
。
和
田
川
総
合
開
発
、

太
関
山
ニ
ュ

l
タ
ウ
ン
の
建
設
も、

こ
れ
に
応
じ
て
進
め
ら
れ
た
。
ア
ル

ミ
産
業
が
伸
び
、
機
械
工
業
が
成

長
し
た
。
富
山
新
港
に
、
ソ
連
か
ら
北
洋
材
が
多
く
輸
入
さ
れ
て
、
わ

が
国
の
輸
入
基
地
に
な

っ
た
。

ま
た
稲
作
の
機
械
化
に
よ

っ
て、

農
村
の
余
っ

た
労
働
力
を
め
あ
て

に
し
て
、

工
業
が
都
市
部
だ
け
で
な
く
、

農
村
部
に
も
広
く
行
き
わ
た

り
、
農
工
一

体
化
が
進
ん
だ
。

込ぉ~・.~"'" -

富山新港開港記念碑 (新湊市〉

万葉の猷枕 ・奈呉の江は、新港に

生まれ変り、日本海時代の幕明け

に役立つべきことを碑に刻んだ。

新港背後の臨海工業地帯

戸ルミや木材のコンビナート

を中山とする、大工場の群
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第
十
三
回
国
民
体
育
大
会
開
催
O
N

H
K
富
山
テ
レ
ビ
局

開
局
O
富
山
県
民
の
歌
制
定

県
、
富
山
県
の
歴
史
と
文
化
刊
O
北
日
本
テ
レ
ビ
放
送
開

始
。
立
山
越
冬
観
測
開
始

-
日
米
安
保
新
条
約
調
印

立
山
黒
部
有
峰
開
発
会
社
設
立

O
呉
羽
三
ノ
熊
に
県
内
初

の
ゴ
ル
フ
場
開
設

有
峰
ダ
ム
完
成
O
県
営
室
牧
ダ
ム
完
成
O
富
山
新
港
起
工

式
O
ラ

d
チ
ョ
ウ
を
県
鳥
に
指
定
O
北
陸
線
に
特
急
「
白

鳥
」
登
場
O
皇
太
子
御
夫
妻
初
の
来
県

れ

・
ソ
連
人
工
衛
星
打
上
げ
に
成
功

県
立
&大
谷
技
術
短
期
大
学
開
学
O
県
下
で
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ

放
送
開
始
。
立
山
美
化
奉
仕
運
動
O
小
矢
部
市
誕
生

O
黒

部
市
ゆ
か
り
の
詩
人
田
中
冬
二
、
高
村
光
太
郎
賞
受
賞
。

北
陸
電
力
火
力
発
電
所
建
設

三
八
豪
一雪
O
富
山
県
善
意
銀
行
誕
生

O
黒
四
ダ
ム
完
成
O

一ν

富
山
空
港
開
港
O
県
下
に
ス

ー
パ
ー
進
出
O
富
山
県
史
編

、

ぺ

さ
ん
事
業
に
着
手
O
富
山
女
子
短
期
大
学
開
学

.
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山
・

高
岡
地
区
を
新
産
業
都
市
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指
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O
氷
見
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桃
地
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i

区
で
大
地
す
べ
り
発
生

O
富
山
県
民
会
館
落
成
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富
山
金

勾

令

'

i

沢
間
の
北
陸
線
電
化
完
成
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富
山
市
で
県
下
発
の
ボ

l
リ

タ
ト
ザ
吋

ン
グ
場
開
設

也

J
U
山

口

望
ま
し
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富
山
県
民
像
作
成
O
沖
縄
に
富
山
県
人
戦
死
者

y

w

U
総
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慰
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の
立
山
の
塔
建
立

q
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県
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届
出
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例
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富山港

港濯、施設の整備され疋富山港

YKK吉田工業黒部工場
フ戸スナ一製造は、世界的に飛躍。

戸ルミサッシでも大活躍

伏木港

近代化の努力ガ続けられている伏木港

建
設
ブ
!
ム
の
到
来

わガ国の工場団地発祥の地の碑

37年、富山機械工業センターとして、一般機械 ・金
属製自製造業などの36社ガ入り、従業員は1，800人
であつだ。富山市

こ
の
こ
ろ
は
、
建
設
ブ

l
ム
が
つ
づ
き
、

三
十
六
年
に
は
有
峰
の
貯

水
式
ダ
ム
、

三
十
八
年
に
は
、
世
紀
の
偉
業
と
い
わ
れ
た
黒
四
ダ
ム
が

完
成
し
、
発
電
工
事
が
進
ん
だ
。
ま
た
同
年
富
山
空
港
が
開
設
さ
れ
、

東
京
と
定
期
便
が
聞
か
れ
た
。
四
十
四
年
に
は
、
北
陸
線
の
全
線
複
線

工
事
が
完
成
。
ま
た
県
内
の
、
北
陸
自
動
車
道
の
建
設
工
事
が
は
じ
ま

り
、
四
十
六
年
に
は
、
十
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
た
立
山
黒
部
ア
ル
ペ

ン
ル

l
ト
が
完
成
し
、
富
山
市
か
ら
立
山
の
室
堂
、
そ
し
て
ト
ン
ネ
ル

で
長
野
県
の
大
町
市
に
至
る
大
観
光
開
発
が
行
わ
れ
た
。

くりからトンネル開通(37年〉
国道8号線の整備進む。立山黒部戸ルペンルート全線開通 (46年〉

立山の天狗平を行くパス

76 



黒四ダムの完成

秘境黒部峡谷に、厳しい自然の中で最新鋭の技術を思して

造られだ発電用の戸ーチタム。この建設1こかけられだ壮絶

な男だちの意気は、小説や映画「黒部の太陽」に示されだ。

育峰ダムと青少年の家

常願寺川支流、和田川に造られだタム。タムサイドに

青少年だちの研修共同宿泊施設ガ建てられだ。

万利ダムと青年の山研修館

小矢部川上流、福光町刀利に農業用水・発電 ・洪水調節の多目的タムとして、

42年に完成。 近くの山上に¥林業後継者育成のだめの¥青年の山研修館がある。

横断歩道橋

自動車の交通量ガ急増し¥歩行者の安全のだめに、

陸橋の建設ガ進ん定。富山市神通町の歩道橋

77 

総曲輔商庖街

35年、戸ケ ドも整備され、中山高居街づくりガ進む。

復興めざましい富山市街

35年ごろは、高層ビルはまだ少なく、
ー整備されだ都市計画道路ガめだっ。



魚津カントリー・エレベーター

42年、県下で最初の設置。農業構造改善事業の一環として、米の昂質均一のだめに設けら
れだモミの乾燥調整施設。目立って高いI苔のような建物は、新しい農村を象徴する。

78 

38豪雪
38年の豪雪は交通をまひさせ、雪おろし、
雪すてに県民は忙殺されだ。

県議会議事堂

46年、県庁舎の西側に完成

ボーイス力ウト

第20回全国植樹祭
44年、天皇皇后商陛下をお迎えして、砺波市頼
成で開催。県木のタテヤマスギなどを檀えだ。

このころから、 緑化運動や自然保護ガ進む。

規律ある団体生活を通して、身体と精神をきだえる。



イタイイタイ病横診

43年、公害病に認定され、集団
横診ガ行われることになっだ。

身障者のスポーツ大会

40年以来、島障害自らの力で

スポーツ大会を挙行。社会復

帰への努力に拍手を送りだい。

生
活
環
境
の
変
化

経
済
の
活
況
の
な
か
で
、
県
民
の
生
活
は
、
急
激
に
豊
か
に
な
っ
た
。

自
動
車
や
各
種
電
気
製
品
が
一
般
化
し
た
。
テ
レ
ビ
が
普
及
し
、
こ
の

た
め
映
画
館
は
衰
退
し
た
。
ス
ー
パ
ー
が
富
山
・
高
岡
両
市
に
、
そ
し

て
や
が
て
他
の
小
都
市
や
都
市
周
辺
に
も
、
広
い
駐
車
場
を
設
け
て
進

出
し
た
。
ま
た
住
宅
の
新
建
材
や
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
を
使
つ
て
の
、
増
改

築
や
新
築
が
拡
ま
り
、
住
宅
団
地
が
各
地
に
建
設
さ
れ
た
。

し
か
し
、
他
方
で
は
、
太
平
洋
側
の
大
都
市
へ
の
人
口
流
出
が
進
み
、

県
内
で
は
富
山
・
高
岡
へ
人
口
が
集
中
し
た
。
し
か
も
都
心
部
の
人
口
が

減
少
し
、
周
辺
で
は
増
加
し
た
。
ま
た
、
山
間
部
の
過
疎
化
が
顕
著
に

な
っ
た
。
ま
た
、
安
保
闘
争
が
激
化
し
、
富
山
大
学
で
は
学
園
紛
争
が

起
こ
っ
た
。

さ
ら
に
は
、
イ
タ
イ
イ
タ
イ
病
を
は
じ
め
、
大
気
の
汚
染
・
水
の
汚

濁
な
ど
の
公
害
が
発
生
し
、
深
刻
な
問
題
に
な
っ
た
。
環
境
の
浄
化
や

緑
化
推
進
運
動
が
進
め
ら
れ
た
。
住
民
の
健
康
、
衛
生
、
福
祉
の
重
要

性
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
な
っ
た
。

‘一公害テレメーター
45年、県庁内に設置され、公害発生を予知している。

79 

県消費生活センター

消費者の保護と安全を守る疋めに、
47年、県民会館内lこ設置

ス-J¥ーの進出
流通革命の進展によって¥富山・高

岡、ついで他の町や郊外にも出現



漢
学
と
漢
詩
人
た
ち

明
治
の
地
方
文
芸
の
担
い
手
の
多
く
は
、
豪
農
豪
商

層
の
教
養
人
た
ち
で
、
士
族
の
多
い
石
川
県
と
対
象
的

で
あ
る
。

そ
の
多
く
は
漢
学
に
基
礎
を
置
い
た
の
で
、
漢
詩
人

が
多
か

っ
た
。
富
山
市
宮
尾
の
内
山
外
川
(
一
八
六
四

1

一
九
四
五
)
婦
中
町
鵜
坂
の
岡
崎
藍
田
(
一
八
六

一

l

一
九
三
九
)
高
岡
市
木
町
の
大
橋
二
水

(
一
八
五
九

1

一
九
四

O
)
ら
の
ほ
か
、
昭
和
期
に
か
け
て
は
小
杉

町
の
片
口
江
東
(
一
八
七
二
1
一
九
六
七
)
ら
の
活
躍

が
目
立

っ
た
。

庄川町の「月見草J(3年〉

竹久夢二の、ロマン溢れる

口給ガ、巻頭を飾る。

V機、

…
…
 

「東天紅J(12年〉

夏期大学の開設は、今日の生涯学習の

はしりであろう。

「水郷J(13年〉

大
正
の
地
方
文
芸
誌

大
正
に
入
る
と
、
文
芸
活
動
も
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
花

が
咲
く
。

一
般
大
衆
に
ま
で
文
芸
愛
好
の
底
辺
が
拡
が

り
、
富
山
・
高
岡

・
魚
津
は
も
と
よ
り
、
富
山
市
水
橋

の
「
東
天
紅
」
「
水
郷
」
や
、
庄
川
町
青
島
の
「
月
見
草
」
、

福
光
町
の
「
青
年
文
友
会
誌
」
「
き
く
な
」
「
深
林
」
な
ど

の
総
合
文
芸
誌
が
発
刊
さ
れ
る
。
内
容
は
、
文
芸
評
論

や
、
新
体
詩

・
短
歌

・
俳
句
・
小
説
・
随
想
な
ど
、
極

め
て
多
彩
だ

っ
た
。

大
正
作
家
の
双
壁

大
正
期
の
、
郷
土
出
身
の
代
表
的
作
家
は
、

二
島
霜

川
と
小
寺
菊
子
で
あ
ろ
う
。

三
島
霜
川

(
一
八
七
六

1

一
九
三
四
)
は
高
岡
市
下
麻
生
の
医
師
の
家
に
生
ま
れ

た
。
父
の
死
後
、
十
八
歳
の
時

一
家
を
あ
げ
て
上
京
。

尾
崎
紅
葉
に
師
事
し
た
。
代
表
作
は
「
解
剖
室
」
。晩
年

は
も

っ
ぱ
ら
劇
評
を
担
当。

「大
正
役
者
芸
風
記
」
な
ど

が
あ
る
。

小
寺
菊
子
(
一
八
七
九
i
一
九
五
六
)
は
、
富
山
市

旅
鏡
町
の
売
薬
商
尾
島
家
に
生
ま
れ
た
。
破
産
、
父
の

死
と
い
う
悲
劇
の
も
と
、
上
京
。
三
島
霜
川
の
紹
介
で

金
沢
出
身
の
徳
田
秋
声
に
師
事
し
、
田
村
俊
子
、
岡
田

八
千
代
と
並
ん
で
「
大
正
の
三
閏
秀
」
と
も
て
は
や
さ

れ
、
「
父
の
罪
」
な
ど
の
名
作
を
残
し
た
。

福光町の

「青年文友会誌J(2年)rきくなJ(11年)r深称J(何年〉

小寺菊子と著作のかずかず

児
童
文
学

80 

大
井
冷
光
(
一
八
八
五

i
一
九
二

一
)
は
、
富
山
市
常

願
寺
の
生
ま
れ
。
久
留
島
武
彦
の
童
話
運
動
に
共
鳴
し
、

美
し
い
童
話
の
か
ず
か
ず
を
書
い
た
。

称
名
滝
を
舞
台
に
し
た
「
雲
の
子
ど
も
」
な
ど
、

富
山
の

作
品
が
多
い
。
神
奈
川
県
の
逗
子
小
学
校
で
、

子
ど
も

た
ち
に
童
話
を
語
り
つ
つ
倒
れ
、
若
い
生
涯
を
終
え
た
。

伊原宇三郎の描いだ「冷光像」。 県立図書館蔵



芥
川
賞
・
直
木
賞
の
作
家
た
ち

源
氏
鶏
太
(
一
九

一
二

l
)
は、

富
山
市
泉
町
の
売
薬

の
家
に
生
ま
れ
た
。
「
た
ば
こ
娘
」
で
直
木
賞。

サ
ラ
リ

ー
マ
ン
小
説
の
新
分
野
を
開
く
。

堀
田
善
衛
(
一
九

一
八
l
)
は、

高
岡
市
伏
木
の
回
船

問
屋
の
生
ま
れ
。
「
広
場
の
孤
独
」
で
芥
川
賞。

文
学
に

評
論
に
活
躍
。

相
原
兵
三
(
一
九
三
三
l
七
二
)
は
、
幼
い
こ
ろ
父
の

郷
里
入
善
町
吉
原
に
疎
開
。
「
徳
山
道
助
の
帰
郷
」
で
芥

川
賞。
「長
い
道
」
な
ど

の
、
疎
開
体
験
か
ら
く
る
富
山

の
風
土
を
テ

l
マ
に
し
た
作
品
が
あ
る
。

堀田善衛

多f!~

柏原兵三の著書

「長い道」と筆跡

秒泊五，
r

郷
土
研
究
雑
誌

「
高
志
人
」

翁

久

允

(
一
八
八
八
j

一
九
七
三
)は、

立
山
町
出
身
。

中
央
文
壇
一で
活
躍
し
た
が
、
昭
和
十

一
年
富
山
へ
帰
り
、

郷
土
研
究
雑
誌
「高
志
人
」
を
創
刊
。

三
十
七
年
間
も

続
け
て
富
山
文
化
の
振
興
に
尽
し
た
。

「越友会」の百回記念俳句大会

明治38年10月22目、高岡市の梅松園で開
かれだ。前列在3人目、寺野守水。中列
在1人目、山口花笠。 3人目、筏井竹の
門。後到石端、寺野竹崩

寺野守水の句碑
(高岡市和田 西光寺廃内〉

前田普羅と句集

俳
譜
か
ら
俳
句
へ

明
治
前
期
で
は
、
伝
統
的
な
俳
諮
は
宗
匠
を
中
心
に

そ
れ
ぞ
れ
結
社
を
つ
く
り
、
県
下
各
地
で
栄
え
て
い
た
。

そ
の
旧
派
、

一
方
の
旗
が
し
ら
寺
肝
守
水
(
一
八
三
六

l
一
九

O
七
)は
、正
岡
千
規
の
新
派
、

u本
派
俳
句
の

へ
き

こ

ど

う

の
若
き
リ
ー
ダ
ー
河
東
碧
梧
桐
と
の
交
友
に
よ
り
、
筏

井
竹
の
門

(一

八
七

一‘
lee--

一
九
二
五
)
山
口
花
笠
(
一

八
七
八
J

一
九
四
四
)
ら
に
呼
び
か
け
、
明
治
三
十
年
、

u本
派
の

「越
友
会
」
を
結
成
。
昭
和
初
期
に
か
け
て
、

富
山
俳
壇
の
発
展
に
大
き
い
役
割
を
果
し
た
。

高
浜
虚
子
の
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
派
に
属
し
た
、

前
田

普
絵
(一

八
八
五
J

一
九
五
四
)
は
、
大
正
十
三
年
、報
知

新
聞
富
山
支
局
長
と
し
て
赴
任
。
退
職
後
も
富
山
に
居

住
。
金
沢
の
俳
誌

「卒
煎
」
を
引
受
け
、
主
宰
。
橋
爪

自
給
(
一

八
八
七
J

一
九
八

O
)、
吉
沢
無
外

(
一
い
辻

一一
1
1

一
九
五
六

)
ら
、
ホ
ト
ト
ギ
ス
派
の
俳
人
を
糾
合

し
て
活
躍
し
た
。

水
橋

(現
富
山
市
)も
、古
く
か
ら
句
作
の
盛
ん
な
所

で
、
金
尾
梅
の
門

(一

九

0
0
1
八

O
)
や
、
角
川
書

げ

ん

ざ

庖
の
創
始
者
、
角
川
源
義

(一

九

一
七
l
七
五
)
ら
は
、

こ
の
地
か
ら
誕
生
し
た
。

昭
和
三
十
年
代
に
な
る
と
、
グ
ル

ー
プ
の
結
成
は
活

発
で
、
発
行
す
る
俳
誌
は
十
指
に
余
る
。
五
十
年
に
は
、

県
俳
句
連
盟

(
会
長
吉
沢
卯

一
)
が
結
成
さ
れ
た
。

:.e ノド

持維 句 集

81 



歌
壇
と
詩
壇

明
治
三
十
四
年
、
富
山
新
報
が
始
め
た
回
覧
雑
誌
、

「来
雲
」
の
編
集
に
当

っ
た
高
田
浩
雲
(
一
八
七
八

1

九
四
五
)
は
、
在
京
中
、
北
原
白
秋
、
若
山
牧
水
ら
と

交
わ
り
、
近
代
詩
歌
の
洗
礼
を
受
け
た
人
だ

っ
た
。

出品
一一耳
の
従
弟
広
井
浩
風
(
.
八
九

一
l

A
九
問

O
)は
、

四
十
川
年
、
富
山
で
最
初
の
詩
集
だ
と
い
わ
れ
る
「
獣

苑
」
を
出
し
、
さ
ら
に
歌
集
「
水
郷
」
を
発
刊
。

大
正
で
は
、
片
川
安
之
助
(
一
八
九
四
1
一
九
一一
J

一
)

は
、
東
京
歌
壇
の
新
風
を
富
山
へ
も
た
》
り
し
た
英
才
だ

っ
た
。
川
和
に
か
け
て
、
筏
井
嘉

一

(
一
八
九
九

1
.

九
七

一
)
藻
谷
銀
河
(

a

八
九
九
l

一
九
四
五
)
ら
の

多
彩
な
作
歌
活
動
が
開
花
す
る
。

山
川
和
歌
一
埋
を
一
品
川
る
時
、
高
岡
山口
問
尚
教
授
大
熊
信
行
、

川
制
富
山
両
校
教
佼
木
保
修
、
専
売
局
幹
部
の
岡
部
文

・犬
ら
の
影
響
力
も
、
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

川
和

措卜
九
年
、

富
山
県
歌
人
連
盟
(
会
長
小
又
幸

介
)
が
結
成
さ
れ
、
「
富
山
県
歌
人
」
「
連
盟
歌
集
」
な
ど

を
定
期
刊
行
し
て
い
る
。

持
で
は
大
正
則
、
白
山
詩
運
動
の
輪
が
拡
が
り
、

十

五
午
、
「
日
本
海
詩
人
」
が
先
行
さ
れ
、
県
内
詩
附
州
一の
拠

点
に
な

っ
た
。
大
.止
か
ら
附
利
に
か
け
て
、

山山
斤
略
光

(
.
八
九
八

1
一
九
六
六
)
、
中
山
輝
(
一
九
O
五
l
七
七
)

ら
が
民
話
詩
運
動
を
展
開
。
氷
凡
で
は
低
血
秋
(
九

し
川
l
k
一
)
を
は
じ
め
、
詩
人
併
の
活
躍
が
め
だ
ち
、

「聖
詩
胤
」
「
詩
草
船
」
な
ど
が
先
行
。

昭
和
三
十
じ
年
、
荻
肝
卓
司
(
一
九

一
九
l
)

山
口
問
山
県
別
代
詩
人
会
を
結
成
し
た
。

り

が

、父の

、高

親子文学碑
叡人、筏井嘉の叡碑(石川

俳人筏井竹の門の句碑と並

岡百域公園にある。

富山を愛しだ詩人

田中冬二 ( 1894~1 980) 

父の故郷黒部市生地

少年期をすごしだガ、

新川地方の風物をこよ

なく愛し、多くの詩を

つくつだ。「ぢぢいとぱ

ぱあJ の詩碑は、宇奈

月町の黛薙温泉にある。

'" -.. . . . . 
1973 • -.." 

み
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「新日本歌人」渡辺順三追悼特集

渡辺111員三(1894~1972)は、富山
市干石町の生まれ。フロレタリ

戸文学運動に参加して、抵抗の

叡人として一生を貫いだ。

北方の詩人 高島高(1910~55)

滑川の医師芝ガ、ふるさとのけわしい立山、

剣岳を詩集「北方の詰」に詩編に叡いあげ疋。

ほかに詩集「山脈地帝.Ji北の貌」もある。

行田公圏の、花しようぷのなかにある詩碑

画壇の巨匠ミ口と滝口修造 (在〉

詩人滝口修造 (1903~79) は、富山市大塚の生まれ。

美術評論家としても活躍し、幾多の新鋭作家を育てあげた。

疎
開
文
化

第
二
次
世
界
大
戦
の
戦
禍
を
避
け
て
、
文
化
人
の
県

内

へ
の
疎
開
が
多
か

っ
た
。
な
か
で
も
福
光
町
へ
板
画

家
棟
方
志
功
、
福
野
町
へ
石
版
画
家
織
田

一
磨
、
八
尾

町
へ
歌
人
吉
井
勇
ら
の
来
住
が
著
名
。
富
山
の
風
物
を

と
り
あ
げ
た
作
品
を
多
く
作
り
、
富
山
の
芸
術
に
よ
き

刺
激
を
与
え
た
。

棟方志功の板画

福光の民話をテーマlこしだ

í~読書!II版画巷」
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ロマンの敏人吉井勇

人と共に八尾町へ疎開して来だのは、昭和

20年の2月。「雪いよいよ深く、流離の感もそ
れと共に深しJ と述べている。八尾の知友、

林秋路つくるところの紙漉の図に題しだ3首
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室崎琴月 (1891 ~1977)
の作曲譜の碑(高岡古減公園〉

高岡市の生まれ。「ギンギン

ギラギラタ日ガ沈む」の作

曲で親しまれだ。 音楽教育に尽しだ福井直秋

( 1877~1963) 

上市町宮川の生まれ。昭和4年武

蔵野音楽学枝 (現武蔵野音大〉を創

立し、発展させだ。音楽教育の先覚

者で「初等利声学」などの著作ガ多

し1。

議階哲夫 (1896~1945) の「時計台の鐘」
滑川市出身。バイオリニストで作曲家。その作詩作曲の

「時計台の鐘」にちなんで、滑川市東福寺野自然公園に

時計台ガ建てられだ。
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織田一磨の石版画
「福野町吹雪J



絵
画

明
治
前
期
に
は
、
狩
野
派
の
木
村
立
山
獄
(
一
八
二
五

あ
い
ざ
ん

j
九
O
)
の
ほ
か
、
南
画
の
谷
口
霜
山
(
一
八

二
ハ
1

九
九
)
吉
田
公
均
(
一
八

一
七
1
八
O
)
な
ど
が
活
躍
。

明
治
二
十
七
年
、

実
業
学
校
令
の
公
布
(
三
十
二
年
)

に
先
が
け
て
設
立
さ
れ
た
、
県
立
高
岡
工
芸
学
校
(
現

高
岡
工
芸
高
校
)
は
、
県
内
の
美
術
振
興
に
大
き
な
役
割

を
果
し
た
。
名
校
長
納
富
介
次
郎
の
も
と
、
教
師
に
は
、

日
本
画
家
と
し
て
後
年
名
を
な
し
た
梶
田
宇
古
な
ど
を

せ
ん
じ
ん

招
へ
い
。
卒
業
生
か
ら
は
、
郷
倉
千
靭
(
一
八
九
二
j

一
九
七
五
)
、
山
崎
覚
太
郎
(
一
八
九
九
j
)

な
ど
の

作
家
を
輩
出
し
た
。

近
年
で
は
、
日
展
の
下
保
昭
(
一
九
二
七
1
)
院
展

の
郷
倉
和
子
(
一
九

一
四
j
)
、
下
回
義
寛
(
一
九
四
0

1
)
ら
が
活
躍
し
て
い
る
。

大
正
に
入
る
と
、

学
校
の
美
術
教
師
に
洋
画
家
が
多

く
な
り
、
洋
画
が
あ
ま
ね
く
普
及
。
近
く
は
、
人
物
水

彩
画
の
第

一
人
者
と
い
わ
れ
る
荒
谷
直
之
介
(
一
九
O

一一
j
)

や
、
ま
ん
だ
ら
絵
の
前
田
常
作
(
一
九
二
六
i
)

な
ど
が
著
名
。

狩野派の木村立巌

狩野派の四天王のT人として、幕末から明治
にかけて活躍しだ。富山市の生まれで、藩の

お抱え絵師。この「説換の図」のように、狩野

派らしく中国高士を描い芝ものガ多い。

花馬画の石崎長嶋 ( 1884~1947) 
福光町の豪商の家に生まれだ。京都画

壇に寓して華麗な花鳥画を得意とし、

帝展、文展を通じて活躍しだ。

大正ア年文展特選作「熱国治箸」

(六曲一双のうち半双〉

院展の郷窟干靭

小杉町の生まれ。日本美術院に属し同人

となり、さらに芸術院会員となる。

富山市立図書館にある、京都東本願寺壁

画の大下図「釈尊父王に会いだもう図」

売薬版画

売薬版画は、売薬さんガあ得意先に配つだおみ
やげ。給師も、彫り師、刷り師も、版元も、ほと

んど地元富山。なかでも藩の給師だつだ松浦守

美 (1824-----86)や、尾竹3兄弟の作田はすぐれ
ている。

国一の描いだ、「水瀧伝」の九紋龍

次兄竹披 (1878~1936) 長兄国一(越堂)(1 868~1 932) 末弟園観 (1 880~1945)

尾竹3兄弟
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富山県立近代美術館

昭和56年、富山市販南公園に
モダンな姿をあらわしだ。

伝統ある県展

県展は、昭和21年開催以来、全国でも屈指の
伝統を誇り、東京の県展選抜展でも叡多く受

賞。県作家の登龍門となり、富山美術家集団

のエネルギーを物語っている。

昭和56年第36固県展

初期県展の目録

佐々木大樹の r}山象」

宇奈月町音沢の生まれ。

日展参与。作自は木彫r}山

象J。宇奈月温泉の大原台

には、原型遺作「平和の

像」ガそぱ立っている。

畑正吉の「藤戸_j (田枝高岡工芸高根蔵〉

高岡市漂町の生まれ。東京美術学絞や東京

高等工芸学校の教授をつとめ、文震で活躍。

レリーフ彫刻にすぐれ、勲章 ・メタルの製

作ガ多い。

横江嘉純 (1888イ962)の「祈り」
(高岡市立中央図書館前〉

八尾町石戸の生まれ。

帝展で「大乗」ガ特選。

日展参事

彫
刻
・
工
芸

彫
刻
の
鬼
才
と
い
わ
れ
、
渡
仏
し
て
ロ
ダ
ン
に
学
ぶ

う
ち
、
三
十
二
歳
の
若
さ
で
客
死
し
た
本
保
義
太
郎
(
一

八
七
五

1
一
九
O
七
)
を
は
じ
め
、
畑
正
吉
(
一
八
八

一一
j

一
九
六
六
)
、
佐
々
木
大
樹
(
一
八
八
九
1
一
九

七
八
)
、
松
村
秀
太
郎
(
一
八
八
八

i
一
九
七
二
、

長
谷
川
義
起
(
一
八
九
二
1
一
九
七
四
)
な
ど
、
高
岡

工
芸
卒
業
者
の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
。
ま
た
、
富
山
市

出
身
の
松
田
尚
之
(
一
八
九
八

1
)
は
、
日
展
顧
問
、

芸
術
院
会
員
で
あ
る
。

昨
今
は
、
彫
刻
の
町
井
波
や
、
高
岡
に
優
れ
た
作
家
の

集
団
が
育

っ
て
い
る
。

伝
統
を
誇
る
高
岡
の
金
工

で
は
、
蝋
型
の
須
賀
松
閤

(
一
八
九
八
1
一
九
七
九
)
な
ど
、
多
く
の
作
家
が
、
銅

像
、
党
鐘
や
、
美
術
品
な
ど
を
製
作
。
釜
師
の
畠
春
斉

(
一
九
O
八
i
八

一
)
も
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

漆
芸
で
は
、
勇
助
塗
の
彼
谷
芳
本
(
一
八
九
九
j
)
、

錆
絵
の
高
瀬
直
(
一
八
九
八
1
一
九
七
七
)
な
ど
が
、

地
元
で
活
躍
。
日
展
の
大
御
所
、
山
崎
覚
太
郎
は
、
文

化
功
労
者
。
県
内
作
家
の
育
成
に
も
力
を
注
い
だ
。

木
工
芸
で
は
、
中
島
杢
堂
(
一
八
八
九
i
一
九
六
八
)

ら
の
木
象
阪
は
今
も
富
山
市
で
伝
え
ら
れ
、
井
波
で
は
、

横
山
白
汀
(
一
九
0
0
1
七
二
)
ら
、
多
く
の
作
家
群

を
輩
出
し
た
。

陶
芸
で
は
、
人
間
国
宝
石
黒
宗
麿

(
一
八
九
三
j

一

九
六
八
)
の
存
在
は
大
き
い
。
県
内
で
は
、
古
い
伝
統

を
持
つ
、
越
中
瀬
戸
焼

・
小
杉
焼

・
三
助
焼

・
福
光
焼

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
を
焼
い
て

い
ヲ
。
。
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文化功労者山崎覚太郎

富山市東岩瀬の生まれ。日展の理事長 ・会長を経て¥顧問。

芸術院会員。作田は、昭和45年日展出田作「飛捌」富山県蔵

勇悶塗の彼谷芳水

蝉型の須賀松園

高岡市の人。蝉型鋳造で県の無形文化問保持

者に指定されだガ、さらに腕年、国指定の無

形文化財保持者になっだ。作自「ねこ」は、昭

和43年日展出自作だが、 1苗の敏捷で戸フショ
ン的な特徴を、形象化している。

高岡市の生まれ。漆工芸 ・勇助塗で、県の

無形文化財保持者に指定されだ。作田は「厳

麗」昭和55年日展出自作。勇悶塗の特色で
ある、玉石をちりばめ、青貝で加飾し芝、

仏教的な画面は荘厳で華麗

人間国宝石黒宗麿

新湊市生まれ。国指定の重要無形

文化財保持者(鉄粕陶器〉

作自は「員紬勃議x煽受量」富山県蔵

木象般の中島杢堂

富山市の人。木象献に独得の工夫をこうし、

県の無形文化財保持者に指定されだ。{乍昂

は「薬草に薬師岳」。医薬の殿堂、富山医科

薬科大学のロビーに掲げてある。

錆給の高瀬直

高岡市の生まれ。漆工芸 ・錆給の名工で、

県の無形文化財保持者に指定された。{乍日

は「嶋図手宮」富山県蔵
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文
化
勲
章
に
輝
<

山
田
孝
雄

(
一
八
七
一
二
j
一
九
五
八
〉

独
学
力
行
で
文
学
博
士
と
な
り
、
文
化
勲
章
を

受
け
、
富
山
市
名
誉
市
民
に
選
ば
れ
た
偉
大
な
学

者
。
富
山
市
総
曲
輪
に
生
ま
れ
、
父
の
失
職
で
富

山
県
尋
常
中
学
(
現
富
山
高
校
)
を

一
年
で
退
学
。

家
計
を
助
け
る
た
め
に
小
学
校
教
員
の
検
定
試
験

に
合
格
し
、

草
島
、
上
市
、
下
村
小
学
校
に
奉
職
。

往
復
二
0
キ
ロ
に
も
及
ぶ
道
を
、
通
い
つ
め
た
。

「
私
の
健
康
は
、
若
い
時
に
遠
く
の
学
校
へ
歩
い
て

通
っ
た
か
ら
で
す
」
と
晩
年
に
語
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
中
学
校
、
師
範
学
校
教
員
の
検
定
に
も

合
格
。
兵
庫
、
奈
良
、
高
知
の
中
学
教
諭
か
ら
、

日
本
大
学
、
東
北
大
学
教
授
と
な
り
、
「
日
本
文
法

論
」
で
文
学
博
士
。
神
宮
皇
学
館
大
学
学
長、一
貴

族
院
勅
選
議
員
、
文
化
勲
章
と
、
努
力

一
筋
の
人

生
だ
っ
た
。
著
書
は
主
な
も
の
で
も
百
冊
を
数
え

フ
Q

。そ
の
著
「
安
芸
転
任
日
記
」
(
高
知
県
安
芸
中
学

の
時
の
も
の
)
に
よ
れ
ば
「
余
が
性
、
も
と
単
万

直
入
的
な
り
。
電
光
石
火
的
な
り
」
「
実
質
を
過
重

す
る
な
り
。
質
朴
主
義
の
極
端
な
り
」
と
、
目
標

を
た
で
た
ら
や
り
ぬ
く
不
退
の
決
意
と
、

質
{
来
剛

健
ぶ
り
を
述
べ
て
い
る
が
、
ま
た
「
清
濁
あ
わ
せ

飲
む
の
慨
あ
ら
ず
」
「
従
容
せ
ま
ら
ざ
る
底
の
雅
量

な
く
」
と
反
省
も
し
て
い
る
。
L
L
ち

た

び

富
山
市
役
所
の
構
内
に
「
百
千
度
く
り
か
へ
し

て
も
和
範
に
こ
と
釈
な
り
臨
む
県
」
の
歌
碑
が
あ

る
。
ま
た
人

一
倍
富
山
を
愛
し
「
国
め
ぐ
り
山
々

見
れ
ば
古
里
の
こ
し
の
立
山
た
ぐ
ひ
な
き
か
な
」

と
も
よ
ん
で
い
る
。

多
様
化
す
る
演
劇

明
治
三
十

一
年
、
富
山
市
の
可
愛
座
で
「
電
気
現
象

活
動
大
写
真
」
と
銘
打

っ
て
公
開
さ
れ
た
活
動
写
真
は

大
正

・
昭
和
に
か
け
て
大
衆
娯
楽
の
王
座
を
占
め
る
。

従
来
の
歌
舞
伎
を
圧
迫
し
て
、
芝
居
小
屋
は、

多
く
映

画
館
に
転
向
す
る
。

大
正
三
年
、
島
村
抱
月
・
松
井
須
磨
子
が
「
復
活
」

を
ひ

っ
さ
げ
て
来
演
。
富
山
人
士
は
、
赤
毛
も
の
と
い

わ
れ
た
統
訳
劇
に
目
を
み
は

っ
た
。
前
後
し
て
、
チ
ャ

ン
バ
ラ
と
い
わ
れ
た
剣
劇
や
、
新
派
・

喜
劇

・
浪
曲
劇

な
ど
、

多
彩
な
大
衆
演
劇
で
賑
わ

っ
た
。
し
か
し
本
流

は
や
は
り
、
旧
劇
と
い
わ
れ
た
歌
舞
伎
だ

っ
た
。

レ
コ
ー
ド

・
ラ
ジ
オ
の
普
及
は
、
歌
謡
曲
の
流
行
を

も
た
ら
し
、
昭
和
十
年
富
山
放
送
局
の
開
局
に
よ
り
、

富
山
放
送
劇
団
が
誕
生。

ほ
か
に
も
ア
マ
チ

ュ
ア
劇
団

が
活
躍
。
昭
和
五
十
二
年
、
文
芸
座
が
世
界
ア
マ
チ

ュ

ア
演
劇
祭
に
優
勝
し
た
。

名優の富山来演

6代目尾上菊五郎ガ、大正4年第三福田座(現帝国館)
で演じだ「員議花副総議」の遠藤武者盛遠

越
中
浄
瑠
璃

疋杓さ演

h

上

番
で
の
座

ど

水

な

圭
周

J

市
川舘

山
路
+

寸

官
官
先

番
年
/、

の

引
J

同

居

治
以
じ

芝

明
ぉ
守

金
沢
を
代
表
す
る
芸
能
が
、
武
家
文
化
の
宝
生
流
の

謡
曲
で
あ
る
の
に
対
し
、

富
山
の
芸
能
は
町
人
文
化
の

浄
瑠
璃
だ

っ
た
の
で
「
加
賀
宝
生
に
越
中
浄
瑠
璃
」
の

こ
と
ば
が
生
ま
れ
た
。
自
の
肥
え
た
芝
居
好
き
が
多
く
、

江
戸
や
上
方
の
名
優
た
ち
も
し
ば
し
ば
来
演
し
た
。

「
一
口
浄
瑠
璃
と
親
の
家
を
知
ら
ぬ
者
は
な
い
」
と
い

わ
れ
る
く
ら
い
、
明
治
の
若
者
に
親
し
ま
れ
た
。
他
国

へ
姐
る
売
薬
さ
ん
に
も
、

達
者
な
人
が
多
か

っ
た
。

富山しろうと義太夫見立鑑 (大正11年〉
いわゆるお旦那衆の浄瑠麗語りの番付で、

天狗連の一覧表といえよう。

能楽の松本謙三 (1899イ1980)
域端町の生まれ。能楽の下懸り・宝

生流の国指定重要無形文化財保持者。

演ずるは「安宅」のワキの富樫

文芸座勝てり

昭和22年富山市|こ誕生しだ戸マチユ戸演劇団「文
芸座」は、 52年、戸イルランドのタンド-~で

開かれだ世界戸マチユ戸演劇祭にみごと優勝。

「文芸座来疋り、われら見疋り、文芸座勝てり」

と富山の名を高からしめだ。
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県獣・ニホンカモシカ 昭和50年10同4日制定(富山県告示第1.133号〉。二ホンカモシカは、北海道を除く日本各地に広く生
息しているガ、立山連峰は代表的な生患地として著名である。昭和30年に国の特別天然記念物に指
定され、保護ガ図られている。二ホン力モシ力はウシ科の獣で、主に標高500~2.000mの森林地帯や

岩場に住み、木の芽や草を主食としている。山岳地帯の厳しい自然環境の中で、強暴l性もなく、も

くもくと生息環境に適応し生きぬく姿は、富山県民の姿を象徴するような獣である。なお、昭和38
年に県獣として「越の犬」ガ制定され、広く親しまれてい疋ガ、ほほ絶滅ガ確認されだだめ、あら

芝に、二ホンカモシカを制定し疋ものである。
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56豪雪に活躍し疋除雪車
38豪雪以来、雪対策ガ進められ、

道路交通の確保に努めだ。

北陸自動道の夜景 富山インター巾近 (57年)

北陸新幹線の建設促進運動

富山駅前の戸ビール塔 富山市のピル街 近年、高層ビルの建築ガ相継ぎ、 都市機能も集積している。
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オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
の
克
服

昭
和
四
十
八
年
の
石
油
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
っ
て
、
と
く
に
電
力
多
消
費

型
産
業
は
、
打
撃
を
う
け
、
省
エ
ネ
の
低
成
長
時
代
に
入
っ
た
。

し
か
し
こ
の
中
に
あ

っ
て
、
日
本
海
側
で
工
業
が
最
も
集
積
す
る
本

県
で
は
、
非
鉄
金
属
・
金
属
製
品
・
化
学
・
一
般
機
械
な
ど
が
比
較
的

活
発
で
あ
る
。

工
業
出
荷
額
の
対
全
国
比
で
は
、
四
十
八
年
が
、
了

一
五
パ
ー
セ
ン
ト

で
あ
っ
た
が
、
五
十
五
年
に
は

一
・
二

一
パ
ー
セ
ン
ト
に
増
大
し
た
。

た
だ
ア
ル
ミ
精
練
や
素
材
型
産
業
に
は
、
き
び
し
い
環
境
に
な
っ
た
。

農
業
の
機
械
化
・
兼
業
化
が
進
ん
だ
。
「
米
作
県
富
山
」
は
、
、
7
ま
い

米
づ
く
り
運
動
を
推
進
し
た
が
、
反
面
、
減
反
・
転
作
が
求
め
ら
れ
た
。

畜
産

・
果
樹

・
園
芸

・
そ
菜
の
振
興
が
は
か
ら
れ
、
経
営
の
多
角
化

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
林
業
は
経
営
改
善
が
図
ら
れ
た
。

水
産
業
も
「
獲
る
漁
業
か
ら
育
て
る
漁
業
」
へ
の
転
換
が
進
め
ら
れ
、

栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー
な
ど
が
建
設
さ
れ
た
。

伝
統
産
業
で
は
、
家
庭
薬
の
製
造
は
品
質
管
理
の
近
代
化
が
行
わ
れ
、

銅
器
も
新
製
品
の
開
発
が
進
ん
だ
。

さ
ら
に
本
県
で
は
女
性
も
よ
く
働
き
、
所
得
水
準
は
、
大
都
市
圏
に

次
ぐ
広
島
・
岡
山
・
静
岡
に
接
近
し
て
高
い
。

雪
対
策
も
進
み
、
五
六
豪
雪
に
は
、

三
八
豪
雪
と
違
っ
て
、
除
雪
車

が
大
い
に
活
躍
し
、
道
路
交
通
の
確
保
に
努
め
た
。
道
路
が
五
箇
山
に

も
整
備
さ
れ
、
・
ス
ー
パ
ー
農
道
が
開
通
し
た
。
北
陸
自
動
車
道
の
建
設

も
進
み
、
空
港
も
ジ
ェ
ッ
ト
機
化
に
備
え
て
改
修
さ
れ
て
い
る
。
北
陸

新
幹
線
建
設
の
見
通
し
も
明
る
い
。

建設中の小杉涜通センター

小杉インター周辺に建設がいそがれる

トラッフターミナル

スズキ自動車富山工場

北陸自動車道の建設により
小矢部市に進出。 2輔車組
立工場。砺波地方の農村か

らの従業員ガ多い。

高岡問屋センタ-

43年、銅器を中山として繊維
雑貨 ・食料日などの総合卸売団

地として出発

昂質管理の進んだ製薬工場富山家庭薬製造の近代化

不二越のロボット製造工場

(富山市)

一
九
七
三

九
七
四

一
九
七
五

一
九
七
六

一
九
七
七

一
九
七
八

一
九
七
九

一
九
八

O

一
九
八

一
九
八
二

一
九
八
三

昭
和
四
八

昭
和
四
九

昭
和
五

O

昭
和
五

昭
和
五
二

昭
和
五
三

昭
和
五
四

昭
和
五
五

昭
和
五
六

昭
和
五
七

昭
和
五
八

-
石
油
危
機
、
高
度
成
長
時
代
に
終
止
符

北
陸
高
速
自
動
車
道
砺
波

・
小
杉
間
開
通
O
住
み
よ
い
富

山
県
を
つ
く
る
総
合
計
画
策
定
O
富
山
湾
水
銀
汚
染
問
題

。
北
回
り
新
幹
線
の
計
画
進
む

頼
成
の
森
開
園
O
公
共
料
金
な
ど
諸
物
価
値
上
げ
O
富
山

市
杉
谷
で
出
雲
地
方
特
有
の
四
隅
突
出
型
古
墳
発
見
O
と

や
ま
文
芸
展
開
催
。
八
号
線
バ
イ
パ
ス
富
山

・
高
岡
間
開

通富
山
医
科
薬
科
大
学
開
学
O
絶
滅
し
た
越
の
犬
に
代
わ

っ

て
ニ
ホ
ン
カ
モ
シ
カ
を
県
獣
に
指
定
O
県
人
を
含
む
日
本

女
子
登
山
隊
、
史
上
初
の
女
子
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成
功

。
笹
津
線
廃
止

国
体
冬
期
ス
キ

l
競
技
会
(
お
お
や
ま
国
体
)
開
催
。
八

月
集
中
豪
雨
禍

県
営
極
楽
坂
ゴ
ン
ド
ラ
ス
キ

l
場
大
山
町
に
開
設
O
氷
見

五
十
谷
地
区
で
大
規
模
地
す
べ
り
O
世
界
ア
マ
チ
ュ
ア
演

劇
祭
で
富
山
の
文
芸
座
に
最
高
賞
O
全
国
野
鳥
保
護
の
集

い
開
催
。
県
立
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
開
設
O
岩
瀬
ス
ポ

ー
ツ
公
園
竣
工

O
旧
十
村
家
内
山
邸
県
に
寄
贈
、
県
民
会

館
内
山
分
館
と
な
る

子
撫
川
、
ダ
ム
完
成
O
角
川
治
水
ダ
ム
竣
工

O
ラ
イ
チ
ョ
ウ

冬
の
生
態
調
査
開
始
。
立
山
マ
イ
カ
ー
規
制
継
続
を
県
議

会
で
言
明
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県
立
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
業
務
開
始
。
福
光
町
大
火
O
県

営
弓
道
場
完
成
O
い
こ
い
の
村
富
山
開
設
O
富
山
医
薬
大

附
属
病
院
開
院
O
北
陸
科
学
技
術
情
報
セ
ン
タ
ー
開
設
O

県
栽
培
漁
業
セ
ン
タ
ー、

氷
見
市
に
開
設
O
富
山
市
科
学

文
化
セ
ン
タ
ー
開
設

入
善
沖
で

一
万
年
前
の
埋
没
林
発
見
O
中
田
知
事
死
去

O
国
勢
調
査
で
県
人
口

一一

O
万
人
を
越
す
O
漁
業
指
導

調
査
船
立
山
丸
完
成
O
射
水
線
廃
止
O
洗
足
学
園
魚
津
短

期
大
学
関
学

五
六
豪
雪

O
富
山
県
立
近
代
美
術
館
開
館
O
第

一
回
婦
人

の
翼
出
発
O
健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
設
立

O
新
装
の
魚
津
水

族
館
開
館
O
県
下
全
市
町
村
に
図
書
館
設
置
、
日
本

一
の

設
置
率
を
達
成

国
際
演
劇
祭
利
賀
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
。
旧
家
金
岡
家

に
売
薬
資
料
を
展
示
し
県
民
会
館
金
岡
分
館
と
し
て
開
館

置
県
百
年
を
迎
え
る



県栽庖漁業センター 54年、氷見市姿に設置

海岸線の保全

浸しよくから陸地を守るテトラポットの長い到。 (朝日町〉

ス-J¥-農道
農業経営の発展をめざして、農村地帯を結んでいる。(入善町)

抽

ブリの大願網の水場げ 氷見の寒フリは全国に育名
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zrl 圃

新川収場

47年、黒部市に造成

花と緑の銀行

美しい県づくりをめざす 県緑化センター(婦中町〉



ナチユラリストの活躍

立山室堂で、自然保護を指導

大山町粟巣野に建設進む。立山山麓家族旅行村

健康増進センター

健康増進 ・総合横診 ・健康教育の3機
能を完備。 56年、富山市謄川に設置

岩瀬スポーツ公園

サッ力 ・ラグビー ・テニスなどが
楽しめる。 52年、富山市岩瀬に設置

県民公園頼成の森

フィールド・戸スレチックを

楽しむ子供定ち

生
活
・
福
祉
の
充
実

大気汚染の移動観測

横査の疋め県内を巡回

91 

住
宅
水
準
が
高
ま
り
、
消
費
水
準
と
く
に
交
際
費
や
教
養
費
の
支
出

が
増
え
て
い
る
。
公
民
館
活
動
や
県
民
大
学
な
ど
生
涯
学
習
が
盛
ん
で
、

ま
た
文
化
施
設
が
逐
次
整
備
さ
れ
、
図
書
館
は
全
国
第

一
の
普
及
率
を

誇
っ

て
い
る
。
心
の
ゆ
と
り
を
求
め
て
「
芸
術
文
化
の
輪
を
広
げ
よ
う
」

の
合
言
葉
の
下
に
、
美
術
館

・
ホ
ー
ル
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
い
る
。
ま
た

「
県
民
ひ
と
り

一
ス
ポ
ー
ツ
」
が
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
さ
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
公

園

・
運
動
広
場

・
体
育
館

・
プ

l
ル
な
ど
の
体
育
施
設
の
充
実
が
は
か

ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
青
少
年
の
家

・
少
年
自
然
の
家

・
健
康
増
進
セ

ン
タ
ー
な
ど
が
設
け
ら
れ
た
。
な
お
、
自
然
保
護
も
重
視
さ
れ
て
い
る
。

観
光
や
レ
ジ
ャ
ー
施
設
も
整
え
ら
れ
て
き
た
。

身
体
障
害
者
セ
ン
タ
ー
や
老
人
ホ

l
ム
な
ど
社
会
福
祉
施
設
も
充
実

し
、
ボ
ラ
ン
タ
リ

l
活
動
も
盛
ん
に
な

っ
て
き
た
。

本
県
の
人
口
流
出
は
、
四
十
五
年
ご
ろ
か
ら
減
少
し
た
が
、
青
年
層

の
流
出
が
続
い
た
の
で
、
年
齢
構
成
の
老
齢
化
が
進
み
、
老
人
福
祉
が

重
視
さ
れ
る
。



小矢部川流域下水道浄化

センター予想図

57年、高岡市二上地区に建設決定

サイクリングロード

第T回私たちの壁画展 (56年〉 レフリ工ーション施設として富山市~小杉町~大門町のあい

県内の小・中学生ガ圃いだ作目。県立近代美術館 だに開通。さらに西は小矢部市、東は魚津市へと延びる。
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整備されるレジャー施設

余暇利用は県民生活に浸透。

大山町大川寺公園

口一力ル線廃i上

マイカー普及の疋め、利用客ガ減少し、

50年3月に廃正された笹津線



‘' ・・.

日
中
友
好
の
か
け
は
し

松
村
謙
三

(
一
八
八
三
1
一
九
七
一
)

福
光
町
生
ま
れ
。
早
稲
田
大
学
政
経
科
卒
業
。
早
大
在
学
中
、
総

長
大
隈
重
信
の
感
化
を
大
き
く
受
け
た
。
明
治
十
九
年
か
ら
大
正
三

年
ま
で
、
報
知
新
聞
記
者
。
昭
和
三
年
に
衆
議
院
議
員
に
初
当
選
以

来
、
連
続
十
三
回
当
選
。
農
政
通
と
し
て
名
声
を
挙
げ
た
。

二
十
年
、

厚
生
大
臣
兼
文
部
大
臣
に
、
同
年
、
農
林
大
臣
と
な
り
、
農
地
改
革

の
実
施
に
当
っ
た
。

二
十
八
年
に
改
進
党
幹
事
長
、

三
十
年
に
文
部

大
臣
。
四
十
四
年
に
政
界
を
引
退
し
た
。

戦
後
、
日
中
国
交
正
常
化
の
悲
願
を
抱
い
て
、

三
十
四
年
以
来
五

回
に
わ
た
っ
て
訪
中
、
早
大
時
代
の
親
友
だ
っ
た
中
国
の
郭
沫
若

・

際
恥
む
ら
と
交
流
し
て
、
日
中
の
国
交
回
復
に
尽
し
た
。

八
十
八
歳
で
逝
去
し
た
が
、
そ
の
翌
年
、
国
交
は
回
復
し
た
。
中
国

と
政
府
・
財
界
の
聞
を
と
り
も
っ
か
け
は
し
と
な

っ
た
功
績
は
大
き
い
。

青年の船国際交流

46年以来信年世界の各国を訪問。上は46年中国
へ出発。在はフィリピン-セブ邑で歓迎を受けだ。

国
際
化
時
代
を
迎
え
て

次
の
世
代
を
担
う
青
年
た
ち
の
「
青
年
の
船
」
が
、
四
十
六
年
か
ら

毎
年
、
韓
国

・
中
国

・
東
南
ア
ジ
ア

・
ソ
連

・
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
を
訪
れ
、

ま
た
五
十
六
年
に
は
女
性
た
ち
の
「
婦
人
の
翼
」
が
初
め
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
飛
ん
で
、
国
際
交
流
を
推
進
し
た
。

ま
た
海
外
留
学
生
の
受
け
入
れ
も
活
発
で
、
県
や
市
町
で
は
各
国
都

市
と
の
友
好
姉
妹
提
携
も
進
ん
で
い
る
。

さ
ら
に
吉
田
工
業

・
不
二
越
な
ど
、
企
業
の
海
外
に
お
け
る
工
場
設

置
や
技
術
提
携
も
、
国
際
交
流
の

一
翼
を
担

っ
て
い
る
。

と
く
に
松
村
謙
三
が
、
早
く
か
ら
日
中
友
好
関
係
に
尽
し
た
こ
と
は

顕
著
で
あ
る
。

県と遼寧省と友野提携

第12回富山県青年の船の中国訪問の際、団長中沖知事と
王光中副省長の固い握手

い
ま
百
年
を
ふ
り
か
え
る
と
、

富
山
県
は
新
し
い
時
代
の
動
き
に
巧

み
に
取
り
組
ん
で
、
躍
進
に
努
め
て
き
た
。
そ
の
前
半
は
水
害
に
、
後

半
は
戦
災
に
耐
え
な
が
ら
、
克
服
、
発
展
に
努
め
て
、
今
日
に
至

っ
た

と
い
え
る
。
こ
の
努
力
の
集
積
の
上
に
成
り
立
つ
将
来
は
、
極
め
て
明

守

hv
い。

婦人の翼

団年、西ドイツのフランクフルトで老人福祉施設を訪問
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県内に滞在して知識や技術を学ぶ県費留学生だち

47年以来、ブラジル・韓国・戸ルゼンチンなどから受け入れ



戸
ラ
ビ
戸
ン
・
ナ
イ
ト
の
人
た
ち
は
、

「
開
け
/
ゴ
マ
」
の
呪
文
を
唱
え
て
、
豊

か
な
幸
せ
の
未
来
を
求
め
た
。
し
か
し
、

現
れ
疋
の
は
雲
気
楼
の
よ
う
な
幻
の
世

界
。
私
だ
ち
の
未
来
は
、
幻
で
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
。

「
活
力
と
温
か
い
山
に
満
ち
だ
美
し

い
ふ
る
さ
と
富
山
県
」
を
め
ざ
し
、
県

民
み
ん
な
で
唱
え
よ
う
、
「
開
け
/
富
山

新
世
紀
」
と
。
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川

明
日
を
拓
<
人
、つ
く
り

楽
し
い
健
康
づ
く
り
に
、
み
ん
な
の

笑
顔
は
絶
え
な
い
。

全
国
一
を
誇
る
大
規
模
運
動
公
園
で

は
国
体
競
技
ガ
行
わ
れ
、
県
ジ
ユ
二
戸

層
は
次
々
と
記
録
更
新
。

県
内
各
地
で
は
、
国
際
文
化
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
ガ
催
さ
れ
、
生
涯
学
習
に
打

ち
込
む
県
民
の
瞳
は
輝
<
。



充
実
し
だ
医
療
、
温
か
い
福
祉
に
恵

ま
れ
芝
地
域
社
会
、
お
年
寄
り
も
み
ん

な
生
き
生
き
し
て
い
る
。

そ
し
て
実
現
さ
れ
だ

「
日
本
一
の
健

康
・
ス
ポ
ー
ツ
県
L

川
魅
力
あ
る
郷
土
づ
く
り

県
内
縦
横
に
走
る
高
速
受
通
網
、
東

西
大
都
市
聞
を
結
ぶ
北
陸
新
幹
線
。
ジ

工
ツ
ト
機
、ガ
飛
、ぶ
¥
船
、ガ
走
る
、
全
国

各
地
へ
世
界
の
各
地
ヘ
。

ま
ち
や
む
ら
に
は
、
花
と
緑
、
ガ
溢
れ
、

大
自
然
は
、
四
季
の
彩
り
も
鮮
や
か
だ
。

住
み
よ
い
郷
土
に
働
<
人
々
、
憩
う

人
々
の
顔
は
明
る
い
。

か
く
て
達
成
さ
れ
た

「
日
本
一
の
花

と
緑
の
県
L

川
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り

適
地
適
作
の
農
業
と
、
っ
く
り
育
て

る
漁
業
は
、
富
山
の
昧
を
豊
か
に
し
、

食
膳
を
に
ぎ
わ
す
。

「
産
」
「
学
」
「
住
」
の
機
能
、
ガ
見
事
に

結
合
し
芝
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
。
創
造
性
と

高
い
技
術
力
に
支
え
ら
れ
た
新
し
い
産

業
群
と
、
働
き
が
い
の
あ
る
職
場
。

ま
芝
、
壮
大
な
富
山
産
業
展
示
館
に

は
世
界
各
地
の
物
産
、
ガ
。

こ
こ
に
出
現
し
芝

寸
日
本
一
の
科
学

文
化
県
L
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置
県
百
年
記
念
事
業

-
記
念
事
業
名
、期
日
、場
所
、
主
催
者
、
事
業
内
容
の
順
で
紹
介

3
月・

4
月

第
同
回
日
展
富
山
展

3
・お
1

4
・
口
/
富
山
県
民
会
館
/
日
展
・北
日
本
新
聞
社
・
県
文
化
振
興

財
団
/
約
4
1
3
点
を
展
示
、
日
展
芸
術
を
広
く
紹
介
。

「
富
山
を
描
く

l
m
人
川
景
」
展
県
立
近
代
美
術
館
参
観
招
待

4
・印
1
6
・
MM
/
県
立
近
代
美
術
館
/
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・

北
日
本
新
聞
社
/
日
本
の
代
表
作
家
1
0
0
名
に
よ
る
富
山
を
テ

l
マ
に

し
た
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
展
覧
会
へ
重
度
身
体
障
害
者
を

招
待
。

い
い
人
い
い
味
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

4
・お
1

8
-
M
/
全
国
/
い
き
い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
協
議

会
/
国
鉄
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
て
、
全
国
的
な
観
光
宣
伝
を
展
開
。

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
第
斜
回
富
山
県
植
樹
祭

4
-m
/
滑
川
市
東
福
寺
野
/
富
山
県
・県
緑
化
推
進
委
員
会
・滑
川
市
・滑

川
市
緑
化
推
進
委
員
会
/
タ
テ
ヤ
マ
ス
ギ
7
、5
0
0
本
を
植
樹
。

い
き
い
き
富
山
大
曳
山
ま
つ
り

4
-m
j
5
・
5
/
富
山
県
五
福
公
園
/
富
山
テ
レ
ビ
放
送
・富
山
県
・
い
き

い
き
富
山
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
施
協
議
会
/
県
下
の
曳
山
や
郷
土
芸
能

を

一
堂
に
集
め
て
公
開
。

全
国
伝
統
工
芸
品
展

4
・初
i
5
・
5
/
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
/
高
岡
地
域
地
場
産
業

セ
ン
タ
ー
/
全
国
の
伝
統
工
芸
品
を

一
堂
に
集
め
紹
介
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
農
業
祭

4
-m
l
5
・
5
/
砺
波
市
/
富
山
県
/
チ
ュ
ー
リ

ッ
プ
の
集
団
栽
培
を
行

い、

一
般
に
開
放
。

県
土
美
化
運
動

4
月
1

9
月
/
県
内
全
域
/
富
山
県
/
美
し
い
自
然
の
保
護
と
清
ら
か
な

環
境
づ
く
り
。

日本一の花と緑の県へ

58年4月T日県庁前公園内に花時計オープン

富山のあゆみ展ポスター

u血 1
7，ょ勺|

5 

月

グ
リ
ー
ン
.
フ
ラ
ン
花
と
緑
の
大
会

5
・
7
j
5
・
9
/
富
山
県
民
会
館

・
富
山
県
農
協
会
館
/
花
と
緑
の
銀
行

/
花
と
緑
の
展
示
会
や
講
演
、
表
彰
な
ど
。

富
山
の
あ
ゆ
み
展

5
・
7
1
5
・
mu
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
・富
山
県
教
育
委
員
会
/
「先

人
の
英
知
と
努
力
の
あ
と
」
を
テ

l
マ
に
開
催
。

置
県
百
年
記
念
ス
カ
ウ
ト
大
行
進

5
・
8
/
富
山
市
内
/
日
本
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
富
山
県
連
盟

・
ガ
ー
ル
ス
カ

ウ
ト
日
本
連
盟
富
山
県
支
部
/
県
下
の
ス
カ
ウ
ト
約

6
、0
0
0
名
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
。

富
山
県
置
県
百
年
記
念
式
典

5
・
9
/
富
山
県
民
会
館
・富
山
第

一

い、

誓
い
を
新
た
に
。

ホ
テ
ル
/
富
山
県
/
置
県

年
を
祝

グ
リ
ー
ン
.
フ
ラ
ン
置
県
百
年
記
念
植
樹

5
・
9
/
各
学
校
/
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・
各
国
公
私
立
小
中
高

特
殊
学
校
/
記
念
植
樹
と
し
て
、
各
学
校
で
シ
ラ
カ
シ
を
植
樹
。

置
県
百
年
記
念
の
日
県
花
い
っ
ぱ
い
運
動

5
月
上
旬
/
富
山
市
内
/
富
山
県
/
式
典
会
場
を
中
心
に
県
花
で
飾
り
、

県
庁
前
公
園
に
花
時
計
設
置
。

県
民
の
ひ
ろ
ば

5
・
幻
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会
/
「
明
日
の
富

山
を
考
え
る
」

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
な
ど
。

越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
全
国
大
会

5
・幻
j

5
・
n
/
大
門
町
庄
川
左
岸
/
越
中
だ
い
も
ん
凧
ま
つ
り
実
行
委

員
会
/
全
国
凧
あ
げ
競
演
。
特
別
参
加
幻
県
。

高
齢
者
ゲ
l
ト
ボ
l
ル
大
会

5
-m
/
北
陸
電
力
富
山
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
/
富
山
県
・富
山
県
ゲ

l
ト
ボ

ー
ル
協
会

・
富
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
/
参
加
は

ω歳
以
上
、
地
区
大

会
と
県
大
会
を
開
催
。

明
日
を
拓
く
青
年
の
翼

5
・幻
1
6
-
m
/
ブ
ラ
ジ
ル

・
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
/
富
山
県
/
ω
名
派
遣
。

豊
か
な
郷
土
を
拓
く
婦
人
の
翼

5
・幻
i

6
・
7
/
ア
メ
リ
カ

・
カ
ナ
ダ
/
富
山
県
/
幻
名
派
遣
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
文
化
斤
移
動
芸
術
祭

5
月

1
1
月
/
富
山
県
民
会
館
ほ
か
五
ヵ
所
/
文
化
庁

・
富
山
県
教
育
委

員
会
ほ
か
六
団
体
/
歌
舞
伎
、
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
、
新
劇
、
交
響
楽
、
文
楽

な
ど
8
公
演
。

ナ
ン
ガ
パ
ル
パ
ッ
ト
登
山
隊

5
月
1

8
月
/
パ
キ
ス
タ
ン
/
富
山
県
山
岳
連
盟
/
日
本
人
未
踏
の

8
、

1
2
6
m
峰
に
、

M
H

隊
員
が

ア
タ

ッ
ク
。

6 
月

富
山
県
美
術
展
覧
会

6
-H
i
6
・
口
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・
富

山
県
芸
術
文
化
協
会
・

富
山
県
美
術
連
合
会
/
美
術
の
普
及
と
振
興
を
は

か
る
公
募
展
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
県
民
謡
・
民
舞
大
会

6
・
n
j
6
・
お
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
民
謡
民
舞
連
盟
/
県
内
問
団

体
に
よ
る
伝
統
民
謡
の
披
露
。

全
日
本
女
子
社
会
人
ホ
ッ
ケ
ー
選
手
権
大
会

6
・お
j

6
・
幻
/
小
矢
部
市
/
日
本
ホ

ッ
ケ
ー
協
会
/
参
加
山
チ
ー
ム
。

7 
月

立
山
信
仰
の
文
化
財
展
(
越
の
至
宝
シ
リ
ー
ズ
凹
)

7
・日
1

8
・
幻
/
富
山
市
郷
土
博
物
館
/

富
山
市
教
育
委
員
会
/
立
山
信

仰
に
関
す
る
貴
重
な
美
術
を
展
示
。

に
っ
ぽ
ん
新
世
紀
博
覧
会

7
・
M
1
9
・日
/
置
県
百
年
記
念
県
民
公
園
太
閤
山
ラ
ン
ド
/
富
山
県

・

富
山
市
・

高
岡
市

・
北
日
本
新
聞
社

・
富
山
地
方
鉄
道

・
富
山
県
商
工
会

議
所
連
合
会
/
「
新
世
紀
へ
の
旅
立
ち
」
を
テ

l
マ
に
、
白
日
間
の
開
催
。

第
初
回
富
山
県
民
体
育
大
会

7
・
M
l
7
・
幻
/
県
営
陸
上
競
技
場
ほ
か
/
富
山
県
/
「
輝
け
/
・
ス
ポ
ー
ツ

富
山
」
を
テ

l
マ
に
、
県
民
総
参
加
の
ス
ポ
ー
ツ

の
祭
典
。

と
や
ま
国
際
児
童
画
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

7
・
ぬ
1

8
・
4
/
富
山
県
民
会
館

・
大
谷
和
子
こ
ど
も
美
術
館
/
大
谷
和

子
こ
ど
も
美
術
館
/
世
界
の
児
童
画
展
。

日本一の健康・

スポーツ県へ

96 



8 
月

9 
月

万
葉
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

8
・
5
1
8
・
6
/
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
/
高
岡
市

・
高
岡
市
教

育
委
員
会

・
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・
高
岡
射
水
モ
デ
ル
定
住
圏

協
議
会
/
個
性
豊
か
な
文
化
づ
く
り
を
め
ざ
し
、

全
国
の
万
葉
学
習
者
ら

も
参
加
。

老
人
若
返
り
祭

9
・
6
1
9
・
8
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県

・
富
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合

会
/
作
品
展
示
即
売
会

・
健
康

・
生
活
相
談

・
演
芸
な
ど
。

富
山
県
南
米
親
善
訪
問
団

m
-m
I'm
-お
/
ブ
ラ
ジ
ル

・ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ほ
か
3
ヵ
国
/
富
山
県
南
米

協
会
/
中
南
米
の
県
出
身
移
住
者
を
訪
問

・
激
励
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
児
童
文
化
大
会
(
母
と
子
の
つ
ど
い
)

8
-m
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
児
童
文
化
研
究
会
/
児
童
劇
・人
形
劇
・

影
絵
劇

・
口
演
童
話
な
ど
。

北
陸
機
械
工
業
展
(
動
く
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
展
)

9
・
7
1
9
・
H
/
富
山
産
業
展
示
館
/
北
陸
機
械
工
業
展
実
行
委
員
会
/

最
新
の
工
作
機
械

・
電
気

・
電
子
機
械
な
ど
を
展
示
紹
介
。

婦
人
と
青
少
年
の
国
際
交
流
の
つ
ど
い

ω・
幻
l
m
・
お
/
富
山
市
内
/
婦
人
と
青
少
年
の
国
際
交
流
の
つ
ど
い
実

行
委
員
会

・
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会
/
日
本
在
住
の
外
国
人
と
の

意
見
交
換
会
な
ど
。

立
山
山
麓
ヤ
ン
グ
ジ
ャ
ン
ボ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

8
-U
1
8
・
日
/
立
山
山
麓
観
光
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
地
区
/
北
日
本
放

送

・
大
山
町
/
音
楽
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
。

富
岡
鉄
斎
展

9
・
9
1
m
・
m
/
富
山
ヨ
術
館
/
富
山
美
術
館

・
北
日
本
新
聞
社
/
車
軒

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
刊
点
を
展
示
。

第
7
回
全
国
育
樹
祭

叩
・
3
/
立
山
山
箆
観
光
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
地
区
/
国
土
緑
化
推
進
委
員

会
・富
山
県
/
皇
太
子
ご
夫
妻
を
お
招
き
し
、
「
育
て
る
緑
に
明
る
い
来
」

を
テ
ー
マ
に
開
催
。

第
日
回
全
国
高
等
専
門
学
校
体
育
大
会

8
・日
i

8
・
幻
/
国
立
富
山
工
業
高
等
専
門
学
校
ほ
か
/
全
国
高
等
専
門

学
校
体
育
協
会
/
参
加
選
手
約
8
0
0
名
に
よ
る
陸
上
競
技
、
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
な
ど
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
全
日
本
吹
奏
楽
祭

9
-m
/
富
山
市
公
会
堂

・
富
山
市
内
/
富
山
吹
奏
楽
連
盟

・
全
日
本
吹
奏

楽
連
盟

・
朝
日
新
聞
社
/
県
外
4
校

・
県
内
8
校
の
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
競
演

県
内
初
校
l
、
0
0
0
人
に
よ
る
パ
レ
ー
ド
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
第
叩
回
県
民
劇
場
音
楽
祭

9
・
日
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

・
富
山
県
教
育
委
員
会

/
県
内
音
楽
5
団
体
に
よ
る
演
奏
・
富
山
県
賛
歌
制
作
発
表
会
・青
少
年
に

よ
る
演
奏
・合
唱
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
こ
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

m
-
n
j
m
・
初
/
富
山
県
教
育
文
化
会
館

・
富
山
城
祉
公
園

・
大
和
富
山

庄
/
富
山
県
教
育
委
員
会

・
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

・
富
山
新
聞
社
/
童

画
・
児
童
画
・
書

・
演
劇

・
童
話
な
ど
創
作
活
動
の
成
果
を
発
表
、
展
示
。

消
防
祭

8
・
m
i
8
・
n
/
富
山
県
民
会
館

・
富
山
市
内
/
富
山
県

・
富
山
県
消
防

協
会

・
富
山
県
消
防
長
会
/
分
列
行
進
、
記
念
式
典
、
市
中
パ
レ
ー
ド
、

展
示
な
ど
。

富
山
県
児
童
ク
ラ
ブ
祭
り

叩
・お
/
富
山
城
祉
公
園
/
富
山
県
・県
児
童
ク
ラ
ブ
連
合
会
ほ
か
4
団
体
/

パ
レ
ー
ド
・
式
典

・
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

・
絵
画
展
示
な
ど
。

全
国
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
夏
季
水
泳
大
会

8
・
M
1
8
・
U
/
県
営
高
岡
プ
ー
ル

・
富
山
市
民
プ

l
ル
/
日
本
水
泳
連

盟

・
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・
富
山
市

・
高
岡
市

・
富
山
市
教
育

委
員
会

・
高
岡
市
教
育
委
員
会
/
参
加
選
子
約
2
、
5
0
0
名
に
よ
る
競

泳
、
飛
込
、
本
球
な
ど
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
県
美
連
展

9
-U
1
9
・
m
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
ほ
か

7
団
体

/
連
盟
所
属
作
家
の
成
果
を
集
め
て
展
示
発
表
。

富
山
県
農
林
漁
業
祭

叩
・幻
l

m
・
初
/
富
山
県
民
会
館

・
富
山
城
祉
公
園
/
富
山
県
農
林
漁
業

振
興
会

・
富
山
県

・
富
山
市
ほ
か
3
団
体
/
功
労
者
の
表
彰

・
農
業
1

0

0
年
の
歩
み
展
示
な
ど
。

第
お
回
全
日
本
花
い
っ
ぱ
い
富
山
大
会

9
-M
1
9
・
口
/
富
山
県
民
会
館
/
第
羽
田
全
日
本
花
い

っ
ぱ
い
富
山
大

会
推
進
実
行
委
員
会
ほ
か
2
団
体
/
花
と
緑
の
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
全
国
大
会
。

県
内
一
周
駅
伝
競
走
大
会

日
-m
i
m
-
mω
/
お
市
町
村
/
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会

・
富
山
県

体
育
協
会

・
読
売
新
聞
社

・
北
日
本
放
送
/
郡
市
対
抗
で
参
加
選
手
約
1
、

5
0
0
名
。
花
区
間
、

2
7
5
・
4
凶
を
競
走
。

J
C
丸
で
ゆ
く
夢
と
冒
険
の
旅

8
・
m
l
8
-
m
/
富
山
新
港
1
函
館
/
日
本
青
年
会
議
所
富
山
ブ
ロ
ッ
ク

協
議
会
/
4
5
0
名
の
青
少
年
の
洋
上
セ
ミ
ナ
ー
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
第
叩
回
県
民
劇
場
舞
踊
公
演

9
-n
/
富
山
県
民
会
館
/
県
内
作
家
の
創
作
に
よ
る
ス
ト
ー
リ
ー
性
の
あ

る
舞
踊
。

富
山
県
菊
ま
つ
り

m
-m
i
-
-
6
/
福
野
町
/
富
山
県
菊
花
連
盟

・
福
野
町
菊
振
興
協
議
会

/
富
山
県
菊
花
展

・
全
日
本
菊
花
連
盟
北
陸
大
会
な
ど
を
開
催
。
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N
H
K
交
響
楽
団
演
奏
会

8
-m
/
富
山
県
民
会
館
/
日
本
放
送
協
会
/
日
本
を
代
表
す
る
本
格
的
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
演
奏
会
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
県
大
華
道
展

9
・お
1

9
・
お
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
華
道
連
合
会
/
県
下
の
華
道

人
(
師
範
格
)
に
よ
る
華
道
展
。

11 
月

グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
さ
く
ら
園
造
成

年
間
/
実
施
市
町
村
/
市
町
村
/
県
下
山
ヵ
所
で
、

0
0
0
本
の
桜
を
植
樹
。

印
年
度
ま
で
に
1

0
、

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
園
祭
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭

9
-
n
l
9
・
幻
/
富
山
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
演
劇
祭
実
行
委
員
会
/
富
山
県

民
会
館

・
砺
波
市
文
化
会
館

・
早
稲
田
小
劇
場
/
演
劇
コ
ン
ク
ー
ル
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

富
山
県
私
学
の
祭
典

日
・
5
1
日
・
日
/
富
山
県
民
会
館

・
高
岡
市
民
会
館

・
太
間
山
ラ
ン
ド
/

富
山
県
私
学
振
興
会
ほ
か
六
団
体
/
式
典

・
演
示

・
展
示

・
体
育
祭
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
野
外
華
展

9
・幻
1

9
-
m
/
県
庁
前
公
園
/
草
月
星
秀
会
/
代
表
作
家
に
よ
る
現
代

い
け
ば
な
展
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
県
文
芸
展

日
・お
1
日
・
幻
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
芸
術
文
化
協
会

・
富
山
県
教
育

委
員
会

・
富
山
新
聞
社
/
明
治
か
ら
現
代
ま
で
の
富
山
県
と
の
か
か
わ
り

の
あ
る
文
芸
作
品
と
作
家
の
業
績
を
紹
介
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
県
青
少
年
美
術
館

9
・お
j
9
・
幻
/
富
山
県
民
会
館
/
富
山
県
芸
術
文
化
協
会

・
富
山
県
教

育
委
員
会

・
北
日
本
新
聞
/
青
少
年
の
美
術
作
品
、
約
5
0
0
点
を
展
示
。

12 
月

日本一の科学・文化県へ

全
国
地
域
婦
人
団
体
研
究
大
会

9
・
m
l
9
・
m
/
富
山
県
民
会
館

・
富
山

第

ホ

テ

ル
/
全
国
地
域
婦
人

団
体
連
絡
協
議
会
・富
山
県
婦
人
会
/
大
会
・講
演
・分
科
会
・
視
察
。

第
引
回
近
畿
東
海
北
陸
連
合
肉
牛
共
進
会

ロ
・
6
1
ロ
・
8
/
富
山
県
運
転
教
育
セ
ン
タ
ー
空
地
/
近
畿
東
海
北
陸
肉

牛
協
会
/
l
府
叩
県
、

1
1
0
頭
出
品
。

旬

月

ふ
れ
あ
い
の
日

刊
・
2
/
各
市
町
村
/
富
山
県
社
会
福
祉
協
議
会
・市
町
村
社
会
福
祉
協
議

会
/
福
祉
活
動
を
広
め
る
日
、
毎
年
刊
月
第
1
日
曜
日
。

置
県
百
年
記
念
芸
術
祭
富
山
県
詩
吟
剣
舞
大
会

m
-m
/
富
山
県
教
育
文
化
会
館
/
富
山
県
詩
吟
剣
舞
連
盟
・富
山
県
教
育

委
員
会

・
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
/
詩
の
朗
詠
と
剣
舞
。

富
山
県
高
等
学
校
生
徒
海
外
派
遣

ロ
・下
旬
i
印
/
1
・上
旬
/
イ
ギ
リ
ス

・
ス
イ
ス

・
フ
ラ
ン
ス
/
富
山
県

・
富
山
県
教
育
委
員
会
/
基
金
1
億
円
。
約
同
名
を
派
遣
。

ー
月
ハ
回
年
〉

高
松
宮
賜
杯
第

M
回
中
部
日
本
ス
キ
!
大
会

-
-m
u
l
-
-
汎
/
大
山
町
/
中
部
7
県
ス
キ

l
連
盟

・
富
山
県
教
育
委
員

会

・
中
日
新
聞
社

・
北
陸
中
日
新
聞
社

・
大
山
町
/
中
部
7
県
の
競
技
会
。



高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー

4
-m完
成
/
高
岡
地
域
地
場
産
業
セ
ン
タ
ー
/
常
設
展
示
場

・
大

・
小
ホ

ー
ル
な
ど

4
、
6
8
7
M
。

立
山
山
麓
家
族
旅
行
村

7
月
2
次
オ
ー
プ
ン
/
富
山
県
/
芝
生
広
場

・
キ

ャ
ン
プ
場

・
ケ
ビ
ン
凶

棟

・
フ
ィ
ー
ル
ド
ア
ス
レ
チ

ッ
ク
な
ど
初
凶
。

置
県
百
年
記
念
県
民
公
園
太
閣
山
ラ
ン
ド

7
-M
一
部
完
成
/
富
山
県
/
シ
ン
ボ
ル
ゾ
ー
ン

・
こ
ど
も
の
国
ゾ
l

ン
な

ど
博
覧
会
と
同
時
間
閤
。

置
県
百
年
苦
言
メ
ン
ト
「
百
年
の
泉
」

7
月
完
成
/
置
県
百
年
記
念
県
民
公
閤
太
閤
山
ラ
ン
ド
/
富
山
県
/
池

・

噴
水

・
造
形
物

・
光
な
ど
組
み
合
わ
せ
た
口

m
の
立
体
造
形
。

国
立
立
山
少
年
自
然
の
家

9
月

一
部
開
所
/
立
山
町
芦
嶋
寺
/
文
部
省
/
小

・
中
学
生
が
集
団
生
活

を
通
じ
て
、
心
身
と
も
に
健
康
で
た
く
ま
し
く
育
て
る
た
め

の
施
設。

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル

8
月
予
定
/
未
定
/
富
山
県
/
未
来
の
人
々
へ
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
。

富
山
産
業
展
示
館
。
テ
ク
ノ
ホ
l
ル。

9
月
完
成
/
富
山
市
友
杉
/
富
山
産
業
展
示
館
/
総
合
的
な
見
本
市
な
ど

が
開
催
で
き
る
大
展
示
場
な
ど
7
、
0
7
7
耐
。

富
山
県
食
品
研
究
所

9
月
中
旬
完
成
/
富
山
市
吉
岡
/
富
山
県
/
新
製
品

の
開
発
試
験
研
究

・

分
折
検
定

・
技
術
指
導

・
情
報
提
供
を
行
う
。

北
陸
自
動
車
道

ロ
月
完
成
/
滑
川
市

1
朝
日
町
/
日
本
道
路
公
団
/
滑
川
市
か
ら
朝
日
町

ま
で

の
2

7
・
6

M
を
延
長。

富
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル

日
年

3
月
完
成
/
富
山
市
秋
ヶ
島
/
富
山
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
/
空
の

玄
関
口
と
し
て

5
、
1
1
9
耐
の
空
港
ビ
ル
が
オ
ー
プ
ン
。

富
山
県
総
合
体
育
セ
ン
タ
ー

日
年
3
月
完
成

(
第

一
期
分
)

/
富
山
市
秋
ヶ
島
/
富
山
県
/
日
本
海
側

随

の
大
体
育
館
。
大
ア
リ
ー
ナ
完
成
。

新
富
山
空
港

印
年

3
月
完
成
/
富
山
市
秋
ヶ
島
/
富
山
県
/
滑
走
路
2
、
0
0
0
m
で
中

型
ジ
ェ

ッ
ト
機
が
就
航
で
き
る
空
港
。

新富山空港と富山県総合体育センター(完成予想図〉

置県百年モ二ユメント「百年の泉J (模型〉

にっぽん新世紀博覧会場(模型〉

航
空
写
真
大
集
「
富
山
百
年
を
掬
ぶ
」

発
刊
中
/
富
山
新
聞
社
/
空
か
ら
見
た
街
並
み
や
自
然
を
収
め
た
写
真
集
。

統
計
川
年
の
歩
み

3
月
発
行
予
定
/
富
山
県
/
置
県
以
降
の
県
勢
に
関
す
る
統
計
を
時
系
列

的
に
集
大
成
。

置
県
百
年
記
念
誌

当
誌

5
月

9
日
発
行
/
山
山
川
/
郷
上

の
歴
史
を
振
り
か
え
り
、

の
発
展
を
似
う川
市叫
ん，
uι
。

第
2
世
紀
へ

置
県
百
年
記
念
映
画

5
月
完
成
予
定
/
富
山
県
/
県
勢
発
展
の
契
機
を
さ
ぐ
り
、

ぴ
る
郷
土
を
描
い
た
映
画
。

幻
世
紀

へ
伸

98 

富
山
県
薬
業
史

5
月
発
行
予
定
/
富
山
県
/
貴
重
な
資
料
に
よ

っ
て、

展
過
程
を
編
集
。

富
山
県
薬
業

の
発

富
山
県
賛
歌

5
月
完
成
予
定
/
富
山
県
芸
術
文
化
協
会
ほ
か
3
団
体
/
公
募
し
た
歌
詞

で
、
新
世
紀
へ
の
躍
進
を
歌
う
賛
歌
を
制
作
。

「
富
山
県
の
住
ま
い
と
街
な
み
百
年
の
あ
ゆ
み
」

6
月
発
行
予
定
/
富
山
県
/
住
ま
い
の
歴
史
な
ど
を
写
真

・
図
面
に
よ
り

又
議
。

J
H
吋

t
F

県
民
の
く
ら
し
川
年
の
あ
ゆ
み

7
月
発
行
予
定
/
富
山
県
/
県
民
生
活
の
移
り
変
わ
り
を
紹
介
。

富
山
県
議
会
百
年
の
あ
ゆ
み

9
月
発
行
予
定
/
富
山
県
議
会
/
県
民
の
意
見
を
反
映
す
る
場
と
し
て
の

県
議
会
史
。

農
業
百
年
誌

印
月
発
行
予
定
/
富
山
県
/
農
業
の
移
り
変
わ
り
を
写
真

・
グ
ラ
フ

・
年

表
な
ど
を
中
心
に
収
録
。

民
謡
を
あ
な
た
に

H
-
m
/
N
H
K
富
山
放
送
局
/
公
開
録
画

無
雪
害
都
市
へ
の
提
言

ロ
-
H
完
成
予
定
/
北
日
本
放
送
・
富
山
県
/
雪
対
策
を
比
較
研
究
し
た
テ

レ
ビ
番
組
の
制
作
と
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
。

地
元
出
演
者
約
1

2

0
名
。

富
山
県
史

ω年
3
月
完
成
予
定
/
富
山
県
/
原
始

・
古
代
か
ら
現
代
ま
で
、

総
合
的
に
編
さ
ん
。

歴
史
を
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と
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き

記
念
誌

「置
県
百
年
富
山
県
」
は
、
当
誌

(保
存
版
)
と、

三
十
万
世
帯

へ
の
配
付
版
の

二
種
類
が
作
ら
れ
た
。

企
画
に
あ
た

っ
て
は
、
県
内
外
八
社
に
よ
る
企
画

コ
ン

ペ
が
行
わ
れ
、
「
見
や
す
く、

わ
か

り
や
す
く
、
親
し
み
ゃ
す
く
」

の
条
件
に
か
な
っ

た
側
チ
ュ

l
エ
ツ
の
企
画
が、

記
念
誌
企

画
編
集
委
員
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た
。

そ
れ
は
、

昨
年
の
七
月
で
あ

っ
た
。

編
集
方
針
な
ど
決
め
ら
れ、

全
委
員
の
中
か
ら
五
人
の
専
門
委
員
が
選
ば
れ
て
、

編
集
に

あ
た
る
こ
と
に
な

っ
た
。

専
門
委
員
は
、
そ
れ
ぞ
れ
執
筆
分
担
を
決
め、

収
集
さ
れ
た
写
真
の
選
択、

デ
ザ
イ
ン
や

色
彩
に
い
た
る
ま
で
注
意
を
は
ら
い
、

熱
心
に
編
集
を
進
め
た
。

数
回
に
わ
た

っ
て、

全
体
委
員
会
に
諮
り、

合
意
を
得
た
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。

記
念
す
べ
き
置
県
百
年
を
迎
え
る
五
月
九
日
を、

心
待
ち
に
し
て
お
ら
れ
る
県
民
の
み
な

さ
ん
に
、
す
ば
ら
し
い
富
山
県
の
百
年
の
歴
史
を

一
日
も
早
く
お
届
け
し
た
い
と
、
五
十

回
に
近
い
会
合
を
開
く
と
い
う

ハ
ー
ド
な
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
と
な
っ

た
が
、
遂
に

完
成
へ

」
ぎ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、

運
よ
く
百
年
記
念
に
め
ぐ
り
会
え
た
歓
喜
と、

期
待
に
応
え
る
べ
き
責
任
感
か

ら
で
あ

っ
た
か
と
も
思
う
。

こ
こ
に

こ
の
記
念
誌
完
成
に
あ
た

っ
て

貴
重
な
資
料
や
写
真
な
ど
を
提
供
さ
れ
た
方

々
や
、
優
れ
た
ご
高
見
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

深
く
謝
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、

各
委
員
の
方

、々

そ
し
て
、

県
立
図
書
館
の
広
瀬
、

太
田
の
両
氏
。
県
知
事
公
室

広
報
課
の
各
位
か
ら
は、
献
身
的
な
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
わ
っ
た
。
厚
く
お
礼
を
申
し
た
い
。

富
山
県
置
県
百
年
記
念
誌

企
画
編
集
委
員
会
委
員
長

村

フ巳

党

植
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置
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記
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誌

企
画
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会
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石
上
英
将

0
石
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直
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林
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元
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(委
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長
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O
漆
間
元
一一

奥
田
淳
爾

金
岡
と
も
子

小
浜
喜

置県百年富山県

新
村
義
孝

須
山
盛
影

高
井

進

長
井
真
隆

広
田
寿
三
郎

堀
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良

O
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正
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(
委
員
長
代
行
)

。
(山

ふ口
は
専 ↑専
門
編
集
委
員

協
広 太 力

よ瀬田者
名 ユヘ
2誠 夫
十
音
)1国

敬
称
略

(
敬
称
略
)

発行/富山県 富山市新総曲輪1-7

製作・印刷/株式会社チューエツ富山市上赤江町2-8-6

100 

発行日 /昭和58年 5月9日

企画/富山県知事公室広報課




